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l 学説態度の埋 論 的考祭

研究経過

との研究は学習態度に関する 3か年研究の2年めの研究である。昨年度は態度についての珪論的考察と

歴史認識を深める学習態度の様態および形成上の問題点を把復するために中学2年生を苅象にした事例研

究を行なった。研究の視点を歴史白捌E念の形成過程におき，との過程における認識のしかたの個性的な様

態を検討した結果，次のような問題点を仮説として把握することができた。すなわち

a 歴史事象を時代の流れから切り離して現在の立場からの見方，考え方をあてはめて認識しようとする

主観的な見万 ，ヨfえ万の傾向。

b 事象を表面的にとらえて背景となる時代の動きと関係づけない表面的な見方，考え方の傾向。

c 異なった分野(例 政治と経済)の事象を関連的に考察せす事実だけ暗記しようとする傾向。

しかし，上記の問題はまだ仮説の段階であるうえ知的なはたらさに重点がかかっている とと はいなめな

い。そこで本年は上記の仮説をより細かに客観的に明確にし， 学習態度理論に位置づけた考察をなしさら

に態度形成をはかる指導の条件についても検討しようと考えた。 したがって本年の研究問題は次の5つに 込

わたるととになる。

a 学習態度の理論的云号察

b 学習態度の思考的側面一一思考態勢ーの分析¥

c 思考態勢を形成する指導の条件

2 学力 と学習態度

(1) 学力について

当研究所では学力形成と学習指導に闘するほf究を第一次5か年研究に引き続き現在，第二次 5か年計画

の研究を実施している。ここでとりあげている学力とは何か，簡単に述べてみたい。

今日一般に学力といわれているものには，児童生徒の中に獲得された知識技能でアテープメントなもの

がある。しかし，教育実践で学力を培うという場合は必らずしも知識の醤得で満足されうるものでなく ，

それが転移するはたらきとして培われたものでなければならない。このはたらさは結呆を生み・だす主体的

な力であり，真の意味で学力ということができょう。広岡亮蔵氏が，学力とは主体の中に体制化され，新

しいよい社会を建設していくための生きた繊能的な力の総体というときはこの主体的な学力を広くパ-y
(1) 

コトリティにかかわるものとしてとらえているわけである。当研究所でも学力を単に獲得された知識 ・技能



とは考えずこれをはたらさと してと らえ，人間的な力にかかわるものと考えている。ω

このように学力を主体的なはたらさとしてとらえるなら，そのはたらさは環境からくる多種多縁な刺激

と反応結果である行動との間に媒介的なはたらきをなす力として考えてよかろう。

1糊からの刺激一一一媒介過程(主体的はたらき〉一一一反応結果(行動)

この媒介過程にはたらく主体的な力と して，態度，息考力，読解力などがあるわけである。第一次研究

では， これらの思考力，読解力，などを学習指導との関係のもとで究明したのであるが，認識，思考読解

などのはたらきは単なる知的なはたらさのみでなく情緒とか性絡などとからみあった個性的なものである

ことがわかってきた。そこで第二次研究では，認識というはたらさを態度の側面から探'久より子どもの

現実に却 した学習指導の改善を図ろうと考えたわけである。

(2) 主 体 的学力 と態 度

認識というはたらさは単に知的なはたらきのみでな<，と.n.を閉面的K規制しているメカニズムがある。

それを私たちは態度であると考えた。態度という概念は多種多様にとられているが私たちはAllportや

Sher i f， Cant r i 1， Doobなどの定義 に基づいて次のように考えている。
(3) 

態度は行動そのものでなく対象あるいは状況(場面〉からくる刺激に対して，ある特定の反応(行動と

いってよい)を起こすような内面的な準備態勢であり ，そのはたらきは主として行動の方向づけやその強

さ，刺激の変化に対する行動の変化のしかたなどを内面的κ規制する。 したがって態度は直接とらえるこ

とはできないが，外にあらわれる行動をとおして推測することによってとらえられる。 したがって態度は

学力としての主体のはたらさの基底をなすものであり， これを考えるには刺激と反応を媒介する過程を分

析的構造的に検討する必要がある。 人間工学では刺激から反応までの過程を入力系，変換系，出力系など

に分析するが，これらの考察に基づき大脳の機能分析ω'行動心泡学の分析d台、人格内部の体制(6)などを

参考に して次のように図式化してみた。

図 1

状況

対象
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態度は主として上記の媒介過渥にはたらく内面的な態努であるが， これを構成している要因については

諸説が多く，たとえば社会的態度の場合，竹内郁郎氏は認知的，情緒的，評価酌の三側面をあげ(7)，島問

一夫氏は認識的.情緒的，評価予期的側面(めの三つをあげる。一般的には認知的情緒的行動的(意志的と
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してもよかろう)の三側面があげられている。しかし，態度概念は実体概念でなぐ縛成概念であるから態

度のどの側面を研究するかKよって，もっと細か念分析が必婆(r1:.;1って 〈るし，また態度研究の現段階で

は実験事実によって礁かめ究明される点が多いといわれている。との研究では態度の思考的使面として感
(9) 

覚から認知までの過程を研究したいので，思考の動きや方向づけの根拠を擦り，認知過程''Cj;.ける個性的

相迭をもたらす態度の:メカニス・ムを考祭し，さらKζれを形成してい〈指導の条件について検討したいと考

えている。以上は媒介過程Vてはたらく態度既念の概括的な考察であるが，とれκ学習という ζ とばが結び

つ〈と，さらVζ多種多綴1.J::学習態度の概念，研究があるととに気づかざるをえない。

との多線，左学習態度の研究，理論が成立する理由を考察してみるととは，学留態度I'C関する研究を位控室

づけるうえに重要な意味があると思うので以下K考察をすすめたい。

(3) 学習態度研究 の多椋性 一 研究の位重量づけー

態度は状況とか，ある対象からの刺搬に対ナる反応、の準備状態であるから，その対象が念んである沙リ

どんな状況であるかという刺激の多様性がまず考えられる。たとえば研究綻接 54築の教師に対する態度

という場合，対象がある程度固定している。学習指導要領K示されるマスコミ に対する態度などという場

合もそれである。とれtて対して必らずしも対象を箇定せず郁聞を広〈とり ，主体的念はたらきそのものを

問題とする場合がある。たとえば，との研究の歴史認識を深める学習態度というよう衣場合がそれである

い民主的乏生活態度などという場合もそうである。

いっぽう I 1>(.)，むと しての行動についても，単純K考えられず，い〈つかの次元の異なっ7白目遣がある と

とK注意しなければならない。ラピエールは行動の相違としてI 1. 外面的一記号的行動 (話す讐<1.J::ど)

2. 外面的非記号行動 (身体的動作が主 ) 3. 内面的記号的行動 (普通思考といわれるもの) 4. 内福

面的非記号行動 (曽通感情，情緒といわれているもの )の4つK分析し，態度は行動への準偽をその本質

としながら行動のレベルの相違によって，態度の相が異なると とを指摘してhる(lG>

少な〈とも，研究または指導の目標が外面的行動を問題とするか(たとえば体育の学習態度ほ関する研究〉

との研究のようK内面的な認識活動を問題とするかによって，凶 1の媒介過程K対ナる視点のあb方が異

~って〈る ととはいうまでもない。との主う K態度の様態やその分析のしかたは， 刺激の多様性と問題に

する反応としての行動の次元の相呉Kよって媒介過程K対する視点のあて方やそれを分析検討する万法

として使用する学問も集念って〈る場合が多い(たとえば，との研究では歴史認識論や認識心理学を使う)

ので現象的には異なったいろいろな態度理論が生まれて〈ると考える。ナ念わち，態度は一般的な概念規

定では共必であっても，具体的な綴態やはたらきを問題Kする段階では刺激と反応のいろいろを組み合わ

せKよって多様左態度が考えられるわけで，その意味でも惣度は媒介変数であるというととができる。

以 kのような態度研究の多様性とそれから生ずる態度理論の多様性は学習態度の研究やその形式をはか

ろうとする教育活動を検討する桜ー合Kもあてはまるわけで， われわれは学習態度の研究やその殻式

をはかろうとする場合，どのような状況，対象K対 して，どのような行動の次元を問題とするか明確Kし

て，その位置づけをする必受ーがあると，思う。とのような意味から，とれまで著書として刊行された学習態

度に関係するお・もな研究なども概観しながら，ζの研究の位置づけをしてみたい。
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① 学習態度の層的関係

a 広岡嘉蔵氏の行動的態度ー総合的能力としての態度ー

対象や場面のと夕方が広l"'，せまいといっても相対的念ものであるが，とれを広〈と t，いろいろ念行

動の次元を含む包括的な環境に対する主体のはたらきとして態度をとらえたものに広岡氏の行動的態度が

ある。

信州大学付属松本中学校では広間売蔵再の指導。もとで態度形成，態度評価に関す之2冊の著書を刊行して

いる。 ζれらの研究f'C;T‘ける学習態度のとらえ)jは，中古美として，パーソナリテイといってよい主体的な

力，総合的能力を態度としてとらえている。す左わち人間形成の中核として「生活をた〈ましく切り拓い

てい ぐようえt問題解決的人間J0 (lDを介析して学機t育自様を設定し，とのような態度形成をする万途を

直接の途としての生活指導，間接の途と しての教科指導の二つK分け，後者Kついては各教科どと陀その

特質K応じた学習過程を想定し，その過程の各段階に応ずる学習態度をふ建的K分析している。その末端

は具体的な学習場面K訟ける行動的態度であるが，との行動的態度を態度評価ではさら明俳:に規定し，次

のように述べている。

「行動的態度は， ものどとを原因や結果の関係をあ・って考えたり，独創的に感受した t，<ふうし創作し

たt，協力してなしとげようとする高次で総合的能力Jであ!?， r学習のあると とる常K生きて働らさ，

生活字態を意義深〈きb拓いてい〈恒常的な心的傾向性Jで 「生活意識と してのねうちの高いもののみ万，

考えJj，感 じ万，行動のしかた」 会包括的念広い意味での能力概念と してとらえている。私たちはとの
(12)ー

段階の総合的念態度を問題とするわけで左い。また態度即能力でな〈前述のどと〈能力のはたらく万向を

内面的K崩~Ilナるものと考える。 しかし， 教科， 分野での学習態度の形成は， その基底とえt る包括的走態度と

の関係はやはD明縫Kしなければ念らないと考える。との研究ではあとで述べるが 「固定的でなぐ柔軟な

枠ぐみで考える」とか 「追究的K考えよう とする」などφやや包括的な態度が学習過程Kはたら〈具体的

態度と深炉関係をもっている といえよう。

b 各教科，分野の特色に応じた学習態度

生活指導や各教科の学習指導は白標，内容にそれぞれ相違があるから，刺激となる場前，対象や目様と

する行動の次元も巽念 っている。 したがって媒介過程にはたら 〈態度をとらえる視点、，アプローチのしか

たも教科の特質に応じた相違が生じて〈るであろう。当教育研究所で研究している学習態度は ζの闘t警に

お・ける仁習態度である。歴史とか体育という対象，場面の相違，また認識という内面的記号的行動，運動

技能という外面的身体的動作~ どの行動の次元の相違によ b 凶 1 の媒介過程κ対ずる研究の視点のあてみー

が異念つでぐる。 ζの研究では媒介過程の認識的側面K研究の視点をあて，とれの個性的な相違をもたら

す態度のメカニズムを考察ナるととtてなる。しかし， ζの段階での態度も具体的な場面で考察しようとす

ると次の段階での態度とも関連をもっている。

c 特定の具体的または抽象的対象，状況に対する態度

具体的K立て象をたは場面を限定して， それに対する態度を問題とする場合がある，たとえば以下のよう

左腸合である。

0 特定の学習内容と してとタ あげた事象vc対する態度，たとえばマスコミK対する態度，など ー

o 特定の教材に対する態度，たとえば年表を読む強stcか支惨器呉の扱い万K関ナる態度など

- 4-



0 特定の人物K対する態度，たとえば教科または学級担任の教師に対する態度

0 特定の学習場面，学習過程にお・ける態度，たとえばグループ学習Kお・ける協力的態度念ど

以上のよう K学習慾度は包括的基底的な態度から各教科，さらに具体的な学習場面での態度と一つの構

造的なj事関係をしている。との研究はその中聞の歴史的分野tてお・ける学習態度を問題Kし，その認駿過程

K研究の視点をあて，その考察をとお・して思考のはたらきを規制するパーソナリティKふれていきたい。

また具体的場面としては本年は，主として学習過穂の分析Kより ，教科書，年表，資料などK対する思

考的念構えを問題にして考察する。

以上の よう念研究の視点から，とぐに思考という側簡がら態度研究ともいいうる諸説?概観して研究の

視長をより具体的。て述べたい。

② 思考傾向を問 題Kする学者態度

a 砂沢喜代治氏の思考糠式

砂沢氏は思考内容と， それを生み出す思考のはたらかせ万を一応区別し， 多様な思考内容を生みだす偲

性的な心的傾向と して， ζ とがらを選び，むすびつける，関係把握に際してはたら 〈大小の関係づけの枠

を思考様式と よび，とれ十ては思考の傾向性K伴なう態度も含まれると述べている003)，

b 小川正氏の思考体制

小川氏も砂沢氏と同様(t(，思考はひとつのととがらを他のととがらと結合せしめる働きと してとらえ

「的般にいhば，ζ とがらとととがらとの間K新しいIW係を主体的K生み出すはたらき」で 「問題$態に

対して新しい関係を求めてどこまでもあ くと とを しらない持続的関係追究力」を学力と しての思考ーとする。

そして，ζのような思考過程の基盤(t(ibb，ょb恒常的に規定している新しい関係を生みだす個性的体制

を恩考体制と。心よんでいる。砂沢氏と同様K関係把握を認識忍考の中核とするが，子どもがどのような関

係把爆の枠〈・みをもフかというより .その枠〈・みのはたらかせ万，発展の可能性lモ重点を置hている。つ

まり思考の動きの中K他L'的左心的傾向をみようとするもので，との考え方・の基本は同氏も参加していた

共同研究のR，R7]-ェU，ζ負うととろが大きいと思われるのでとの研究Kふれてみたい。

c R， R方式 (RelativiStic R巴lation ReSearch Method) 

R， R万式 (格対主義的関係追及万式)は上田熊氏，重松尉恭氏を中心とする名大グループの創意るふ

るる共同研究である。 ζのねらいは生識や技能などの位置づ〈 ベき子どもの考え万，感じ万，とぐに社会

生活Kついての考え万，感じ万を明らかにする目的で長期間Kわたって〈ふう検討されたものである。そ

の詳細はとζ ではふれないが， ζの研究では思考のはたらかせ方tてみられる心的傾向性を次のように規定

している。

「個々の判断は，それだけで独立し，孤立したもので念〈他の判断とつながっている。しかも，それらの

たがいKつながった諸判断もさらにそれらの背後Kある人間の心の状態から生じたものであり，その心の

状態のうえK成立しているという ζ とである。との心の状態は有機的統ーをもっているからー稜の心的

体制といってよいであろう。 Jとし，とのよう念心の体制をと〈に「思考体制Jとよんでいる005) 

そして，とのよう左思考体制は，判断の諸関係、の背後にあるものなので，判断の傾向をみて令酒代推理

する以外Kとらえられないとと ，その解釈は，思考の変化発展する動きかたをみて在されなければなら援
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いとする。

乙の研究は学習態度というととばは使っていないが，とれまで考察してきた強度概念からみてまさし〈

思考の態度的研究といよてよいであろう。

以上，きわめて簡単な概観である治学習態度研究として思考的側面を問題とする場今，思考のどのよう

な点K者眠されるべきか，ある程度，明らかにされる点があると思う。すなわち，思考の結果，思考内容，

思考の失凶ワ念はたらきなどのみが間組とされるのでな<，思考のはたらかぜ方の形式的側面，思考の基盤

となっている心的傾向性が問題とされ，しかも，それは刺激に対する結果としての反応というよ t，その

反応を生みだす未発のダイナミ Yクなものκ着限する。態度は行動の準備態勢であるというととを前に述

べたが思考的側面からいうなら，思考の準備態勢といってよいであろう。主体の個性的な恩考の構えであ

札との研究では思考態勢とよびたいと思う。また，それは対象K対する主体の視点のお・き万，その解釈

のしかたを左右する構えであるという意味にお・いて見方考え方といって もよかろう。との思考態勢は認殻

過程のどとをみようとするのか，さらK検討してみたい。

(4) 学習態度の思考的側面〈思考態勢〉 ー研究の視点ー

① 認識過程の個性的相違

たとえば，次のよう念スラ イドを提示して，平安時代の 12単夜であるとつげて，感じたh思ったbし

たととを5つ脅かせてみた。

中2男子K

・色が多〈使ってある。

.全部もょうがちがう0

.色が多〈てきれいだ。

中2男子T 中2男子Y

・色相がとてもきれいだ0 ・うどきに〈いだろうc

・普の人は人形をどうして作ったか0 ・重そうだ。

・外国の人形と日本の人形の質はどう ・暑〈ないだろうか。

ちがうか0 ・いつも議・てたらつかれるだろう 0

・日本の人形はたいてい赤だがなぜか0 ・ひきづって歩いていたらよどれ

・人形の手にもっているのはなんだろう。 るだろう。

中2男子S

・そのとるの貨・欽:のはなやかな生活。

・一般の人たちはあれだけのきものはさられなかった0

.貴族と一般の人の貧富の差。

-もょうがちがって美しい0 ・そのころのはた忘.tの技術。

・3彰が今とちがって長い。 ・現代に見られないはで衣服装。

以上をみると，同ーの事象を見てもTは人形という面で， yは追体昼食的f.ll感じを.Kは色ともょうをS

は，その事象の背後の時代性を見ている。 ζのようK同ーの刺激に対してすべて同ーの知覚をお・ζすとは

限ら念い。刺激はふ〈ざっ衣反応、をお・とす機会であ.T，それをどのよ うK知覚するかという ζ とは個性的

~相iさがある。ヲ ロシは ζのiょうえE相違をもたらすものが態度であ D 行動への準備強勢であると述べている。
4の
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@ 認識過桂にはたらく関係づけの枠ぐみ (Frame of refrence) 

:上記のよ う念相違がなぜ生ずるのだろ うか，~ 1の認識過程K即して考える左ら，まず感覚の段階で

「心あらざれば見れども見えず」といわれるよう VてすでK個人的K見る点が異念る。次K知覚は，対象全

体から印象の強いものを分離してイメージ化するはたらきをもつが，両手寺に過去の経験からある イメージ

が形成されているとそのイメージに沿って知覚されるといわれている。(17)

↑2単衣の場合は視覚教材を使ったが文字の場合でも，秀吉という刺激陀対して， いか念る意味づけを

するかはその個人のもつ経験や知識によって異念るものがあり，その意味づけしたものにわれわれは反応

するのであるととは昨年の研究で検討した点である。認知するとは，結局，認識する主体が対象や場面十て

自分のもっているイメージとか，知識，情緒などを関係づけてある意味を与え，それK反応しているとい

ってよ l'、。

i奥豆すれば， 認識過程は対象または場面~(対して ， 何かを省略したり，あるものを補足して何らかの意

味を付与して，それ陀反応する過程で，とのはたらきを規制するメカニズムをニュ ーカムやキヤシ トリJレ

は関係づけの枠ぐみ (Frame of refrence)とよんでいるのdおとれは刺激を何かK関係づけてと

らえようとする態勢である といってよい。たとえば前述のsは対象を歴史的な枠ぐみに関係づけてとらえp

ょうをする態勢をもち，yは感覚的に関係づけようとする想勢にあるという ととができる。 ζの関係づけ

の枠ぐみを構成する要因としては，欲求，関心，興味，既有知識，既有経験，情緒価値観念どが考えられ

るが，と〈にイメージが行動を支配する決定的後割を果すと説〈人もいる(19)' しかし，との場合のイメー

ジは広い包括的な意味で述べているので関係づけの枠ぐみと同様な意味Kとっ てもよいよう K思われる。

ただ歴史の場合Kは直接K経験するととのでき念い世界であるから通常使われる意味としての視覚像とし

てのイメージは実は認識過程Kはたらく重姿な態度の望書因であると指摘 してよいと思う。 ζの関係づけの

枠ぐみは個性的念相違をもつが反面共通念発達段i街，生活環境から 〈る共通点‘も多いわけで，研究の視点

tてよってい〈つかの共通念パタ-Yf'C分けるととは可能でちる。との研究では次K述べる歴史認識の特殊

性K基づ〈視点から児童生徒の関係づけの枠やみの様態やそのはたらきと，それK影響を及ぼしている諸

国を舟軒するわけであるb

③ 思考態勢を分析する調査方法の配慮

上記のような研究中尾点で思考態勢を分析しようとする左ら，当然従来の思考研究にお付る理解，知識を

みる調査方法とは具~った調査万法の〈ふうがとらされ念ければ念らさt ¥，--)0 しか し， 思考態勢と しての関

係づけの枠ぐみは実体概念でな 〈思考のはたらかせ万をみて構成される概念でるるから，構成しやすいよ

う左調査や解釈の万法が必要Kなってくる。以下にその点Kついてふれて会きたい。

a 思考からきり離 し抽象化 してとらえる方法

との万法としては，ととばの中の形容詞の特殊性に着眼 して，認知過程i'C:l:;.ける万由と強さを抽象化し

てとらえる S，D~存 i;iあるし，その他， 態度調査法としての絶対品等法， 一対比較法， 等現間隔法など(20)ず

があるが，との研究では意見尺度を使って歴史的見方の方向と強さを測定する〈ふうを してみた。
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b 問題場面法

内面的なものがあらわれるような問題場面を設定し，岳会るJ同毛捨示 L三ふ示品走場古~立たぜ鉢与を
さぜるととによって，態度をみようとする調査法である。問題場面として，どんな場面を設定するか提示

ナる紫材ーとして何を使うかが電要である。との研究ではとの)j法も使った。

c 面接法，観察法

態度調査としては最も重裟1t.)j法である。 ζの研究では調査結果Kついて問題があると思われた生徒K

ついてのみ面接を実施した。第5年度は面接法をさらに活用したいと考えている。

観察法は特定の場合{rC;IO-ける行動を視点をきめて観袋するもので，援業研究に沿いて実施した。

3 歴史認識 と思考態勢

学習態度の研究の視点として，認識的側面にお・ける思考の万向，思考の力動的な勤きをみるとと を述べ

てきたが，との分祈の税点はまだ検討されてない。と ζでは歴史認識を間勉とするので歴史認識論からζ

の点を検討してみたい。しかし，歴史教育論として，とれまですでに多様な歴史的見h・3 考え)j・の諸説が

展開されているので，お・もなもの(1(ついて概観してから分析の読点を述べたい。

(1) 歴 史的見方，考え方の多帯性

① 現代社会K対する歴史的な見方考え万

a 歴史教育者議協の主張

歴史的教育は歴史的念ものの見万を教えるという立湯tてたつ。そして，子どもの発遣にしたがって，具

体的手実K即 してみさせるーものKはちがいがあるーものは変わる ものだーものを変えるのは人間だーも

のを変えるのには法則があり抵抗がちる。と見万を発展的に教えるという主銭。(21)とか北海道歴教協の歴

史を自分の生活にひきつけて受けとる態度，農民や町人の立場K立って考える態度の形成という主張。ポ

どは歴史をとお・しての現代社会K対する見万考え力ーのタ イプといってよかろう。

b 和歌森太郎氏の史心

歴史教育は退去に関ナる教育で1t.<.とれからの社会をどうするかと h う考え万を綴る万向で指噂され

るべきで，そのよ うな指場をとj;，.して形成される考え方.を史心として， 次の三つの段階を考える。第-(rC

世の中が変わっていぐととに思いをいたす心， 第二は，世の中を変えてい〈ためには何らかのl京国をつ〈

り出さなければ左らないという感覚第三はそうLf1:世の中を変えてい 〈力をつ〈るための万法として，さま

ざまの立場のいろいろの介野の人々が相助けて全体として関連をもちながら働かねば念ら乏いというとと

K敏感に在る心，換言すれば各分野の協力が条件としてはたら〈とき ，全体として世の中を変えてい〈力

と在ると感ずる心む の三段階である。t23) 
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C 蕨原正教氏の批判的態度

生徒の歴史事象に対する主体的受けとめ方として学習後，事象。て対する批判を記述せしめ，との指導を

と串ーして批や泊ワ態度の形成を凶ろうとする。つまり歴史事象に対ナる批判的思考を継続的に累力目的K積み

重ねるととをとb して，一つの万向性と確定性が認められたとき，そうした考え万f.l.!J ，意識でt!Jが一つ

の態度tてなるものとする。との態度は特定の問題や事実K封する価値判断を含んだ心構えであ 9，一定の

行動をもって対処する身構えとな bうるもので，たとえば将来，封建造制を取り除ζ うとする実践に昇華

してい〈エネノレギーとなりうるものである(2のとするoしかし，との考えは歴史をして道徳教育たらしめたり，

歴史事象をその時代から切り離して，現在の立場からの考え万見万をあてはめて批判させるととt'Ll.dJや

すい危険性がある ζ とを指摘できょう。

以上の例は歴史教育をと1シして現代の社会事象に対する関件づけの枠ぐみを形成しようとする主張で歴

史教育をと会して形成すべき重要な態度であると思う。しかし，ζの研究は特定の内容をもった見万考え

方を形成するのでな<，歴史の複雑なI!itれK接する ζとをとお‘して社会事象K対する見万考え方を深めて

いきたいと考えている。昨年度の研究例でいう左ら自由民権運動を単純K美化して認識せず複雑な当時の

動きと関係づけて認識するととは現代社会の政治の動きを見る眼を深め，鋭てするととにコまると考える。その

意味十てないて歴史をとj:;.してというととは歴史をどのようκ認識するかという認識のしかたK基づ〈とい

ってよい。そとでζの研究は歴史をとやして特定の思想を形成するというよタ歴史をどのようK認識する

かという認識傾向1に分析の視点、をあてたいと思う。

② 歴史を理解するは た ら き の 形 式 的 側 面 を と らえた見方考え方

a 信濃教育研究所の歴史的意識

今日 ， 最も定説化されている歴史的見万考え万として信濃教育研究所で研究した歴史的f"~?tがあろ う。

上白書Z氏は，ζの歴史的意識を隆夫的にものをとらえる眼，感覚を意味するものであり ，歴史的事実ないし，・

史観κついての単在る知織でなぐ ，それらの知識を現在の問題解決κ正し〈つなぐはたらさをするものと

しているo(25，'ζの歴史意識の分析としては，(1)今昔の栢遼がわかる(2)変せん倍移がわかる(3)歴史的念因果

関係をとらえるととができる(41時代艇について把握できる(5)歴史的な発展がわかる。(2刊 5つ防副，

との視点から小，中学生の歴史意識の発達を実証的K究明(26)している。

b 藤原正教氏の歴史的思考

とれは必らずしも見方考え万といわれない面もあるが，歴史的思考を形式的側面からとらえた例と し=て

掲載してi.'<。藤原氏は歴史理解の思考として，関係的思考 (因果，果因，変せん推移，相互)比較的思

考(形状，性格)介析的思考，実証的思考，演芝草的思考，統括的思考2ηをあけ・る。

c 和歌森太郎氏の歴史意識

和歌森氏は，前述の史J心を，さらK具体的に分析をすすめ，次の三つの意識をあげる。 (1時間的な相互

関係K倒する顧のはたらきとしてほほ信機教育研究所の歴史意識にひとしい内容を分析している。(21歴史

的批判意識として真実で念いものとを見分ける意識をあげる。とれは子どもの発達段階に規制されるもの

である。 (31歴史的なものを求めてい<，歴史的問題意識である。たとえば「いつ，何を，だれが，どのよ
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う(1(，どこで， :Jなどの基本的事項に関する疑問を子どもが主体的tてもつような意識をさしている。

以上，事例的tてあげた歴史意識は，和歌森氏の(2)，(3)を除き，ほほ共通している点は歴史事象のもつ論

理に立脚した思考のはたらきを形式的に分析しているといってよいであろう。その意味では学習能力ある

いは歴史的思考カの視点といってよい。しかし具体的没学習過程では和歌森氏の(31ととも K主体的念構え

として形成されるべき意味VCj;.いて学習態度形成の視点ともなりうる性格をもっている。との研究ではV

の思考態勢の形成と指導の条件('(沿いて，学習過程K即して形成されるべき思考態勢を分析したが，その

場合は上記の視点を考慮した。しかし紙面調査による思考態勢の分析ではより基底となる視点を次のよう

Kもうけた。

(2) 歴史認識の 2面性一思考態勢分析の視点一

① 歴史認識Kなける主観的見方と客観的 見方

歴史の認識対象は過去のできどとである。しかし，これを認識し工うとする主休は現在の時点Kあゐ。

しかも過去の事実のナべてが歴史と走るわけでない。史実となるlては選択という主体のはたらきがはいJ:;， 

さらK史実から歴史と念るためκはそとK解釈という主体のはたらきが加えられる。とのよう左意味!'cj;，-. 

hて燦!史認識がなんらかの主観件ーを媒介と するととは疑われ;1¥n事実である。(Z9)歴史とは歴史家と過去の

事実との不断の過程 であ t，主観と客観の合一されたものといってよい。しかし，との主観が恋惹前乏
(30) 

なものでるるとするなら歴史陀対ナゐ信頼は全〈失なわれるわけで， 歴史に;j，・ける客観性と は何かという

問題は古ぐから歴史認識の科学性lて闘する基本的問題として検討されてきた点である。

ζの研究では，とのような基本的問題について考察を加えようとするものでない。しかし児童生徒の歴

史認識を考察する場合，とのよう念視点は重要な意味をもっと考える。児童生徒が学習tておいて直接対時

ずゐ歴史事象はすでVC解釈された歴史像であるが，児童生徒Kとっては外伝的左客犠的世界といってよか

るう。そして，とれを認識する主体のはたらさは児窓生徒の場合でも主観的な見方と客観的念見万が・とも

にはたら〈 ζとが考えられる。ただ児童生徒の主観は歴史学者のよう K客観的知識の網を〈ぐタぬけたう

えでの問題意識とか歴史観という主観でな<，精神的な発達段階を基錐Kして，m;有の知識経験に基づ〈

時闘を超越し，時代の条イ生を無視レた"好ききらい，よいわるい，正しいあやまりなεの枠ぐみがは

たらぐ主観である。乙れと時代K位置づけて客観的κみようとナる枠〈・みとが史実K対しごてどのよう Uて

はたらぐか，また，そのはたらきを規制する要因は何沙諸念どKついて検討してか〈ととは児童生徒の歴史

事象に対ナる認識の基底となっている心的体制をとらえるうえK重要であると考える。

もい児童生徒の見万が歴史的K洗練され複雑K分化されている場合Kは主観的見方そのものが客観的

になっていると考える。したがって，とのtJl.1点は両者のはたらきの強さを関係づけてみる ζとκょタ歴史

事象を認識する際Kはたら〈活動様式の基本的傾向をとらえる ζ とK左ろうと考えた。

② 歴史認識にbける特妹と一般

歴史にお'V1る主観と客観の問題と閉じぐ特殊と一般の斉j立もまた歴史認識κ公ける基本的問題といって
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よかろう。介ーが指摘するように特殊と一般，経験と理論，客観と主観の対立は歴史Kなげる基本的問題。1)
である。歴史を一般で割b切ってなら左いというが，一両どんを特殊左事実も一般的な概念，時代性をぬ

きKしては，その個性的左事実を探求するととも叙述するととも不可能といってよい。一般的理論は一つ

の仮説であり，史実をとおa して実証されなければならず，史実はまた理論，発展法員IJ，類wなどとよばれ

る一般的念もの忙よって探究される。両者は相結んで歴史の理解をます(32)Cいわれる。

ζのようを問題はまた，私たちが児童生徒の思考態勢を分析する視と して意味があるように恩われる0

~ぜなら児童生徒にとっては抽象的概括的な知識を与えれば， その意味する具体的を史実をを実証的K も

とめようとせず，逆に具体的念史実を提示すれば，それを現象的』てみて，その;意味する一般的なものをみ

ようとする態度が左か在か形成されてい左いからである。と 〈に具体的な歴史事象を次々1'1:1危示する学習

指導!IL;j;.V>て，現象額に視点を;j;.き表面的に考えた り， あるいは概括的知識をあてはめて割り切ろうとす

るステレオタ イプでな〈事象を時代の動き K位置づけて，その意味をとらえよう とす乙態度が必要である。

ζの場合の思考の動きは史実の提示に対応して，史実をみる見方考え方が現象的陀ζだわタすぎたり ，既有

経験の影響による先入観でみたり ，ただ事実を累力[酌 tて積み重ねる左どでな (， 相異:生る事象でも，とれ

を止揚する視点をもって解釈を深めてい〈態勢が必要である。したがって具体的左史実が継続的K提示さ

れた場合に志aげる史実に対する視点，解釈のしかたを分析するととをとなして，関係づけの枠ぐみのはた

らき方をみよう左するのが第2の視点、である。

(3) 思 考態 勢を形成 する指導の条件

ζの点、Vて関する本年の研究は学習過程を教材と児童生徒の相互作用による力動的念発展として考え，と

の過程にはたらく思考態勢を分析し，とれを形成する指導の条件として，教材提示，発問助言J教材の形

式的相違 (記述文，年表，地凶など )に対応する基本的習慣の形成などを主として指導過程の菌から考察

するととKした。 ζの詳細はVco思考態勢を形成する指導の条件で述べるととにする。

舟!ll!' 考 女 獄

注 (11 広岡亮砿 基礎学力 明治図書 p • 1 36 

(2) 大竹大三 学力と学習指導の研究について 1 9 6 I研究集録 新潟県立教育研究所

(3) 相良守次縦 現代心護学の諸学説 岩波書庖 P 2 3 3~ザ

(4) 大島正光編 人関工学 朝倉書底 P 3 2 8 

(5) 日本ソノサーピスセ ';I ~-編 産業プログラム学習 べ 円かん社 P I 7 1 

(oi 黒図 正 典編 教育心理学 朝倉 tf広 p. 1 6 1 

(尉 誘'[i社 会 学 第3巻社会と文化 東大 出版 社 p.1 3 2 

(81 島田一 男 社会心理学の基底態度の心理学 大 日本図書 p.133--

¥9; 同 上 p. 1 3 6 
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日0) 同 上 p • 2 9， 3 ~ 

日目 杉本付中 態度形成の学習過程 明治図書 p• 2 6 

(12) 広岡完蔵 学習過程における態度の評価 明治図書 p.1 8 

(13) 砂沢喜代治 子どもの思考過程 明治図書 p. 1 1， 1 2 

(14) 小 )11 正 学習過程の橋造 明治図書 p.11 

(15) 上回 薬重松鷹泰 RR方式 繋明書房 p. 1 J， 1 2 

日6) ワロ y 認識渇程の心理学 大 月 警 庖 p• 2 0 7 

(17) 烏居直隆 イメージの心理学 議 談 社 p• 1 2 9 

U8) ニコーカム 社会心県学 培 風 館 p. 90 

的) ，鳥居直蜂 イメーゾの心理学 議 談 社 p• 1 3 2 

(20) 苅部良吉 教科に対する態度の研究 新爵県立教育研究所研究経要第 49集

(21) 船 山 謙次 社会科論文 東 洋 館 p.32 1 

(22) 同 上 p • 3 2 7 

邸} 和歌森太郎 歴史教育法 金子容房 p• 7 1 

側 豊田武監修 歴丸その指導 葵 書 房 p. 3 14 

邸) 上回 ~ 歴史怠識(教育心理学辞典) 明治図書

(お) 斎藤 博 歴史教育 明治図書 p. 8 6 

間 豊田武監修 歴史，その!i'i導 葵 書 房 p. 2 9 8 

じゅ 和歌森太郎 歴史教育法 金子書房 p• 8 0 

位。) 林 健次郎 史学概論 明 斐 悶 p.2 2 1 

(30) カ 歴史とは何か 岩波新書 F・40 

(31) 同 上 p. 3 9 

(32) 堀米庸三 歴史と人間 NHKプッタス p • 8 0 

H 研究目的

1 Jt:.量生徒の思考態勢を次の視点から分析し，その様態と思考熊勢を構成する諸要因相互の力動的関係

とを考察するo

a 歴史事象を認識する際Uてはたら〈主観的見方と客観的見方。

b 現象的K異念る具体的な歴史事象を次々K提示した場合にネ・ける児主主生徒の視点rや解釈のしかえo

z 児童生徒の思考態勢を形成する指導の条件を指導過程の側面から考察する。
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皿研究方法

研究対象

a 態度研究では一般的κいって，抽出された少数の個人を対象Kして面接を主κする事例研究と多数の

児童生徒を対象とした大数調査の結呆を統計的Jj法Kょb考察する方法，その併用などが考えられる。

ζの研究では，指導の条件をヨ考察する必要から，研究対象を学級集団VL.t;-いた。個人的Uては面嬢も実施

したが，個人そのものを分析考察するのが目的でな(/>0

b 調査の対象と した学年，学級('1次のとお・タでるる。

新潟市立高E霊小学校 第 6学年 5学級 120人

新潟市立鳥屋野中学校 第 2学年 5学級 230人

c 考察の対象とした学完投，児童生徒は次のとお・タである。

。俊業研究の対象と した学級は，小学校 1学級，中学校2学級 (同一教師Kよる担任)で他は普通綬

業群とした。

。調査結果の考察の対象とした児藍生徒は次のと沿りである。

投薬研究群と普通授業群とを比較する場合

辻学校撹業研究群40人ζれと知能偏差値，学力偏差値のひとしh普通授業群40人計 80人

中学校伎業研究群50人と知能偏差値，学力偏差値のひとしい普通授業群50人計 100人

小学生と中学生と比較する場合

!j伴校上記の80人に 20人を加え 100人

中学校上記の 10 0人

・調査Iと調査 Jlの考察対象

調査 Iは数量的な測定方法を使用したので，考察の対象は全員，小学校 120人中学校200人

である。

調査 Eは自由記述で，との研究では必らずしも多数必裳と し念いと考え，上記のノj伴生10 0人

中学生100人とした。

2 思考態勢をみる方法

(1) 調査方法

前述のどと〈商接，観察，紙面調査などが あるがv 今回は紙面調査を主にして事後t亡命いて面接をし

- 1 3ー



た。紙面調査で内面的なものをみようとするのは不じゅうぶんな点もあるが，反面，未開拓の ζの分野の

研究がすすむためKは，まず紙面調賓の〈ふうが必要であると考えたからである。

調査のねらい，内容などは次主主で説明するととにして，実施した諸調査は次のと合タである。

① 基礎的資料を う る た め の 調 査

a 中学校

教研式学年別知能検査 (7月中旬実施 ) 教研式学期別診断学力検査社会第 1学期用 (9月r:f:!旬)

第 2学期舟(1 2月中旬)

b ，J吋さ校
教研式学年別知能検査 (6月中旬実施 ) 教研式学年別診断学力検査社会第6学年期(9月下旬)

② 思考態勢をみるための謝査

a スライドによる知覚過程の調査

b 評定尺度を利用した歴史的見方ーの調査 小学校(1 1月下旬 ) 中学校 (1 1月下旬)

c 越後質地そうどう(ぐびき物語より号開)を利用した見万，考え万の調査 (1 1月中旬 )

d 織田信長の史実，年表を利用した調査，小学校 (1 2月下旬 ) 中学校 (1 2月下旬 )

以上の中で，bとdはWで考察し，cはVで指導過程の構成と関係づけて考祭ナる。

(21 解釈の方法

分析の視点は前章K述ベたどと <，ど〈大まかなものである。むしろ.児室生徒の具体的な記述を・と:J;.

して決めるほうがよD具体的な篠態に迫タうるものと考えた。したがって具体的視点は次章で述べる。

分析の万法は集団を対象とするので主と して統言恰ヲ万法を用い，解釈は主として歴史認識論と認識心理

学Kょった。

また，関係づけの枠ぐみを構成する斐因としては，価値観，欲求，輿氏関心，イメージ， 既有匁誠既

有経験の質と量左どが予測されるわけであるが，ζれらを包括的，構造的K解明するととは第3年自の研

究にゆらずらなければならない。 との研究では調査，面接をとあーして明らかにされた関係だけについて仮

説として述べる。

3 思考態勢を形成する 指等の条件を考察する方法

ζの研究では，調査Kよる思考態勢の分析K重点を置いたので， 2終比較法Kより，それぞれ設けた指

導条件の優劣を検討する万法はとってない。しかし，授業研究をと合して思考態勢形成のj餌の条件をで
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きるだけ明らがにするため次のような万法をとった。

すなわち，綬業研究学級のひとりひとりの知能偏差当直と学力偏差値K同一，もしくはそれK近い生徒を

普通銀業主幸(小学校 2学級，中学校 3学級)の中から選び，小学校 40人ずつ，中学校50人ずつの2帯

を構成し，その2博の思考態勢を比較し，授業研究野のすぐれている点，変わらえt¥̂点念どを明らかにし，

とれを念頭作お.\h'て七指導の仮W.(i(基づ〈学習指導を分析的年考寿-t~方法'tム?字。

(1) 擾薬研究群と普通授業群の構成

①小学校

~記 3 9 4 0- 4 4 45- 49 50-5話 S 5-5 9 60-6 4 6 5-7 0 71-75 .1 6以上 合 計以下

3 9 以下
ω ① 2 ① ① 3① 

4 0....... 4 9 3 ① 7① 
50-59- 5 ① ① 2 ① 2 (i) 2 (u 6 ① ① l ① 2 4⑫ 
60-69 ① l cu 1 ① 6① 

A ロ 計 I 9 ω 1 2 ω 2 ω 2 (i) 3 ① 7 ① 2 ① 2 ① 4 0皇
I 0 0人栂 。 3 z 。 2 0 

成合のとfきt 2 I 5 2 3 1 I 1 I 1 0 1 1 9 3 1 0 0 

0印普通綬業群

②中学校

メi知¥学能¥力¥ 
3 9 

40-4 4 45-49 50-5 4 5 5角~5 9 60-6 4 65- 6 9 10-7 4 7 5......7 9 合計以下

40-49 3 ω 
33 ω ① 

5 ① 
62Q① J 14@  

~ 0-5 9 ① 4 o 1 4⑪ 
6 -0-6 9 ① s ① 2 ① ① 2 1 3⑪ 
70-1 9 2 (I) 4 の 3 σ〉 ~主
合 針 1 4 ω ① 9 ⑬ 11 ① 7 ⑦ 6 ① 4 ⑦ 2 5 0 (5可

0印普通学級群

(2) 授業研究の指導仮説 Vで述べるととKする。

(3) 授業研究の方法

授業はもちろん録音したが，その他K児』往生徒の観察者2人，教師の指導活動の観察者2人， (小学校

では観察した事項を別の録音機を使い同時録音した。中学校はそれができ念かったが校内研究会の形をと

!J ，社会科担当者全員が参加し検討会を 4凶ほともった。 )

141 授業研究の期間 1 0月上旬から 12月中旬である。
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w 思考態勢の 考察

股史認識札おける主観的先方と客観的見方

(1) 調査のねらい

態度は経験の意味を決定すをが3 それは認識的側面('L;I:，-¥r>て，その人のもつ個性的な関係づけの枠ぐ

み(F r all:c 0 f r e f e n 0 e )で事物事象を知覚しようとする態勢を含んでいるからである。とのB担保

づげの枠ぐみは，認識の方向や強さを内面的K規制するものであり，研究者がみようとするねらいKよっ

て，それ('L応じた関係づけの枠ぐみを考察するととが可能でるる。と.とでは.そのーっとして，児童生徒

が歴変事象を認識するとき，その時代κ位置づけて客観的κ認識しようとすゐ態勢と，現在の生活経験を基

Kして主観的に認識しようとすーる態勢との両者・を次の五つの分野Kわたって比較してみるととKより歴史

事象を認識する児童生徒の基本的念枠ぐみの傾向を:探ろうとするものであゐ。

A 政治のしかたκ閉するもの

B 政治，社会vc関するものの中で現在の価(直線κ関係づけられやすいもの

C 技術K関するもの

D 風俗，習憐，文化(rC関するもの

E 人物とその時代に闘する もの

(2) 調査内容の構成

φ 素材適定C観点

a 小学校4.5年， 6年 1学期K学習した歴史事象

b 生活経験をと£・して比較的児童もよ〈知っている歴史駅員良

C 調査のねらい陀即した意見を作担やすい歴史事象

② 内容の構成

乱 態度の特色のひとつは持続性という ととである。そとで，との調査はA.Bの2っκ分け，同ーの事

象について，存 続的見方Kよる窓見 とそれK相反する主鎖的見万による意見とを日をずらして調査し，

いっぽうで肯定し，いっぽうで否定した場合('Lb'(I1笑な反応として数量化できるようK構成した。

b 調査用紙は，亡ごコでかとんだ歴史事象とそれK対する意見が鎚載され，その意見K対ナる肯定，否

定とその強さを記入する尺度からなりたっている。
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@ 歴 史 事 象 に 対 する意見のねらい

歴史言E臓の万肉を規制するはたらきをみようとするのがねらいであるから，記述された若且は次のよう

な方向性をもっている。

歴史事象をその時代K位置づけて客 〔歴史事象〕 歴史事象五・現在の生活経験Z基ガ〈考

観的に考えた意見 Hとする .-， 

1.その時代ではという条件の中で考えiA 

乏巧:をあてはめた主観的意見回 MとすJる

政治K関す r.1.現在の政治K対する考えを歴史事象』て

ょうとする意見 l るもの j あマはめた意見

2 .その時代の影響を多面的に考えよう|

ょする意見 ノ

1 2 .現夜，強調される影響を一面的に考え

た意見

向 1.その時代ではとhう条件の中で考え)B 価値観κ闘 f1 . ~寛平Eの価値観を歴史事象にあてはめた

ょうとする意見 ト 係三け引1.1意見
: やすいもの、

1 .その時代ではという条件の中で考え1 ・ _ _ (1 .現在の技術水準を歴史事象十てあてはめ

ようとする意見 ~ C. 技術に関ナ Jた意見

2 .その時代(rC;t，.ける意味を追究しよう | るもの 12 .現象的Kとらえて，その時代VC;t"ける

とする意見 て 、意味を追究人じたい意見

1 .その時代ではという条件の中で考え1D 風俗，習慣 11.現在の科学，風俗習慣tてよる考えを歴

ょうとする意見 [ 文化K関する | 史事象にあてはめた意見

もの

1 .その時代ではという条件の中で考え1 11 .現在の英雄視された考え，人物論から

ようとする意見 ~ E 人物とその{ 一面的にみた意見

2 .その時代の人々の気持ちを客観的に | 時代K関する 12.現在の人情論を主κした意見

考えようとする意見 ノ もの

@ 選定 した事象と意見の方向

調査 A.B 調査 A.B

A 政治K関ナるもの 1 3切り捨てど免 H1M1 

3 明治憲法 H1M1 18日露戦争 M1Hl 

和国分寺

1 4関所

H1M1 22キリス ト教禁止 M1Hl 

H 1 M 1 C 技術K関するもの

1 7力がり・検地 I-!lM1 

1 9生類あわれみの令 H1Ml 

2 3鎖E!S' M2H2 

B 価値観に関ナるもの

2 男尊女卑 H1M.l 

S 切腹 H1M1 

..8 士農工商 M 1 H 1 

5 早馬早かど M 1 H 1 

1 6種が烏(鉄砲 ) M 1 H 1 

2 1富岡製糸工場 H2M2 

25ガス燈 M1Hl 

D 風俗，習慣，文化に闘する

もの

1 0 :};-t!JU草子 M1Hl 

(番号は調査A(rC;jo.ける出題番号)

一、 1:...7'-

調査 A.s

1 1神話

1 5仇討

H1M1 

H1Ml 

2 0よろいかぶと H1Ml 

E 人物とーその時代κ関するも

の

1 豊田佐官と織物工業M1Hl

4 砦徳太子 H2Ml 

7 徳川家康と豊臣氏の

被亡 M2Hl 

1 2 ~車検靭と源義経 M2Hl 

2 4織田信長 H1M1 



3回は数聞の部分的なものである。実施校は

予備調杏

全体としては予備調査は5回で，そのうち2回は全問題，

最初の 2回は実験校以外の学校で他の 3回は実験校で実施した。

⑤ 

調査問題(3) 

A 査調

氏名番組年

意注

わかったか，わから念いかという ζ とをしらべるものではあDません。あなたがたの

考え方や見方をしらべるもの:r:す。

問題の口でかとんだ普のととがらについて，ある意見がのべられています。亡〕でかとんだ昔の

ととに対する考え万や見万として，賛成できるものもあれば反対のものもあると思います。

との調査は，

強
〈
は
ん
た
い

は
ん
た
い

ど
ち
ら
で
も

な
い

さ
ん
せ
い

強
〈
さ
ん
せ
い

もし賛成なら，その気持ちの強さによって右の印の

強ぐさんせい ・さんせいのいずれかvcO印をつけなさい。

もし反対なら，その気持ちの強さKよって，右の印の

強ぐはんたい ・はんたいのいずれかvcO町をつけ左さい。

どちらでもないと思ったら，中央のどちらでもないと

強
〈
は
ん
た
い

など は
いち ん
ら た
でい
も

いうとと0.KO印をつけなさい。

さ
ん
せ
い

強
〈

さ.
ん
せ
レ、

織物工業の機械化の理由を豊田佐吉のすばら しい発明という

ととだけから考えてよいと思う。

自動織明治時代に笠出佐吉がいろいろ苦心 したすえ，

機を発明し， ζのとろに日本の織物工業の機械化がすナ

とと(1(ついてんだ，

L/"""--一一-----~-~一----------
他の問題も，調査Bも同様の形式であるので以下は省略し，以下κ口でかとんだ事象と，それに対す

る調査A ・調査Bの意見を掲戴する。それぞれの意見κつけられた番号は，問題の配列番号であるoHM  
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1 

明治時代κ豊田佐官がいろいろ苦心したすえ， 自動織機を発明し，とのとろκ日本の織物工業の機

械化がすすんだとと十てついて

Aの1 M織物工業の機械化の淫由を豊田佐官のすばらしh発明というととだけから考えてもよいと思う。

Bの251-1.織物工業の機械化は，とのよう念発明によるほかに外国との関係や政府の努力念どいろいろ点

から考えなければならなわ。

2 

江戸時代の武士を中心とする社会では家をつく・男子がと<I'L重んじられ，妻(つま)とか嫁 (よめ )

など女の人は軽〈みられたζ告について

Aの~ H女子だけ軽〈みられたととは，そのとろの社会や家との関係で考えなければ急ら左いと患う O

R の 2 4 M男女の関係は ， どん~I'Lむかしであってもぜったい平等で左ければならな11">0

g 

明治時代K今のような国民主権でな<.天皇を政治の中心とする主憲法が制定されたととκついて

Aの:i H衡法は待代によって変化してきたものだから，よいわるいで念<，天皇中心の憲法がなぜ作ら

れたか考えてみ乏ければならない。

Be:>23M明治のとろでも，それよタむかしであっても織法をつ〈るなら政治の中心は必らず国民でなけれ

ばまらなレ・0

4 

聖徳太子が同時に 10人の訴えを聞きわけたので，盗聴耳皇子 (とよとみみのi;・5じ)という別の名

でもよばれた，というととか古h苦物κ書か礼ているととKつ¥1')て

Aの4・‘Hとのよう!Iζとを信じたのは，手ーのとろの人々が聖徳太子をと0<べつの人のようK考えたあら

われだと患う。

Hの22M盛徳太子は非常にえらい人だから，との記度のととはほんとう陀できたと思う。

5 

江戸時代K急な用が&きたときに使った早馬，早かどは江戸と京協との闘が約4日ぐらいかかっ

たととについて

Aの5 Mとの方法では電報や電話に比べてたいへん不便だから，あま b利用され念かったのではないか

と思う。

8の21 Hその乙るとしては早ぐ迷絡できたので急な用のときKは，たいぜつ左連絡万法でるったと思う。

6 

江戸時代K武士は主人K申しわけのないととをしたり，はずかしめを受けたりすると切腹(J援を切

って死ぬとと)・し，それが武士の正しい行念いとされたととにつh て

Aの6 Hそのζろの武士が死ぬととより，名誉をたつとび責任を重んじていたととを示していると思うO

Bの20Mそのとろの武士は理出もな く自分のいのちをそまつに したと思う。
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ザ

徳川家康が豊臣秀吉から子どもの豊臣秀殺のととをたのまれながら秀吉の死んだあとで秀頼を大坂.1'

械で..g-めぼろぼしたととKついて

Aの 7 M家康の行ない約そぐを守らず，人情の左い，つめたぐわるいやbかただと思う。

Bの 10 H人情から考えるより，天下を統一するための勢力争いとして考えると とが重要だと思う。

8 

江戸時代κ武土と，農，工(職人)商(商人 )は身分がそれぞれ区別され，そC身分と結びついて

いた職業を自由に変える ζ とができなかったととKついて

Aの8 M人は自由に職業を選ぶ権芳Ijをもっているのだから，むかしでもぜったいわるいと批判する ζ と

が最もたいせつだと思う。

Bの18 H支配者であった武士が身分制度の〈ずれるととを，ふせどうとしだ点から考えるととが最もた

いぜっーだと，思う。

9 

奈良時代K聖武(しようむ)天皇は，国の栄えるととをいのって， 国どとに包分寺をつくらせたヒ

とUてついて

Aの9 Hそのとろの政治と仏教との関係から考えるととが重要だと思う。

Bの17M寺をたてるととは僧(坊さんHてまかせて，洪水の予防やかんがい施設を作るべきであったと

思う。

10 

室町時代のとろから，身分の低い人たち陀対して，浦島太郎や一寸法師 (いっすんぼうし )など勾

が伽話(去とぎば念し)がつ〈られ，とのまなたととKついて

Aの 1OMつ〈った人も読む人もとても幼ちであったという ζとだけじか考定ら:/:1.;5:いo

Bの 16H身分の低い人たち もたのしめる ものがつぐられるように左ったととが重要だと思う。

1 1 

奈良時代Yてつ ぐられた古い物語 (神話)V<:よれば，イ ヂナギ，イ グナ ミの2人c神によって日本が

生みだされた，と ある ζとにヅハて

Aの 11 Hζれをつぐった，そのζろの人たちが日本をどのように考えようとしてhたか考えてみる必要

がある。

Bの 15M科学的でない，ばかげた考えかたとしか受けとれない。

12 

平氏をぜめぼろぼした，いくさのうまい源義経を， 幕府をつくった兄の源粉朝がせめほろぼした，

ζとにつりで

Aの 12M兄の頼朝のしうちは，そのとろの政治のようすよ !i.兄としての愛情のつめたさから考えるほ

うがよいと思う。
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Bの 14 H兄の粉朝のしうちは，兄弟の聞の愛情というよ t，むしろ，そのとろの政治の ようすから考え

るほうが工いと思う。

1 3 

江戸時代に農民や町J人が武士K対して.ぶれいなふるまいるすれば切りすててもとがめられなかっ

ととKついて

Aの 13H武士が良之や町人を支配する社会は，とのようをさびしいきまりが亡よってささえられていたと

とを示していると思う。

βの 13M幕府や大名は，とのような八の道K反ナるきまりをぜったいゆるナベきで念かったと思う。

14  

江戸時代K幕府が会も念かい道K関所κ1:，.いて旅人を取りしまったとと Kついて

Aの 14 H幕府が江戸をまもるために注意深〈人々のいきさを取bしまったζとを示していると思う。

Bの 12M旅をする人陀迷惑をあたえ，交通を不便f'(したから幕府:(1(Cってあまりよい万法で左かったと

思う。

1 6 

江戸時代のとろ，殿様(とのさま )とか親.兄の告らみをはらすため1'1:， いろいろ苦心をして仇を

うっと人々からほめたたえられたととKついて

Aの 15 H主人に対ヲ・る忠綴，縦K対ナる考行のあらわれとして考えたからだと思う。

Bの 11Mそのとろの人"，.が野ばんであったから，たい した理由もな〈 ・ほめたたえたのだと思う。

1 6 

戦闘時代の ζろ，ボノレ トガJI/人がはじめて，わが国代鉄砲をつたえてから，各地の大名が争って，

それを手K入れようとしたととUてついて

Aの 16Mとても幼ちな鉄砲を大名がほしがうセのはbかしいと思う。

Bの 10 HとれKよって，い〈さの しかたやそのとろの武士の勢力争いがどのように変化したか考えると

ととが重要だと患う。

1 ..， 

鐙臣秀吉が農民から武器を収タあげて，武士と食史の区別jをはっき bさせた。また，土地のよしあ

しや作物のとれ高など〈わし〈謁ベ，とれをもと十として，きまった年貢をと bたてたととについて

Aの 17H農民から武器を取りあげたととと，土地のよしあしや作物のとれ高をしらべたとと とは関係づ

け けて考えてみる必要がある。

BtV9 M農民から武器をj収りあげる ととによって ，fu-の中が平和にな!?，土地や作物を調べるととによ

って年貢が決まったのだから，ζのニつはあまP関係づけて考える必要は左いと思う。

18 

明治のとる，日本とロ νアの戦争が行なわれ，日本は多〈の戦死者をだしたが，との戦争をとゐし

て国の力がたいへんのびたと とについて
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Aの 1i3M戦争は平和をうみだナととだから，閣の発展 したととを日露戦争とむすびつけて考える ζ とはよ

ぐ1をいと思う。

Bの8 H明治のとろの日本の発展を考えるKは，戦争との関係も考えるととが重要だと思う。

1 9 

五イ切等軍，徳!II綱吉は犬を殺した;，いじめたタすると武士でも町人でもげん重Kば・ナるきま b

をつ (.;，"それが 2(i)年若とま 9も続L01tととv.cOl;t>て

A 19 Hζのようなきまりが 20年あまりも続いたととは将軍の権力が非常に強大であったととを示して

いると思うo

B7 Mとういうばかなきまりをつぐった将軍は人々が政治のしかたを批判して早〈やめさせるべきであ

ったと思う。

20 

鎌倉時代K武士ld戦¥(>1'(のぞんで，重々し<，しかも形や色の美しいよろいかぶとをつけて出陣し

たととについて

A 2 OH身を守るだけでな し 戦場でのはれ者として，めだっ武装をするように心がけたととを示してい

と思う 0

B6 Mそのとるの武士が美しいが重 〈て不便衣ものをつけて，い〈さにでた気持ちはまったく理解でき

ない0

2ユ

明治のとる，政府があ戸ぐれていた近代工業を早〈発達させるためκ外国から機械を輸入して富岡製

糸工場やその他の工場苛つぐったととについて

A 21 Hζのとろ，工業の機械化が念ぜ政府の力f'Lよってすすめられたか，そのま皇自を深〈考えてみる必

要があると思う。

B5 M工業の機械化をすナめるのに政府が力をいれるのはあたりまえで，その迎白をとれ以上深 〈考え

る必要はない0

2 2 

わが国Kキリス ト教が伝わ1)，宣教師 (教えをひろめる人 )の人たちは貧困な人を助けたt，病人

を.救ったり し 信者も増加したしかし，やがて盟臣秀吉や江戸恭府が政治のじゃまK左ると Lλうめで，

とれを禁示したことVてついて

A 22Mキリス ト教はいろいろょいととをしているし，信仰の自由はたいへんたいせつ左ととだから，政

治のじゃまに念るはずがない。

B4 Hキリス ト教はいそういるよいζ とをしているの1'(，なせ放治のじゃまとされたか，その理由を考え

るととがたいせつだと思う。

23 

江戸時代に幕府が長崎で中国と オフYダだけと貿易し，イ也の国とのいきさを祭示 したζ とKついて
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A 23Mとの彰敏として，日本が世界の進歩からル〈れたととだけを考えたほうがよいと号、う。

B3 H世界の進歩から$-<れたほかに，そのとろとして，何か男りな影響が念かったか考えてみる必要が

ある。

24 

絵図信長はー検(いっき)を訟として，反抗した農民や比えい山で反抗した僧にたい して，老人，

子どもを問わず，数万， 数干の人々を皆どろしκしてしまうやりかえをとったととKついて

A24Hζのできどとを考えるには，信長む性格だけでな し 寺院の勢力や農民の勢力なども考える必要

があると思う。

82 Mとのできどとを考えるtては，信長のはげしい性格だけから考えてよいと思う。

2 5 

明治時代のはじめどろ，社会生活が変化して，道路Kガス燈などがつけられるように在ったととに

ついて

A 2 5Mガス燈は今の水銀燈vc比べれば，うすぐら<，それほど変化したとは思われない。

81 Hそれ以前のちょうちんに比べ，西洋ふうで明る ぐ，ζのとろの変化がはげしいととを示している

と思う。

{41調 査 方 法

a 調査Aを実施した 2日後に醐査Bを実施した。小学校は 1間ずつ読んでか ら記入させた。

b 調査結果を処理したあとで反応のかたよった事項については追跡調査を実施した。また，学力偏業値

K比べ調査結果の測定値の高い生徒や低い生徒をイ、学校8人，，中学校。12人ほど遜び面接を実施した。

(51 調査処理の方法

a 調査結果は評定尺度iて次のような測定値を与えた。

'_ 強('.さんせい . さんせい~3 どちらでもない =2 強 〈はんたい.はんたい=1 

b 識査ABの反応を次のように計算.する。

調査A，Bの意見H (客観的，時代ではという意見 )の設定値からM(現在の立場からの考え万.見

方をあてはめた主観的意見)の測定値を減ずる，その結果，次のような数字がでる。

+2・+1……Mの意見より HのJj向の意見を強ぐ肯定ナる。

H-M= 0 ……MQ)意見と Hの意見を同程度に肯定または否定する。

-2・ー 十一日'Hの意見よ.!JMの;ま見を強ぐ肯定する。

各問どと陀でる測定値を合計すると次のように念り ，との数字をその時代に位置づけて認識しようとす

る態勢C強さを示すものとした。

o 50-0……Hの方向で認識しようとする態勢の強さを示す。集団と しての統計的処理はとの数字

使う。
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o 0- -50・…..Mの方向で認識しようとする窓勢の強さを示す7項目分析で簡題とする百 士

(6) 調査結果の考繰

① 各事象Vζ対する客観的克方.と主観的見方

a 小学校の結集 表 1

日の方向か強い者 HとMの方向が同程度 Mの方向が強い者

代fli¥そご¥~麗¥jHぐよ証aえ子-ーと~とL 

肯定肯定中間 肯定中間否定 中間否定否定
A ロ

否定中間否定 小計 肯定中略否定 小計 肯定中間肯定 小計 計

+2 +1 。 -1 -2 

E i 盟国佐官と織物工業 66 2 68 47 4 。51 。。 l 120 

B 2 男噂女阜 x 16 3 i 20 69 2 。11 25 2 9 120 

A 3 明治I法 X 11 3 。20 93 。。93 l 。6 7 120 

E 4 聖徳太子 46 12 59 49 4 。53 l 6 120 

C 5 専属早かど 。105 。106 13 。 13 。。 l 120 

B 6 切腹 ロ 53 3 l 51 50 2 52 I 。1 U 11 120 

E 7 徳川家康と豊臣氏の滅亡ム 2G 。33 56 5 61 。23 25 120 

B 8 土良工侮 ζ::，. 24 3 。27 70 11 。81 4 8 12 12 0 

A 9 ，武天皇と国分寺 口 44 13 2 59 50 2 5 6 3 5 120 

D 1 0 お伽~チ 。101 。11l-7 3 。11 。l 2 120 

υ 11 神:it 。15 8 4 87 23 。28 3 。2 5 120 

E 1 2 源鎖倒と源義経 .6 35 。44 50 。S5 3 11 21 120 

B 1 3 切り捨てど免 正当 22 。23 71 9 。80 4 2 11 17 120 

A 1 4 関所 12 4 。16 34 5 。39 。。5 5 120 

D 15 仇討 。82 z 3 89. 11 8 19 3 7 12 120 

c 1 6 働嶋崎臨 。104 l 106 5 7 。12 。。 2 120 

A 1 1 刀がり.検地 58 2 65 31 14 。H 2 7 10 120 

B 1 8 日it峨争 ど:::，. 33 l 36 56 65 lO 1 9 120 

A 1 9 生頬あわれみの令 × 19 。23 86 。87 1 10 120 

D z a よるい，かぶと o 7 4 54 30 23 。53 Jl 13 120 

C 2 1 富岡~糸工沿 。84 a 4 93 14 9 i 24 2 3 120 

B 2 2 キリ Jト教禁示 51 7 。58 52 1 l 60 l 。2 3 120 

A 2 3 鎖国 60 2 2 64 52 。5 3 。。3 3 120 

E 2 4 織田信長 。82 5 1 88 21 8 。29 。。3 3 120 

c 2 5 ガス燈 。96 5 。J 01 19 。。19 。。。。 120 
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o Htl)方向の強h者が 80 %以上 (9 6人以上)

o Hの万向の強い者が7U % 以上 (8 4人以上 )

ロ Hの)j向の強い者が5，()%以下(6 0人以下 )

ム Hの方向の強い者が40%以下(4 8人以下 )

x Hの方向の強い者が20%以下 (2 4人以下)

b 中学校の結果

Hの方|向の強い者 日と Mの方向が間程度の苔

肯定肯定中間 肯定中間否定

に志望否定中間否定 小 計 包土旦互5小計

+2 +1 。
B 1 盛岡佐吉と織物工業 94 15 114 71 2 3 

B 2 男尊女卑 乙h 32 17 4 53 93 3 10 

A 3 明治憲法 6 27 20 。H 116 5 7 

E 4 聖徳太子 11 35 5 111 45 14 J 2 

C 5 早1ll早かど 。158 2 4 164 24 5 2 

B 6 切腹 ロ 86 11 4 I 01 <;6 1 18 

E 7 徳川|家僚と~臣氏の滅亡 ロ 51 39 4 100 64 7 8 

B 8 士良工腐 6 n 23 5 15 16 2 12 

A 9 聖武天皇と国分寺 85 24 114 5 9 4 4 

D 1 0 おfIJJ~子 。145 8 6 159 19 3 12 

D 1 1 神話 98 22 12 132 39 6 10 

E 1 2 源頼朝と源義経 83 28 5 116 38 12 16 

B 1 3 切り捨てど免 L::，与 40 25 3 68 84 3 14 

A 1 4 関 所 。135 1 2 7 154 25 2 8 

D 1 5 仇 討 106 10 12 128 25 9 21 

C J 6 種が島 (鉄砲) 。161 6 5 112 14 l 9 

A 1 1 刀がり，検勉 85 11 1 10 39 9 24 

B 1 8 日総監t争 ロ 68 19 4 92 58 5 14 

A 1 9 生類あわれみの令 6 18 2 8 5 0 12 11 

D 2 0 .tろい，か.H 19 II 14 1 04 30 30 

c 2 1 富岡製糸工場 。113 10 1 ~ 13 8 40 1 9 

B 2 2 キリス ト教祭示 103 1 5 6 124 46 11 

A 23 銭国 93 7 104 47 9 17 

E 2 4 織田信長 122 5 7 134 27 5 23 

C 2 5 ガス燈 。147 7 161 29 2 s 

Q HのJj向の強い者が80%以上(1 6 0人j主(上)

o Hの万向の強い者が 70%以上 (1 4 0人以上)6 9 %も含む

ロ HのJj向の強い君主が50 %以下(1 0 0人以下)

6 Hの方向の強い者が 40%以下( 8 0人以下)

x Hの方向の強h者が 20%以下 ( 4 0人以下 )
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106 

128 

71 

31 

15 

81 

90 

61 

34 

55 

66 

101 

35 

61 

24 

12 

11 

124 

69 

50 

67 

13 

55 

31 

Mの方向が強い者
A 日

中間否定否定

肯定.中間待定

-1 -2 
計

7 。3 10 200 

6 31 n 200 

8 16 25 200 

5 7 1 8 200 

。 4 5 200 

6 。18 2 4 200 

9 自 12 21 20日

10 20 35 200 

E 1 0 19 200 

3 3 200 

6 4 13 200 

5 10 lS 200 

5 25 31 200 

4 6 11 2 00 

3 11 200 

2 2 200 

2 3 13 18 200 

8 2 22 32 200 

4 2 20 26 200 

12 1 4 21 200 

5 6 12 200 

3 2 4 9 200 

9 9 23 2 00 

4 2 5 11 200 

。1 ! 2 2 00 



C 結果の考察

ア 小中学校をとお・してみられる傾向は， MのJJ-向の強い者ブo!少なし Hの万向の強い者ゃ，HとMの意

見を同怠安K肯定している者が多l〆%とのように相反する意見を間程度に肯定する傾向は次のように解

釈できょう。

o 提示された意見が文であり，意味ナる ζ とが栂反していても，表現が明維に大きい 一 小さいとい

うような同一次元の二極対立』てなっていえt\/>場合があるとと，またif二つを同時K提示せず， 日をす~ j

らしてllll々K提示したととから陥反する意見をとも K肯定したり否定 したりする者が多〈在ったとい

える。

。しかしとのととを認識の方向を規ailJする態度という面から考える没ら，時代K位置づけて考えよ

うとする態度が不じゅうぶんであるととを示している。(調査仮説から )Hを肯定したのは，その意

見を見たとき，そう患ったという程度の反応であるといえよう。

o しかいとの態度が不じゅうぶんなととから，歴史K対する認識の矛盾した二重構造を生みだすと

いう点では興味ある ζとである。たとえば，江戸時代VCj;.ける男尊女卑を，いっぽうでは，その時代

ではという客観的な見方を肯定し，いっぽうでは，どんなK昔であっても男女の関係はぜったい半等

で念ければ走らぬという。ややステレオタイプ化した意見をも肯定する。これは知識の層で客観的で

あっても，社会規範的な次元に在ると主観的，非歴史的左ものKなる矛盾である。

イ 時代K位置づけて考える意見よ!?，現在の立場からの主観的念考えの意見を強〈肯定するか，間程度

の者が多〈なる意見はどうい う場合かみると次のように在る。

o 小中ともにxム印， 2男尊女卑 3明治法法 8士農工商 1 3切b捨てど免 1 9生類あわれ

みの令

。小学校ムロ印，中学校口印 6切腹 7徳川家康と鐙臣氏の依tt: 1 8日露戦争

o 小学校だけム口印 ?製武天皇と国分寺 1 2源頼朝と源義経

以上の意見の内容を検討すると，3， 19， 9は民主的な政治陀関係づけた意見であり， 2，8， 13， 6は自

由平等，生命の尊重K関係づけられた意昆であり， 1 8 (r;t~V和に関係づけた意見であるo 7， 12，は人情

的な見方で考えた意見である。

つま 9，前述の矛盾した2重構造の認識iVCj;.ち入bやすいのは，民主主義の政治，社会の規範に関係

づけられた場合，次κ人情的念人僻命に闘係づけられる場合というととができょう。そして，前者は児

童生徒が低学年のとろから意凶的K指導されてきた考え方であり，また，マ;7.コミなどをと志して影響

を受けている考え万でもある。このよう K認識する主体の所属する集団の支脚ヲ在社会規範が事象を認

識する際にはたら く態度の重要なー要因であるととは，ナでにニューカムなどlそより明らかtてされてい

る点である。 児童生徒が戸史事象を弘(識する除して，知識の次元では客観的K受け入れても ，その解
(li 岡

沢，あるいはイメ ージとしては，民主主義の政治，社会規範K関する次元や人情論的友人物論の次元で

は，現在b よび将来K対する考え万と過去に対する考え万とを混同した一種のアナクロニズム(時代錯

誤 )に陥タやすいととを示している。そして，ζのような考え方が多いととは.民主主義を歴史の流れ

として把握する とと ができず，ステレオタイプ化したとらえかたをする危険性がるると指摘できょう。

ゥ @O印をつけた事象で小中共通する ものは，5，早馬，早かど 1 0 i;'WU草子 1 6穏が島 2 1富岡

製糸工場 25ガス燈な どである。 ζれらの意見は， 主として技術的な発達を解釈した意見で，交通，
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通信，照明，生産念 どの発達については，その時代K位置づけて客観的tてみようとする傾向がある。

以上調査結果Kみられる顕著な傾向を解釈したが， とれらの意見を肯定または否定する根拠は何であろ

うか，それらを採るととは態度の構造を知るうえに窓要左ととである。そとで，ζの調査をもとκして実

施した追跡調査と面接をとb して，との点を考察してみたい。

② 認 識の方向 を規制してい るも む ー追跡調査および面接からー

a 追跡調査の方法

追跡調査は設聞の事象の中から，1 0選び，それに現在の主観的考えをあてはめた意見 (Mの万向 )を

つけ，肯定または否定の理由を書かせ，その考察をとる'して.認識の万向を規定する要肉をみようとする

ものである。調査人員削#校 38名，中学校 47名である。

面接は前述の処理の)j法によって処理した結果，と<VC時代K位置づけて考えようとする方向の強い者

(測定値50K近い者 )，との万向が弱い者 (測定値OVC近い者 )を小学校8人，中学校 12 ほど~び，

応答斑白を探ってみた。

b 紙面調査の結果とその考堅実

紙面の関係で， ζ ζでは最も肯定の多かった. 2男尊女卑ー3明治憲法，8士農工商. 1 9生類あわれ

みの令，1豊国佐吉と織物工業の 5つKついて例j示する。

2 男尊女卑 表 3

I強女の関係は，どんなに昔であっ ても，ぜったい平等でなければならない。J

・中学校 肯定 3 8 中間 (どち らでもない )2 否定 5 無 2 ・小学校 肯定 2 4 

中間 3 否定 1 1 

理 由

肯 定 中 間 否 定

-人間である以上男女は平等であ|・むかしは男子Kカがあり ，武士 |・ 今は民主主義の世の中だが普は

る， という理由が全部。具体的 | がその時代の中心であった。 I武士が中心の世の中， 戦いにで

Kは，能力，生活の彼客IJ，労働 (中学生 )I るのは武士だから。

という点で異なっても本卸守念 卜 女がいないと人が生めないし， I (中学生全部と小学生の一部 )

差が左lr>，というのが，小中学| 男がいないと米がつ〈れない。 Io'女は男よりからだも小さいし，

生弗盈である。 I (小学生)I※力も念いから平等V亡するのはよ

〈なレ、。 (小学生)

s 明治憲法

E明治のとろでも，それよ b普でるっても矯法を作るなら，かならず政治の中心は天皇で:1:<国民でな

ければな ら左い。J

・中学校 肯定 3 6 中間 4 否定5 無 2 ・小学校 宵定 33 中間 5 否定 2 

理由
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肯定 中間 否定

-憲法や政治というものは国民の|・当時の天皇の権力の強さから考|・そのとろの状態では天皐主権で

fcめKあるのだから。(中学生， 1 えればしかたがまい。(中学生 ) 1 なければまとまらない。(中学

小学生) 1・その時代によって政治の状態が | 生，小学生)

-国民があって，国家がな bたつ。

国民があって天皇が存在するの

だ。(中学生，小学生)

ちがうから念んともいわれない。1・そのとろの民民では，政治がみ

(小学生 )1 だれ，国がだめKなる。(中学生)

.だれが政治の中心に念ろうとも， 1 .人聞は欲があるのだから一番偉

-天皇の政治ではよい政治が行宏| よい政治が行なわれるな らそれ|※h人K左って国を支配したWと

われ左い自分かつてKなる，国| でよい。(中学生)1考えるのはあたりまえだ。

民の意見がたいせつ。 (中学生|・国民も宍皐も ，ほんとう向改治 1 (小学生)

小学生) I をするわけで左い。 (小学生 )

・天皇も国民も人間として平等，

天皇だけの政治は不平等だ。

(中学生)

8 士農工商

「人は自由K職業を選ぶ権刺をもっているのだから，むかしでもぜったいわるいと批判するととが最も

たいせつだと思う。」

・中学校 肯定 3 7 中間 4 否定 5 小学校 肯定 2 6 中間 1 否定 1 1 

理由

肯定

・身分差肢をするととは昔でもぜ

ったいわるい。人は自由平等7ピ

が武士と農民は不平等0. :(宇学

生)町人， 農民は武土ì~(.i:れ窓

1./>， (小学生)

司
J;

I
 

M
S
Z
 

中 否定

-身分制度があったため世の中が|・そのζろ，武士の地位を保うた

平和t亡なる。(小学生 ) I めにしたのだか ら，ぜったい

・身分制度が念かったら農民にな | わるいと批判するととが最もた

るものがい念かっただろう。 Iいせつと思わない。(中学生)

(中学生) -そのとる，幕府がたお・れ1，i;いた

-職業を自由K変えさせないのは|・年貢をとる ζ とができな〈て困| めKはやむをえないととだった

わる同職業の選択は自由，で好き | っただろう。 f (中学生，小学生)

な織業，幸福Vてなるため選択す|・身分制度が左かったら世の中が |。農業をやる人を告さめてい〈え

るの当然。 (小中学生 ) 1 乱れて闘ったと思う。(中学生)1 めに したのだから，いち桝いに

-身分差別をするような・社会はわ

るい。(中学生，小学生 )

わるいとはいわれ左い

・暴府が長〈続いたととをみると，

わるかったとはいわれない

(小学出

1 9 生類あわれみの令

「とういうばか念きま bをつ〈った将軍は，人々が批判 して早〈やめさせるべきであったと思う。 」

・中学校 肯定 3 4 中間 ? 反対 ? 無 1 小学校肯定 1 8 中閥 6 反対 14 
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理由

肯定 中間 否 定

-犬より人聞のほうをたいぜつvcI・反対をすれば殺されるからしかた|・との時代では将軍の力が強ぐ

すべき九 (中学生，小学生)I がない。 (小学生，中学生 ) 1 て批判したりやめさせるとと

・将軍はお・るかで政治をする資格|・犬をい じめるのは悪いが，人を罰 | が不可能。 (小学生，中学生

がないから早ぐやめさせるべき| ずるのも悪い。(小学生，中学生)1※将主事は犬tても生きる権利を認

え (中学生，ホ学生) I・犬も生物だ，ただし軽い絹を。 Iめたのだから批判する必要が

・犬をだいじにするなら，小鳥を I (中学生)I ない。 (中学生)

だいじにしたほうがよい。 -犬だけで左〈他の動物も同様K扱 1si-動物をかわいがる将軍はよい‘

(小学生 ) うべきむ (中学生 )I (小学生 )

1 室田佐吉と織物工業

※いのちあるものを，とのよ 5

vcかわいがる将軍は よい。

(小学生)

織物工業C機械化の理由を豊田佐官のすばらしい発明というととだけから考えてよいと思う。

・中学校 肯定 1 5 中間 O 反対 2 7 無 5 0 !j母校肯定 1 0 中間 2 反対2，

理 一由

肯定 中間 否定

-豊田佐古が自動織機を発明しな|・機械化と発明の両方から考えな|・すばらしい発明だけでを 〈政府

ければ，機械化は進まなかった。| ければ!ならない。

(中，小学生 )

・発明が増えれば国が発展する。

発明と いう点だけから考えるの

K賛成 (中学生 )。
-非常VL苦心 してすばら しい発明

し，国を助けたのだから。

(小学生)

以上の結晃さを考察すると次のと止がいわれよう。

も外国の技術をと D入れたり，

工場をたてたり した。

(小，中学生 )

。外国の影響や協力者のととを考

えるとそういえ念い。
(小，中学生 )

※豊田佐官より偉い人がいるから

( tl学生 )

ア .MのJJ-向の意見を肯定する理由は，現在の政治に対する考え万，モラJレ，偶像的過大解釈をあてはめ

た考え万で.fをほ調査の予煙、が適中している。

イ .しかし，とれを否定する理由は必らずしも，時代に位置つけて考えるからで左 <.※印のよう VCMの

方向の意見を肯定する理由とは異なっ た主観的考えで否定している者が主として小学生Uている。とのと

とは，小学生の場合.Hの万向の強さを示す測定値が，実質的にはもっと低<.Mの万向が強いζとを

意味しているといえよう。

ウ .Mの方向を否定する理由は，小学生の場合tては主観的考えで否定している者もいるが，中学生のほと

んど，小学生の一部の場合，歴史的知識が大きぐはたらhている。とれは歴史事象を認識する際VC.歴
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史的知識が関係がけのわ〈組みのー要因としてはたらぐととを示している。しかし，歴史知識があれば

必らずMの方向を否定するか，どうかは不明で，知識がおっても，Iをお・現在の規範をあてはめて考えよ

うとする生徒もいるであろう。そとで，とれらの点κついては面接結果によって，さらK検討してみよ

う。
実

C 商援調査の結果とその考察

ア.社会科C学力縞差値が高くて，との調査結果の測定値が低い者κ面接してみると次のよう左結呆がみ

られた。

o 中学生では歴史的知識はあるが，それよ b社会規範の意識が強〈反応している者がいる。たとえば

学力偏差値72，測定値 19，の中学生の場合，生類があわれみの令では，そのころ，将軍の権力が

強大でるって，殺されるかもしれないが，とういうばか左主悶リは批判するべきでないか，それが人聞

としての務めだ。明治憲法も明治時代だるうとそれより昔であろうと必らず国民主権で左ければなら

をい。そのように考之るのが社会科を勉強する呂的Kそ生のでではないか，と述べている。

o 事象に対する自分な Dの:意見をもtち，そオエ以外』て観点を変えて考えようとする柔軟さの乏い者が

hる。学力偏差乞f直67 測定値26 y'_)中学生の場合，馬力が伸びるのは国民が努力したから伸びたの

で日露戦争の影響ではない。戦争は国力を伸ばすものではないからだ。また民所について，関所は，

旅をする人代迷惑をあたえ，交通を不便Kしたから，幕府にとって，あま kJ.と(VCなる万法でない。

人々に迷惑をあたえ，交通を不便にして幕府のとぐ忙なるはずが念い。と述ベ，そのように不便Kし

てまで念ぜ関所をもうけたのか，と問うと 2 そこまで考えなかったと答えている。

o 学力偏差値 62，測定値 10の小学生は，切り捨てど免は，百姓や町人のいのちをそまつKナるか

ら幕府や大名はかえって生活に困る。と述べ，なぜ，そのような差男1]をもうけたのか，と問うと理由

はでうあろうといのちをそまつKナる政治のじかたはよぐないと答えている。

以上のように涯史的知識があっても，現在の大衆中心的，民主的な規範:意識tてとだわりすぎると，歴史

的にものを見ょうとする祝点の転換が容易でなv>o

自己の主観を時代'(1[即して客観的に変えるKは， ζ れらの生徒の場合は，柔軟な考ーえノTjが必要と思われる。

イ.社会科の学力偏差値が中ぐらいで，との制定値が高い者と面接した結果では，次のよう〉まととがいえ

ょう。

o 学力偏差値59，測定値 48の生徒の場合，iEしい歴史的知識ではないが，テレビ，読書などKょ

kJ .歴史の移b変わタの大まか衣イメージをもっている。たとえば明治憲法に対する反応の理由を関ι

くと，政治は，天皇から武士，武士から天皇，天皇から国民と移ってきたのだから，昔でもぜったい

園児中心でなければならぬとはいわれない。また，生類あわれみの令では，綱吉は将軍で犬年で，犬

をたいせつにするようK言われて，したのだから，家来が言ってもいうととを聞〈はずが左い。圏分

寺Kついては，そのとうの政治は今の政治と異なって仏教が影響してやがて道鏡がでてきた，と答え2

どうしてp わかるのと聞〈と置史が好きでテ，11ピや本でみたととがあると答えている。

0 学力偏差値 53 測定値42の中学生， ζの臨時合はい忠実κ口 で かζんだ事象と意見を対

比させて考えている。男尊女卑につhては， ζれは江戸時代のととK対する意見でしょう。そのとろ

は戦いもあったし男が中心になって活躍した時代，だから男女の関係が必らず平等でなければならな

. v> f.lんて£・かしh。明治績法'1[つhては，明治時代のととなんだから，天皇が政治の中心となって，
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やってい〈 ζ とが世の中を乱れさせ左かった。切D捨てど免では， もし，とのよう念きまりが念かっ

たら，身分制度がくずれて〈るのではないでしょうか，-と言う。との生徒の場合，認可設の方向を規律IJ

するわ〈組みが，自分のもつ現在の立場からの考えK固執せず，その場面に適応して歴史的に考えよ

とする構えをとっている。

ウ.社会科の学力偏差値が低くて，との測定値が低い者と面接した結果では次のよう念ととがいえる。

。 学力偏差値45，測定値6の中学生の場合，歴史的知識がとほしいうえ，現在の立場からの考えを

あてはめて割りきり，観点Lを変えて考えるよう念柔款さも左い。たとえば，士差是工商代つhてはいぐ

ら普であっても自分の職業K合ったものを選べばよい。穫が島の工うああんな幼稚な鉄砲を大名が

ほしがったのは会かしい。日露戦争をと£・して国力が伸びたが，戦争左どし左hで国力が伸びたほう

がよいから日露戦争と底力の伸びたととを関係づけるのκは反対する。キ Pスト教は政治のじゃまに

なるというので禁止されたが，いろいろょいととを教えたのだから政治のじゃまに左るはずがない，

という考え方である。

0 学力偏差値46 測定値3の伴生の場合，口でかとん坤象をちょっと見て意見だけ読んだt.

意見引をず，口の中崎かれたととだけを読んで反応したと討。実際は正しい反応もるるので

全然読まないのでは念(，多少は見て凶るがその配慮はし左かった，というととであろう。調査に応

ずる態度も影響している。

0 上記の生徒ゃ，その他の生徒Vζ明石渡左理由はないが何と左しそζがよさそうだからつけたという

者がいる。しかし，それを突っ込むと ，歴史的知識が乏しかったとと，文章の読解が不じゅうぶん左

ζ とがらるようである。そこで，あらためて意味を説明してやらせても反応Kは変化が念い。したが

っ，との生徒の場合，読解力は本働句な問題で左(，歴史的知識が乏しいととや，自分の常識的な考
.. ， 

えをあてはめて観点を変えて考えるととができ乏いp というととKあるといってよかろう。

以上の検討をと珍して，歴史認識を内面的民規制する関係づけの枠ぐみC要因としては，歴史的知識が

あげられよク。し;かし，歴史的知識があれぽよい?といラので左(，現在の立場での主義，常識をあてはめ

ず，さらκ，なぜそのようなと追究的K考えるとか，問題一場面に則して観点を歴史的¥IL変えてみるとか，ー

客観的な史実{tCJWして考えようとする，などの見方考え方が伴わなければ左らない。また小学生の事例に

みられるよう K大まかであっても歴史の流れに関するイメ ージをもっととは，歴史事象を認識する際"時代

に位置づけて把握する ζとを容易にするといえよう。歴史は直接経験するととが不可能でるるからイメ ー

ジが重要('(~る ζとは当然である。しかしそのイメ ージが客観的であるか， 事実と殿れた空想的イメ

vであるかUてよって認識の万向が異なるといえる。

(7) 歴史認識に おける 次 元 の 相 違 と 関 係 づ け の枠ぐみ

① 事象K対する意 見 の 次 元 と 肯 定 否 定 の 関係

ζの調査にルける児童生徒の反応は，あ〈までも口でかとんだ事象の意見聞する反応で針。そし

て主観的見方として，万向:性をもたぜた意見の中には，いろhろ次元の真左るものがある。そとで，前述。

五つのABCDEの事象の中から2つずつ選び，その事象K対する客観的見方の意見 (H)(tC肯定または

否定したもの%を実線であらわし，主観的見万の意見 (M)κ肯定または否定した者の%を点線であらわ

したプロフ ィーJレを作成すると次のようになる。(どちらでも念いに反応した者ははぶ() 
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小 学校

A明治憲法

A生類紛オ吟の令

B男尊女卑

B士.e工商
B徳川家康

E畿D!と頼朝

Dよるいかぶと

D神話

C早馬早かど

Cガス燈

中 学

A羽治憲法

校

A生類あ討吟の令

B男尊女単

B土良工衛

E徳川家康

E基経と頼朝

Dよろいかぶと

D神話

C早馬早かじ

Cガス燈

.... 
円

100 b 0 
・-ー守マーー、

一有一一

三主

J 0 0 80 

定

60 40 20 

ーャ・T一一~

60 

トー週、一ーーーーーー吻-

，_ーーーーーーー斗ー

40 20 

ドー

20 

、. ー.

20 

‘ 

否

.・.

40 

. . . 一.一'" ， 

¥ 、、
一.ー一・.

40 

凶2

定 主観的見方

60 gn % 

.‘・ー.

60 

政治幾範的

同上

ー一一一←一一 社会規範的
同上

人情的

向上

‘ー

→一一現在の風俗

『‘、.. 
ーι.. 

ー一一一一~， 
， 

80も

現在の科学的考え方

現在の技術水準

同上

時代に位置づけて芳えようとする惹見K対する反応(笑線 )を見ると肯定する者が多〈否定する者が少

ない。と〈に技術的発達}'c関する事象の場合Kはとの傾向が強い。いつほう主観的見方vc対する反応はll-

の意見の相違Kよって異なった反応の傾向を明瞭K示している。すなわち現在の技術水準を退去(rLあてにめ

めた意見，一現在の風俗，科学的考え方をあてはめた意見ー歴史的人物K対する人情的意見一現在の社会

規範，政治規範をあてはめた意見となるKしたがって，断次否定する者が少念〈なタ肯定する者が多くなる

る傾向である。

ζれらの意見は次元がそれぞれ次のようκ異なっているといえよう。過去の荻術的発達の事実認知が問

題とされる次元一昔の人の気持ち，考え万の理解が問題とされる・次元一背ゐ人物に対する感情的次元一昔

の~l象に対する規範的次元

との ζうな，事実，理解，感情，規範という次元が異なるKつれて，児重宝生徒の関係づけの枠〈・みは歴

史的にはたら〈ととがだんだん困難K念9，主観的な時代錯誤的な考え方が強〈なるととを示している

といえる。そ乙で，とれまで述べた追跡調査，面接の結果などを宋l胸して刺激の次元とそれに対する関係

づけの枠ぐみとのカ動的な関係Kついて考案乏してみたい。
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② 認識の次元と関係づけの枠ぐみの力動的関係

刺激の慨を上記の分析かはのAγDI宅分けてみる。いっぽう ，とれまで悔してきた点から関係づ

けの枠ぐみとしてはたらいている要因も a-d f'(分けてみる。そして，との両者の関係を凶示すると次の

ような関係Kなろう

(主観的見方の意見の次元 ) (関係づけの枠ぐみ )

A 規範内次元...._ (a 規範意識←価値観

B 感情的次元九~ Ib 生活意識←生活感情，風俗，

C 理解的次元 ~~さ Ic 歴史意識←知識，理解，

D 事実認知的次ー | イメージ

d 柔軟性，追究性，実証悦

、，..

すなかち，刺激の次元の相違に応じて

関係づけの枠ぐみのはたらき方が異な

り，大部分の児童生徒ほAの次元の刺

激K対しては aの要因が強〈はたら〈

傾向があり，そのため歴史を客観的K

見る ζ とが困難iC;zるむきがみられる。

しかし，個人的には同ーの刺激であ

つでも a-dcD要因のはたらさ方が異なり，たとえ，刺激が規範的次元のものでもとれを歴史的にみる児

金生徒もいる。とれらの児童生徒の関係づけの枠ぐみのはたらさには，と〈に歴史的イメージ，知識，そ

れは念ぜかと考えようとする意識，問題場面に応じて歴史的に考えようとする意識が強抗といえよう。歴

史認識は人間の行為を対象とナる認識であるから，だれしも感情的，道:um.的，常識的なとらえ方をする傾

向をもっているといってよい。しかし，それが歴史:的念見方と矛盾するか，矛盾しないかというととは認

識する主体のもつ関係づけの枠ぐみがどの程度歴史的に洗錬されているかというととであろう。そして，

ζの研究をとあ・しての一つの仮説としては正しい知識Kささえられた歴史的イメージが大き左はたらきを

しているのではないかと考える。その理由は，面接結果からの推測とイメージそのものが経験をと£・して

形成されながら，それ以後の知覚や判断を逆に左右するはたらきをもっている('2少らである。見回宗介氏

が朝日新聞で日本人の英雄像について「民衆は心の中で英雄のイメ ージを勝手につぐり上げ，実物の英雄

よbもイメ ージの英雄を愛しあとがれる。民衆が自分たちの夢を託して作りあげたイメージζそがじつは

英雄の本質左のであり，実在の人物はそのための素材にすぎ左凶J(41.1.31)と述べているどと

し 児童生徒f'Lとっても封建時代の男女関係，支配関係，源義経，徳川家康などについて時代を超越し

た否定的あるいは肯定的イメ ージがあり ，それがはたらいていると推測するととは可能であるう。したが

って民主的な規範に関する次元の意見K肯定的に反応したから民主的念態度が強いと解釈するより ，現在

の社会を基Kした封建時代， あるいは明治の天皇制κ対する否定的イメ ージがはたらいたと解釈するとと

が妥当のようK思われる。

とのよう K考えると歴史的友関係づけの枠ぐみを形成するにはイメージを歴史的陀決献するととが必要

になって〈ると考えられる。しかし，とのイメージは対象に応じて無数f'L. しかも対象K応じてそれを構

成する要因も異左るといわれている。一脚M 広義vZJ式。仁特定の対象のも っている実態的左諾特性，特定

の対象との接触的好み，パーツナルコミュニケージョンとかマスコミ等K基づぐ学習さらK一般的評判，

個人の生得的好み，合理的及び非合理的想像， 空怒、， その他ありとあら~:íDる事実的認知， 好み， 態度の総

合されたもの」ときわめて包括的に定義する人もいる ζの場合としては事象とそのものKついての歴。(8)

史的知識，事象を位置づけられるだけの歴史の流れの把握，歴勤':JI'C考えようとする構えなどの要因を含

んだイメ ージの形成が重要のよう K思われるo ' 
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(81 時 代 に 位 鵡 づけて認識 しようと する謄掛の強 さ

以上にみてきたどと <.認識の方向を規制する聖書因はきわめて複雑であり ，かつ個人陀よ って，その喜要

因のはたらき方は異在るが調査結果を前述の処理方淡によって測定値を算出 し その分布をみると次のよ

う』てなる。 表4

Hの方向 l同町下
9- 16- 23 ...... 30 ...... 37 ...... 44 ...... ぷEコh 

M 
の強さ 15 22 29 36 43 50 音ト

小学校 1 2 39 32 28 6 1 120 24.47 

中学校 25 43 50 47 18 6 200 25.87 

合 計 113 137 ャl_~~_~~ 7 32G 

a 小学校と中学校の相違

S. D 

8.05 

ス21

zヂ=94.46 

d f =6 

p>=O.O 5 

分布の差を検定してみると，街意水準5%で差がない。また.37-43の項目の 6人と 18人.8以

下の 2人と11人について比の検定してみると同じ〈差が念い。したがってとの調査ではと <(tL中学生が

小学生より時代κ位置づけて答観的Kみようとする傾向が強いとはいわれない。

との点Uてついては次のように考える ととができょう。

ア 表5で考察したどとしイ#生の反応は結果と して歴史的に考える方向であっても，その理由は必ら

ず しも歴史的でない者がいるから実質以上に測定値が高〈な っている。

イ 反面，中学生は面接の考務で述べたどと〈歴史的知識は鴇加しても，精神的発達に伴って生活書提携K

ルける規範意識も強まり ，常識が豊かVC1.i:!'J.とれが歴史的見方より強〈はたら〈ような傾向を生じて

ぐるととも考えられる。両者の均衡がとれるほどに歴史的見方が深まっていないという ととが一応考え

られる。

との点について知覚過程の実験ではあるが.ピアジエが錯祝K閲ナる実験をと:$，-して， 大人は子ども

よタ先行経験K基づ〈態度がはたらき，その子どもより錯視を生じやすい場合がある とと， 認識の発達

tL一般的には主観的自己中心化の傾向から客観的脱中心化の方向K進むが，との!原則は一様にあては

まるものでな <，知覚の発達は少念〈とも知能のようK一義均Vて発達するもので左いの， と述ベている，

ととなどと考え合わせると小学生より中学生は知識が増加し思考JJは婚しても認識過程tてはたらぐ関係

づけの枠ぐみが，われわれが考えるように小学生よ b客観的，歴史的にはたら 〈よ!J，むしろ強い先入

観，ステレオタ イプとしてはたら〈というととも考えられる。しかしとの点は調査の未熟な保や少数

の生徒であるから断定はできない。

b 学力偏差値との関係

学力偏差値，測定値ともに平均値と標準備差により，次の 5つのカテゴリーに分けて相関をみる。
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小学校 中学校 表5

時
日 E W V lロh 

43 44 49 5~ 69 

以下 48 i58 68 以 上 計 明
H 目 W V 15-コ

40 41 51 61 71 

以 下 50 60 70 以上 昔卜

[ 1 3以下 3 4 G 。 8 1 15以下 5 21 10 。。36 

D 14-20 1 0 1 2 8 !。37 。16-22 7 15 16 4 43 

1IT21-27 7 4 1 1 1 0 b 37 HI 23-29 。14 22 1 2 2 50 

1¥'28-35 3 7 1 0 15 26 IV 30-36 。 6 19 1 8 4 47 

V36以上 2 5 5 3 1 2 V 37以上 。。8 1 1 5 24 

ぷ口'>. 計 22 25 30 30 13 "El' 計 1 2 56 75 45 12 200 

r=0.44 r =J.7 4 1 

ア 中学校は 1学期の学力偏差値との相関は非常K高い。したがって学力偏差値の高い者ほど時代に位置

づけて客観的に考えよう とする傾向がある。

イ 小学校は中学校ほどでないが相関はかなbある。したがって中学校と同様の傾向があるといえよう。

c 普通授業群と授業研究群の相違

研究方法で述べた有意抽出の小学校40人ずつ，中学校'50人ずつの比較群を以下K検討する。

小学校

斗竺
普通授業群

授業研究群

i口L 計

中学校

普通 授 業群

研究綬業群

A 
ロ 計

15 

以 下

5 

5 

10 

16_ 23-

22 29 

13 8 

12 1 0 

25 18 

30- 37 

36 以上

12 2 

? 4 

21 6 

~r~ 

-35-

合計

40 

40 

80 

x' = 1. 2 8 d f = 4 

p > 0.05 

中学校

X 2 _ 4. 7 6 d f = 4 

p > O. 0 5 

中学校ともに普通授業群と授業研

究群との聞に差はない。

しかし中学校の 16-22の項

目は C，R=2.1 4 

pく0.05でやや相違がみられる。



2 歴史認識をポめていく思考態勢

(1) 調査のねらい

児童生徒が学留をとおして歴史認識を深めていくには.次々に提訴される歴史事象を考察し，事象と

事象との関係から新しい意味を担揮しなければならない。このためには事象に対する祖点と解釈が発展

的に深まることが必要Tある。この事象に対する低点と解釈の枠ぐみには個性的なものがあり.しカか当も

異なつた思考結果を生みた

前節では，主として歴史事象を認識するに除して， どのような見方で認識しようとすおか.その方向

をみたのでaうるがここでは歴史的人物の相異なる行動を次々に提示して，どのような見方，考え方で思

考を発展させようとするか，次の点について分析することをとおして関係づけの枠ぐみのはたら合をみ

ようとするのがねらいである。

a 現象的に実ーなる歴史事象を考える観点と考え方

b 歴史事象の背景となる時代の動きを年表形式で鑓示した場合の観点と考え方

C 年表を提示する前とあとの同一事象に対する観点と考え方の変化

d 情報として提示した年表の読み方

(2) 読査内容の構成

①素材選定の勧占、

a 調査のねらいを達成するにふさわしい意味内容をもち，しかも授業に使用されない素材であるこ

と。

b 生徒がある程度知っている歴史的人物であること。

以ょの点から，織田信長を素材と してとりあげ，和辻哲郎「鎖歯」読売新聞社「日本の歴史」第 7

巻桑臼忠親問t国武将の手帳」笠原一男 「日本史小年表」などにより次のように調査内容を構成し

た。

②描内容の嚇 調 査 A 調 査 B 

(1) 信長の比えいこう1按山もU汁 (21 憧長のキ P
延滞寺， 1向 3スト教に対

に対するざん する好意的な

で徹底的なし 態度

調査Aでは背景となっている時代の動きを示す情報を与えず， (1)から(2)へどのように思考を発燥さ

せるかみる。調査B:をは，背景となっている時代の動きを年表として与え，調査Aと同じ歴史事象を

どのように考えるか，また調査Aの者え方とどωように異なあかみる，さらにその相違の原因となっ

ている年表の読み方を検討しうるように問髄を憐成した。内谷構成は，小中学校ほぽ同一であるが，

次の点が異なお。

。中学校は調査Bにおいて参考資料をう るため，秀吉のキ 9スト教禁止の設闘がひとつ加わるが小

学校はない。したがって，小学校の年表は 1582年までであり，文章も後掲のごとく簡単にしている。

(3) 調査問題

...，... 36-



組調 査 A 

I 次の(1)の文を読み，間いにこたえなさい。

(1) 

京都にのぼった織田信長は，近畿や北陸の大名やー撲と血みどろの戦いをつづけ，対立者を次々

に倒していった。 1571年， 比えい山を段めたときは，延樗寺の仏像，お経，宝物など，こと ご

'1 Iとく 焼き，僧はもちろん，泣きさけぶ女や子どもまで首をきり，死者 1600人，死体は山谷にみ

ち，一山は一大殺し場になったといヨ。

また. 1 5 7 4年，伊勢長崎の一向一俊倶宗のf乱鹿児などの一校)を在F服 したと きも，農民

・イ慢の区別なく見つけしだい殺し，死者は2万にのぼったという。信長は「男女ことごとくなでぎ

りにすあょう申しつけた。身をなげて死んだ者も多い。」とほこらかに勝利を手紙で報告している。

あなたは.(1)のような信長のやり方を，どのように考えますか。あなたの考えたことをかきなさい。

I 
日 次の(2)の文を読み，聞いにこたえたさい。

(2) 

キ3ス ト教は，わが国に伝わってから，だんだん(どまってきたが，信長は 15 6 9年は宣教師

(教えをひろめる人)の京都在住をゆるし. 1 5 8 0年には，安土に教会をたてるための広い土地

を与えた。

宣教師たちが信長をたずねると，信長は次々に天文学のことや，寒い土地と暖カ亀井、土地の相違諸

外国の風俗のことなどを質問 した。宣教師たちの地球儀を使つての説明には非常に感心し， ヨーロ

yパから日本へくる旅のようすなどはたいへんよろこんで聞いたといヨ。

1 5 8 1年には，安土裁に神父たちを招き，自ら案内し，帰国する神父には，天皇がほしいとい

う願いをことわったほどたいせつにしていたくびょうぶ〉を送り. r自分が神父を尊敬するという

ことを日本中に知らせるのがうれしい」といったという。

あなたは信長の(1)のようなやりかたに対してJ (21のようなキ 3スト教に対する態度をどのように

考えますか。あなたが考えたことをかきなさい。

zd 



調 査 B 行 l
日 Aの(1)と(2)のことがらは. cの年表の(1)，(2)の傍線の引いてあると ころです。 Cの年表をまず

先生が読みます。その次に，あなたがたがよく読んで，次の間いに答えなさい。

① あなたは.(1)のような信長のやりかたを， どのように考えますか。あなたの考えたことをで

きるだけ具体的にかきなさい。また，そのように考えたわけは，年表の巾のどれですか。その

番号を右のらんにかきなさし、。

考 え た 、，一匹 と
考えの根拠となった年表の中の番号

(いくつかいてもよい〕

(1)のよ うなやりかたに対して，あなたの考えた結論をのべなさい。

② 信長の(1)のようなやりかたに対して，i2Jのようにキ Yスト教に好意を示した態度を，あなたは

どう考えますか。考えたことをできるだけ具体的にかきなさい。またそのように考えたわけは年

表の中のどれからですか。その番号を右のらんにかきなさい。

考 え. た 、"ー と
考えの根拠となった年表の中の答号

(い くつかいてもよい)

(2)のよ うな信長の態度に対して，あなたの考えた結論をのべなさい。

W 信長の死後，天下を統一した豊臣秀吉は，比えい山の再興をゆるし， 1 5 8 7年に，信長が保

議したキ 9スト教を禁止し(年表問(3)の傍線を引いたとこる) r亘教師たちは 20臼以内に帰国

せよ。ただし貿易はやってもよい。 Jという命令をだしました。このようなキ3スト教に対する

秀吉のやりかたをどう考えますか。考えたことをかきなさい。また，そのように考えたわけは年

表の中のどれからですか。その番号を右のらんにかきなさい。(小学校はWはない)

考 え た 」ー と 考えの根拠となっ、たて年も表よのし中の番号
(いくつかし す

(3)のよ うな秀吉のやりかたに対して，あなたの考えた結論をのべなさい。
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(2) 1:' ~広t， tc 一一一ー明

ロ キリスト設がだんだんひろまってき @ 

た。

) 577 赫説話〈教会〉ができた。@

1580 出席EJ鉱害 f教会川(

( 2)出品詮場経2 旬

。大村氏 f大名}長崎の土地を教 ハ

会の領地にきふした。，，"，.

1 " &) 信長1;;宣教師にぴょうぶをおく 〈

(2)った。 切

@ I 1582 九州の大名がローマに使いを送 @ 
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(4i 調 査方法

a Il寺間，調査A(lト一一一一一(2)一一一一一一調査B年表読む一一(1) (2) 

イ学校調査者説む記入?分ー調査者読む記入?分一 12分ー調査者読む記入 10分一同様K:1 0分

中学校 向上 7分一 向上 /分一10分一 同上 1 0分斗司上 10分

一中学佼 (31 ー 10分 合計イ学佼50分中学佼54分

b 調査Aの記入の除は年表と調査Bは配布せず，調査Bのときは用紙を配布し，年表と調査Aの事象

b相互V亡対比できるよう K調企Aの用紙は回収しなかった。念公鵠査処理過程で解ゑしに〈い生徒は

面接を行なって，考え方を追究した。

(5)調査処理の方法

a 調査は小学校5学級，中学佼5学級K実泊 したが，考察の対象としたのは研究方法て・述べた有意抽

出の 10 C人である。

b 自由記述の形式であるので，分析の視点をきめて考察しなければ左らない。しかし，との分析の祝

点とそ，児童生徒の思考態勢のひとつのパターンにほかなら左ν、ととでとった方法は，大きくは

!の理論的考察で述べた視点K:~ーづくが， 具体的Kは，児童生徒の書いたものを反復読み返して，少

しでも児豪快従の思考態勢K迫bうるよう K修正した結果である。 との分析の視点は結果の考察のと

とるK:，それぞれ混戦する。

!61 現象的に相 異 な る 事象を考援する視点と肴え方 一一一調査Aの結果とその考察一一

調査Aの(1)から(2)への思考のすすめ方を分析した結果，次のような視点が設定できた。

① 思考態勢分析の視点一ーその 1 ・情報を与えない場合一一一

(1)の信長の行為K対する(2)の行為Kついての見方，考え方
思考態勢.の類型

視点 考 え 万 類型

a 歴史 a.， (1)で否定し~2)はよいととだ賛成だという意見 浮動的 浮動的

事象の a 2 (1)で否定し，その構えで(2)をみて，仏教 固定的 (1)を現象的Kみて， ざんζ 〈な

に対ナるしうちの不公平，キリス ト教に対 しうち仏教K冷淡左どと否定し，

象面を する好意が不当であると批判する。 (2)も現象的にみて親切な人，信イ):fJ

みる a3 (11と対比せず，前の考えとは別阿2)の現 累加的 深い人，とういうやb万K賛成な

象面を見て，否定(天皇をたいせつK しな どという発展のさせ方。

いjまたは肯定する。 a 1 b2 の者

a. (11のようなやb方K対して，iを剖2)のよ 発展的 IJ 固定的

うなやD方をとったのか，信長の考えを知 (1)を現象的Kみて，ざんこくな

bたいという疑問 しうちと否定した構えで(2) も~.象

- 111 -



視点 考 〆Jベbー 方 類型 思考態勢の類型

b 信長 b 1 (1)で受けた否定的な構えで， 信長の性格 固定的 的Kみる。そして，信長の行為，

の性格 を否定的にみる。ざんY亡んで不公平，人気 性格を不公平，身勝手，不当!宏熔

という とり，身勝手な男だをど。 意などと批判する。

点~t~ ら b 2 (1)で否定し，(2)で逆の人物批評をする 浮動的 a 2 b 1 の者

統一的 (さんとんな人一ーとっても親切な人，宗教 目 累力H的， (.1)と(2)を対比して考:

Kみる vc冷淡イ冨仰のあつい人J えず，視点も考え方も異なる発展

b3 (1)と関係な ((2)だけで信長の人物論を述 累力的ヲ のさせ万で，(1)と(2)を切P離せば

べる。 すぐれた意見も中にはある。

b. (1)との対比で信長の性格，考え方をやや 発展的 IV 発展的

客観的に述べる，性格の2面性ゃ(.1)から IV 1 信長の性格という面から統一

みてキリスト教を信仰したと思わぬ念ど。 的Kみる。

c 時代 c (1)と関係なく(2)だけで，貿易の利益，外 累力日的 <'1， b. の者

住から 国文化の摂取などKついて述べるの 1~ 2 時代性(全国統一，対仏教政

b 全国 d 1 (1)と関係左(，全国統ーのため鉄砲を翰 累加的 策j という点から統→9~てみる 0 1

統一 入するためという意見 d活の者

d2 (1)と対比して，仏教K対する政策として 発展的 V 発展的

解釈する。 信長の性格，考え万(玉体的側 1

e 複合 e 1 (1)と対比して，対仏教政策と信長の海外，発展的 面jと時代性伊複合的視点で統一 !

的視点 キリスト教に対する関心と興味などから。 する。

信長の e 2 (1)と対比して，全国統一，対仏教政策と 発展的 e 1 e 2 の者

性格と 信長の2面的な性格から統一 しようとする〈

時代性 e 3 (1)と関係な (， 鉄砲輸入，信長のキリス 紫加的

ト教K対ナる関心奥味を述ベた意見

② 思考を発展させる態勢の事 例

a 現象的な視点、で，考えが刺激によ って左右される浮動的な例

ノ1"学生 S . 1 知能偏差値39 社会学力偏差値45 

(1) ひどすぎる。政治をやる人なら大名にさせ1iいほうがよい。

(2) (1)よ9(2)がやさしい心をもって，国民に貌切をしたととは信長はりつはな大名だと思った0

4学 生 K.L 知能偏差値54 社会学力保謹値 47 

(1) 子どもまで殺すのはあんまクひどいと，思う。

(2) (1)はざんζ くなととをしたが，(2)は信長は宣教師が京都K住むととをゆるしたのでいいと温うが

(1)のやb万はわるいと思う。
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中学生 H .S 知能偏差値ヰ 2 社会学力偏差値39 

(1)昔だったから，このよう K何人の人を殺してもつみKなら7.1:かったが，とてもわるいやり方だと思

う。

(2) (1)のよう念ととは，とても惑いやP方だと思うυ(2)のよう衣 ζ とは，ほんとう Kよい，ため(1(なる

やD方だと思う。

中学生 H .L 知能偏差値43 社会学力偏差値 43 

(1)信長のとうしたやり方はあまり VCもひどすぎる。宗教をにくむのはわかるが，つみもない女や子ど

もまでとろすととはなかったと思う。

(2) (1)では，あまりひどいやり方だった。 (2)ではキ リスト教が広まったため，教会をたてるためK土地

をやるほどに保護したのはたいへんよい。

b 先行経験による影響を受けて考え方が固定する例

小学生 1 . H 知能債註値5i 社会学力偏送値 44 

(1) 女子や子どもまで，そんな ζ とをし念くても，¥r>いと思う口

(2) 信長は自分がえら〈なるため(1(，農民衣どをとろし，農民で左いものにしんせつKするととは，い

け左いと.思う。

小学生 H.H 矢口能偏差値43 社会学力偏差値49 

(1f 女子や子どもまで，首を切るのは惑いと思う。

(2) (1同首をきっ たのに，キリスト教だけえとひきをしたのでわるいと思う。

中学生 T.W 知能偏差値 59 社会学力偏差値 73 

(1) 公そろしいや夕方だと思う。もっと， しんけんに考えて行動するべきだと強〈思う。農民や僧を殺

さな〈てもいい方法があったのでは念いかと思う。

(2) (1)のようななそろしいζ とをしてなさ左がら，キリスト教のためには何事もするひきょう左態度に

強〈反対する。日本中?て自分が村3とを尊敬するというととを知らせるためKゃったという態度κも

強〈反対する。

中学生 1 . S 知能偏業値 52 社会学力偏差値 55 

(1) ざんと くだと思った。 (なぜ泣きさけぶ女や子どもまで首を切ったかJ
1 (2) (1)のときはやたら代人を念していたの陀(2)Kなって，きゅうにキリスト教なんか信じたのはなかし

い。わざわざ教会をたてるための広い土地を与えるなど必要の念いととだ。

巴 現象的に異なる刺激に対して統一的に考えず ，それぞれ異なった反応を累加していく例

小学生 N.S 知能偏差値54 社会学力偏差値72 

(1)ぞの時代Kは，げこくじようの時代でもあったし，そういうふう K心をな(l(ifLして，ものどとを行

なわなければ天下統ーはむDだと思うから，信長のようなやり方もしかたがないと思う。でも，少

し，ゃb万がちらっぽいと思う。

(2) 信長は学時をたいせつKして世の中のζ とをよぐ知Tft.凶という心があると思うので信長はタっば

だと思う。
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中学生 H . 1 知能偏差値57 社会学力保差値44 

(1) 信長で左けれは.できないと思う。信長のやり方だからしかたがないカ殺さ念〈てもいいと思う。園内

を統一するためKはしかたがないの

(2) 信長はそれだけキリスト教を信仰していた。

中学生 M.T 知能偏差値59 社会学力偏差値68 

(1) 信長は気性のあらい人だ。それK信長K対立したからといって，女ゃ子どもまで殺すというαまなさ

けにかけていると，官、う。その反面， 日本全国を統一するためには，とういったなさけはきんもつだ

2て思う。

(2) 信長はキリスト教の宣教師をかわいがった。ぞれはよいが，天皇がほしがっていた<びょうふて〉を

送ト尊敬したそうだが，いぐら天皇のカが弱<，名前だけの天皇であっても，天皇は天皇，信長

は日本人，日本人の代表である天皇をだいじKしないのはどうかと思う。

d 現象的には異なっ た刺激を信長の性格 ，考え方という人物的な側面から統一する例.

小学生 M. S 知能傭1':値64 社会学力偏差値75 

(1) い〈ら，信長の考え十てそむいたとはいえ，女 ・子どもまでみさかいなく首をきるととはをかったと

思う。

(2) 信長は(1)のよう Kふつうの人Kは考えられ念いよう念ざんとくな ζ とをしていながら，キリスト教

をだいじKしたというのは，信長の考えがきびしいだけで乏し海外のととも学ぼうという進歩て

きなととろがあったのではないかと思う。

中学生 N .S 知能偏差値61 社会学力偏差値65 

(1) 信長のやb万はむど〈践と〈ではあるが，とのやタ万が惑いとはいいきれないと思う。今のベトナ

ム戦争もとのような傾向がるるので，当時のみだれていた世の中κは， とうするよりし方がなかっ

たと思う。しかし仏像，合経，宝物念どは残してないてほしかった。どちらKしても戦国時代を

統一するうえにとのようなやD万でしかたがないと思う。

(2) 信長は僧がさらいだったし，仏教も，もちろん，とのま衣かったが，新しい学問K対しては情熱が

らったと忠う。外国から〈る科父念ど防鳴を質問したのも，だいじKしていたくびょう.企D をや

ったのも舛固に情熱をもったからだと思う。い〈さのためKはむどいや夕方があったが，その反面，

彼の学問』て対する情熱も忘れてはいけないととだと思う。

e 時代性 (対仏教政策・全国統一)という面から統一的!こ.考えた例

イ《学生 Y.y 知能偏差値56 社会学力倫差値59 

(1) 信長のゃったととは，すとしは，むどいかもしれ乏いが，そのとる天下を統一するためKは対立者

などを殺さ念ければできないい そうするとと Kよって，とわがって，とうさんするものもでてき

たのではないかと思うので， ζのようなζ とは天下を統一すゐためVCtましょうがなかったと思う。

(2) そのとろ，外国は文化が発達していて，天下をとるK比そのよう念文化をと b入れてやるのがよ

いので宣教師をだいじ Kした。宣教師をだいじKすれば宣教師Kよって外国の丈化がはいってくる

ので天下を絞ーするのKっとうがよかったと思う。

中学生 K.M 知能偏差値70 社会学力偏差値 71 

(1) 信長は天下をとるためvc，しかた左〈ゃったζ とだろうと思うが，しかしあまり Kもひどすぎる
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と感じた。実下をとるためKは思いさった行重加2必要だと思うが，話し合いなどで解決できなかっ

たものだろうか。 子どもや女は直接関係ないのではないか。

(2)天下を統一するためK反抗する者はなんであろう と切bすてるという考えて・延暦寺の僧たちを殺し

たたのであろう。それに対してキリスト教というのは統ーのじ ゃまtてはならないうえ，貿易の利益友

どで統-t'Cはつどうがよい点があるので保設したのだと思う。

f 信長の性格，考え方と時代性との複合的視点、で統一的に考えた例

中学生 L.H 知能偏差値62 社会学力偏差値 77 

(11 信長が徹底的K仏教の勢力を弱くしようと した気持はわかるが少しひどすき'ると思う。 ζれには信

長の性格も関係しているのだと思う。しかし，とういうとと によ って信長は全国統-t'C近づいった

のだからとれでよいと思う。

(21 信長が，キリスト教を保諾した第ーの理由は仏教C勢力を弱めるためというととと，キリスト教を

保護する ζとKよって，貿易を盛んKし，えぐさんの;利益を得ょうとしたととだと思う。そのほか

に信長が世界のようすを知ろうと した広い気持もうかがわれると思う。

@ 小学生と中学生の思考 を発展させる態勢の相違

とれまで分析してきた，思考を発展させる態勢の分析視点でど、 .中学生の記述内容を分額ナると次

ページの表のよう Kなる。

a 全体として，小学生と中学生の思考態勢は当然のととながら， x = 3 7. 2 df = 5 pく 0.01で異

念っている。そとで，どんな点が異なっているか検討してみる。

表7 b 小学生は信長の性格，考え万という苗

品被¥ IV 1 JV 2 V 合計

小学佼 38 1 8 1 5 27 2 。100 

中学校 12 32 10 23 ? 14 100 

d口>. 計 50 50 25 50 1 1 1 4 200 

も (C，R=2，17 Pく 0.05)で中学生のほうが多い。

から相異なった事象を統一的K考える ζ

とができるが，時代の条件との複合的を

視点で考察 する態勢K なっていな

ν、。
C 時代の条件で統一しようとする者の比

d 1の浮動的な発展の傾向を示す者伝小学生が多< (C， R = 4.2 4 Pく 0.01) IIの固定的念思考

態勢は中学生の段うが多い。 (C，R = 2.2 8 Pく 0.05)ζれは注目されるべき点で， 中学生は先

行経験Kよって生じた構えが，後続経験K影響を及ぼすという残存効果が大きい傾向がある。 ζの傾向

は前1tiで述べた中学生は知ι議，思考力はついてきても，その反面，見方，考え方が先行経験の影響を強

〈受けて，先入観で見たり，ステレオタイプ(型Kはまった見方Jで見it!Jすゐ傾向が強いのではない

かという縫測がとの場合KもいわれるようKヨ考える。

との場合は刺激を継続的K与えたのであるが，中学生のほうが先行経験から受ける信長の行為K対す

る否定的危構えで，次の刺激を解釈しようとする傾向の者が多いからで ある。したがって，中学生の場

合，とく K第一印象を重視した教材提示のくふうが重安であるといえよう。とれvc対し，小学生i'Lj浮動

型が多いのは，最初の事象を注意深〈検討した t，考えたbしないで，そのとき，そのときの刺激K対
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して現象的K反応する者が多いからであろう。とれはまた評定尺度'{<反・応さぜ犬前の調査では実質以上K

測定値が高ぐな t，中学少との差が明瞭でなかったが自由記述ではその菜が明瞭Kでたともいえる。

@ 学力偏差値との関係

有意抽出 100人の'学力偏差値の平均値，標準偏茅は次のとなb乏ので，とれを利用して，次の5つの

カテゴリ-vc分類し，分析した思考態勢との相闘を検討してみる。

o中学佼 M= 5 7. 5 4 S D = 1 1. 0 7 5 l群 39以下 H併 40 -5 0 III群 51-6 1 IV群

IV群 62-72 V若手 73以上

o小学佼 M=53，32 SD=10， 85で分布が正規分布で念い。 l群 43以下 E群 44 -4 8 

E群 49.-5 8 IV群 59-68 V群 69以上

o思考態勢のカテゴリーは，ノ上学校はVの時代の条件と性格から統一的Kみようとする者がいないので

(， H， a， 1¥'"れの5つ約二中学佼は 1， II，目，JV，とIVz ， Vの5つK分ける。

oそれぞれK規約得点を与え，相関係数を算出してみると次のようになる，

イ学佼 r = Q.3 8 中学佼 r ~ O. 7 2 

中学校は，相闘が高〈学期別診断学力検査の学力偏差値の高い者ほど思考態勢が統一的発展的に左b小

学校は，相関はあるが低い。小学校の学力検査が~6 学年金体の内容を含んで，実施月κよって偏差値が

出るように念っているため，未習の内容が多く る!)，思考力がるるというよ!)，いろいろな知識をもって

hる，いわゆる 。も のし.!?q タイ プの児主主は学力偏差値が高〈念っているitめではないかと考える。

表 9 小学 校 中 学佼

b宅ミ 11 IV V 合計 思米3 IJ W V 合計 i

7 1 3 1 2 5 38 4 7 6 。 12 

H 3 4 8 3 。 1 8 11 2 16 10 3 32 

E 2 2 5 4 4 1 5 。 6 5 。 10 

IV， 2 4 5 8 8 27 IY， 2 5 5 1 1 1 3 2 32 

l~ 2 
。。 C 2 。 2 V 。。 10 5 14 

言十 1 4 23 28 22 13 1 00 計 ? 27 28 30 6 100 

@ 授業研究群と普通授業群の相違

小学 校

u1i之三 』 自 IV， 1¥'2 言十 x = 1 3， ，j 8 df = 4 Pく 0，0 1 

普通授業群 24 4 4 7 40 lV，0項目は C， R = 1， 7 3 P> 0， 0 5 

授業研究群 ? 10 8. 1 3 。 40 H の項目は C， R = 1， 7 p> 0， 0 5 

計 33 1 4 12 20 80 !の項目は C，R=3.4 p<O，O 1 

授業研究群は，普通授業群K比べて思考を発展さ
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せる態勢1'(;1>-いて差がある。その内容を検討すると， 1の浮動的が少な<， Hの固定的ゃIVJ の信長の性

格から発展的統一的Kみようとする者に分散している。

中 学校

れト晃三 E IV J 

普通授業群 6 23 3 1 2 

援業研究群 6 9 7 1 1 

計 1 2 32 1口 23 

JV 2 V 

5 3 

6 1 1 

ヲ 14 

富十

50 

50 

100 

x=8， 76 df=5 Pく O. 0 1 

Vの項目はC，R = 2， 3 

P< 0， 0 5 

Hの項目 Pく 0， 0 1 

授業研究群は，普通授業群K比べて思考を

発展させる態勢が異なる。その内容を検討すると， uの固定的が少衣<，vの信長の性格ゃ時代の条件と

いう複合的視点で統一的Vてとらえようとする思考惣勢の者が多レ、

与し上現象的K相異なる事象を次々 K提示して，児童生徒が先行経験と異なる後続経験をどのようK思考

するかp 思考のはたらかせ万曙思考態勢を分析してきた。そして，児童生徒の考察の視点Kは現象的K見

る者と，その背景にある信長の性格，考え方という玉体的念ものK着服する者，戦国時代Vてなける全国統

ーという時代性K着服する者と，さらK時代性と主体性というこつの複合的視点で統一しようとする者の

4つのタイプがみられた。また，現。象K着服する者の中には，先行経験の影響による構えで，後続経験を

現象的K見て解釈しようとする回定的なものと，先行紹司験Kとらわれなしそのとき，そのときの刺激K

影響されながら表面的K浅く考えていく浮動的な者がある。前者は中学生l吃多<，後者は小学生K多い。

ζのような思考態勢のメカニズムは現象のもつ特殊友商に初点を狭〈あてて情糊今道徳的たわ〈組みK関

係づけようとするか，王見象の背後Kあるものを広くみて，それK位置づけて，時代の動きK珂係づけよう

とするかという見方考え万の相違であろう。との点をもう少し客観的Kみるために年表形式の情報を与え

た場合の児童生徒の見方考え方を検討してみよう。

(7) 年表形式の情報を与えたときの思考の視点、と考え方 調査 Bの結果とその考察

i埼査Bでは.(1)と(2)の背景となる歴史事象を年野彰式で与え，その後，調査A と同じ事象を考察させた

もので設問は前述の詰査問題を検討されたい。 ζの結果については(6)の考察と同様Kまず児童生徒の思考

態勢を分析する祝点 (とれは別な見方からすれば，児童生徒の個性的な，思考態勢のパターンというとと K

在る)その事例，小中学生の相違，普通』受業群と研究授業群との相違を検討する。

次l'C，調査Aと韻査Bl'Ltける思考態勢の相違を検討する。との相違は，年表として与えた情報を児童

生徒がどのよう K受け入れて思考を変化させたか，という結果であるから，との点を分析するなら，研究

者の設定した条件のもとにずける思考態勢の要因として次のよう K点をちる程度明 らか十てする ζ とができ

ょう。

乱 歴史事象を考察すあに際し，どのように年表を見たか，年表を見る視野の広がタ。

b aでみた年表記教事項K対する解釈のしかた。年表の史実Vて即して考えようとするか，提示された

信長の行動の現象面にひかれて玉観的に考えようとするか，という関係。

-:-47-



① 思考態勢分析の視点 その 2 ・情報を年表形式で与えた場合

年表を読む視点 ~表と事象をみてF序沢した考え)j 類型 思 考態勢の類型

a 現象的 3 I (1)で現象的K否定し， (2)ではm，象 浮動的 浮動的

年表叫1)のほうを示ナ 的Kみて肯定するυ 年表をみる視点が，ど

欄はみ左hで，(2)o_)ほう a 2 (1，で現象的にみて否定した構えで， 固定的 うあろうと思考する構え

の欄の，行動を示す傍線 :2)も王見象的Vてみて否定する。 が(1)，(2)の事象の~，怠面

を引いたと ζ ろを考えの a 3 (l)-で現象の背景をみ念がら， (2)で， ~力11的 (tC強くひかオい (1)でE見象

根拠とする。 aの視点 現象的Kみて否定または肯定する。 的Kみて否定し， (2)を現

(1) a 4 (1)の視点，考え方と無関係に信長 累加的 象的Kみて肯定する。

の性格，考え方を平年観的K考える。 3 I・ b】・ C，'d). e)の者

a ~ (1)と意識的K対比して，性格，考 統一的

え方を客観的(IC考える。 固定的

b 直接的関係 年表をみる視点がどう

(1)のほうを関連的Uてみ b J 年表の記載事項VU!IJさず， (1)で;17. 浮動的 あろう と思考する構えが

ないで(2)の傍線を引いた 象的にみて否定，{2)で現象的に背 (1)， (2)の事象の現象面K

付近だけを考えの根拠と 定c 強〈ひかれ， (1)で現象的

する。 b芯 年表の記載事項fて即さず， (ll-C~ 固定的 Vてみて否定した構えで(2)

(1) (2) b 
象的にみて否定した構えで，(2)を をも現象的にみて否定す

1/の m象的にみて否定すゐ。 る。gd 才見
b3 年表の記載事項K即して考えない点 統一的 a2 b 2C2 d ~e iD者

が，(1)との対比のもとで，信長の

性絡，考え方を答f錨句にみる， し III 3尽力H的

かし年表は関連的tてみてない。 年表をみるヰ見点として

b. (1)と無関係K信長の性格，考え万 累加的 (1)， (2)を関連的Kみた根

を客観的K考える。 拠がある。しかし，解釈

b 5 年表K却して考えているが， (1)と 累加的 の仕方が， (1:と(2)の事象

対比して考え7をい。例(鉄碗がほしν を意識的K対比しないで

いから， キリスト教が広まったか ばらばらである。したが

らj って(1)と(2)をき Dは左し

c 広〈時代の動きを考え てみれば，中にはすぐれ

の根拠とするが，年表の C，年表K則してコ与えないで(1)で現象 浮動的 た意且がある。

(1)の樹を関連的Kみてい 的Kみて否定， (2)で王見象的Kみて 33 a. b. bs c. c， 

なレ、。 肯定 d.の者

C 2 年表(IC]jJして考えないで(1)で現象 出定的

的にみて否定した構えで(2)も!J¥I.絞 IY 統一的

的Kみて否定する。 年表を見る-yi闘は，ま
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年衰を読む視点 年表と事象をみて解釈した考え方 類型 思考 態 勢 の 類 整

C 3 年表の記載事項K即して考えない 統一舵 ちまちであるが記載事

cの視1点
.... 

が(1)との対比のもとで信長の性格， 項K即さ7をいで信長の

(1) (2) 考え方?を客観的K考える。 性絡，考え万を客観的

c. (1)と無関係K信長の性格，考え方 ~カ泊句 K考えるととtてよって

を客観的に考える。 (1)と(2)の事象を統一的

C 6 年表K即して，広〈時代の流れに 累加的 κ考えようとする者。

位置づけて時代の条件から(2;を=考 性格面Kとだわj)，与 |

えるが，(1)と対比して統一的K考 えられた情報を配慮、し

えているわけでない。 ないという点では好ま

d 関連的 しいタ イプで念い。

傍線を付した記郡荷主項 d，年表に即して考えないで(1Tで現象 浮草泊句 a 5 b. C3 d3 C3の者

を検VC(l)と関連的にみて 的K否定)(2)で現象的l吃肯定する。 V ，統一的発展的

いる。
dの祝点

む年表に即して考えないで(1)で現象 匪定的 年表を見る視点が，
(1) 

的K否定した構えで(2)を現象的に (l)と(2)の事象I'C関係す

みて否定する。 る二つの欄を関連的K
. ..T・ー..・....

三Jず
みた根拠がある。そ

戸二 d 3 ，f手表K即して考え念iハ剖1)との対 統一的

比のも とで信長の性格，考え方を して，主として時代の

.. --- 客観的に考える。 条件という点から統一

七 年表K即してZ考えるが(1)とは無関 ~加的 的に把握する。

- 係vc考える。 (長篠の戦いと鉄砲 d s e.の者

輸入J V2 統一的発展的

d5 年表K良IJして.(1)と(2)を時代の条 統一的 年表を見る祝点が(1)

件という固から統一的K考えるo 発展的 と(2'の事象K関係する

d6 年表K即して，(1)と(2)を時代の条 続→。 二つの欄を関連Kみた

件と信長の性絡という面から統一 発展的 根拠がある。そして，

的K考える。 それを時代の条件と信

e 時代の動きを広<.. し 長の性格，考え方とい

かも関連的にみた根拠が e，年表f'LE!Pして考え7まいで(1)-で現象 浮動的 う2つの複合的視点で

ある。 cの視点
的Kみて否定， (2)で現象的にみて 考える。

肯定。 d 6 e 5 の者

(1) C2 年表!'L:.T!I:して考えないで(1)で現象 固定的
※ 児童生徒の考えの根

ぺ←ア〆 的vcみて否定した構えで.(2)も羽
拠としてあげた年表の

象的にみて否定する。
記載事項の蚤号が，年

U し
e 3 年表v'L .I'l~して記述しないで(1)との 統一世

表の見万を示すかとい
宮、I比のもとで信長の性格，ヨ考え方

う点l'tiついては調査後，
を述べる。
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年 表を読む視点 年表と事象をみて解釈した考え方 類 型 思考態勢 の類型

h 年表K即して，(1)と(2)を時代の条 統一的 務力員と とも K約30名

件という面から統→句K考える。 発展的 の生徒K個人面接を実施

e 5 年表l'CJ:!iJして，(1)と(2)を時代の条 統一的
した。との結果，彼等の

件と信長の性格という面から統一 発展的
視点がほぼ考えの根拠と

的vc考える。
してあげた項目の付近を

みたととを確認した。

指摘すると，ナぐ気づ〈

f 会くでたらめな見万 が，そうでないと視点が

部分的K狭いととろに集

中する傾向がある。

@思考の発展の させ方の事例

( )の中は，考えの根拠として示した年表の記載事項の番号である。

i'iiJ掲の関査問題の年表は，小 学校は記載事項の数が呉なるので，同一事項であっても小中学校。

番号は異なるとと Vてなる。

傍線を付した事項の番号はOでかとんである。

a 年衰の見方はいろいろであるが.信長の行為を現象的にみて .よい.わるいで判断する例

I 浮動的

小学生 S ・I 知能偏差値39 社会学力偏差値45 

(1) やくざみたいでわるい。政治を しら左い大ばかものだ(@ @) 

(2) 心がまえがたいへんよい。しんぜつで国民K したしまれている政治をやった。(@ @) 

小学生 Y.K 知能偏差値 47 社会学力偏差値48 

(1) 人のいのちはあ、金でかわれないのになんまん人もとるして信長はなんKも思ってい念いというのだか

ら，ざんとくでわるい。(@@ 22 15 14) 

(21 信長は人をとろしたつぐないにキリスト教をしんせつにしたので，たいへんしんせつな人だ。

( @ 33 34 @ 36 @ ) 

中学生 M .S 知能偏差値57 社会学力偏差値49 

(1) @のようなととは天下を統一するためKゃったととだが，ざんと〈ではんたいだ(7@ @)  

(2) 態度はたいへんbっばでさんせいできる (@  4D 41 @ 43 @ ) 

b 先行経験による抱えから考えが固定する例 'ン 立 固定位

小学生 日 .H 知能偏差値43 社会学力偏差値49 

(1) 農民がいっきを主?とすのもわるいが，綾田信長も女子や子ども衣ど首をきタすてるのはわるい。
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(@  14 ) 

(2) (1)の 2万人もころして，信者と農民とえ ζひいきをしたのでわるいと思う。えとひいきは悪い。

(@  34 @)  

中学生 S . 1 知能偏差値 52 社会学力偏差値55 

(l) ざんζ 〈だと思う ・泣きさけぶ女や子どもまで首をきら左くてよいと思う。(@@) 

(2) 信長もひとbの人間ti.。ゃっぽり人をむやみK殺すのはよ〈をいと思う。つみもない人をとろすな。

(@ @@) 

中学生 T.W 知能偏差値59 社会学力偏差値 73 

(l) 一向一校がさかんK念:J:>.各大名が苦戦し，信長も浅井，朝倉などの反抗で苦戦している。そのた

め附ま比えい仏.~一向一換をやっつけなければならないが，やb万がざんとくで針そろしい。もっと

方法を考えるべきだ( 13 16 18 19 @ @ ) 

(2l (1)のようながヂろしいやb方をしてなきながらキリストのためには伊j事もした態度K強〈反対するわ

(@  @)  

c 年表をみる視点も考え方も関連的でなく累加的になる例 E 累 加的

小学生 N.S 知能偏差値54 社会学力偏差値72 

(1)信長Kそれだけ反抗したのだから信長は主?とって，とういうやt)jをしたのだと思う。信長のや

b方はしかたの念いととだと思う( H!⑬ @ )  

(2) 信長はキリスト教をだいじKし，教会までつくりキリスト教を広めようとしたととはりつばだと思

う。信長がキリスト教を広めようとするととはたいへんよいととだと思う。(@@@)

中学生 H . 1 知能偏差値57 学力偏差値 44 

(1) 一向一被，比えい山の努力を完全Kな〈そうとした。とれで， 一向一撲，比えい山の反抗が完全に

診さまった。( 16 .18 19 @ @ 25 ) 

(2) ポル トガノレとの貿易をさかんにしようとした。 ζれKよってキリシタンが多くなった。

( 38 @ @ 46 ) / 

中学生 知能侭差値57 社会学ブJ偏差値 44 

(1) 圏内を統一するためにじゃまだから蝕きうちにした。統一するためKはやむをえない。(9 13 

18 19 @ @ ) 

(2) 信長は宣教師にびょうぶを送ったのは日本はいい国だと海外K宣伝するためだ。キリスト教を広め

ょうとした。(@ @)  

d 年表をみる視点はまちまちだが.信長の性格.考え方で統一 しようとする例・， IV 統一型

小学生 M . S 知能偏差値 64 学力侭差値 75 

(1) い〈ら信長K反抗しても女子どもまで殺すととは念いと思う。ふつうの人Kは考えられないくらい

ざんとくだ。ゃっばD信長はふつうの人からみれば冷とくでざんぎや〈友人だったかもしれない。
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だからあとで光秀に殺されたと思う。(⑩ 20 @ 24 ) 

(2) 信長11ざんこ〈であったがキリ λ ト教に好意をもっていた。信長の考えが進歩てきだ。たからだと

)(!;，ぅ。つまタ信長の考えはざんとくなととろもあったが，いっほう進んだ考え方だ。家康の鎖国よ

りょっほとよかったと思う。 (@34@@)

中学生 H.Y 知能偏差値58 学力偏差値64 

(1) 自分K反抗する者がふえて，ぼろぼされるとわるいので，そういう者はみん念殺してしまったのだ

と思う。ざんと〈でフめたい性格だと思う。( 12 16 18⑬@)  

(2) 信長は自分K反抗する者はみんな殺し，気Kいった者はたいへん親切Kする人だと思う。 キリスト

教をよ〈理解していて勉強家だと思う。( 16 18⑮@  43 @ 41 ) 

e 年表を関連的にみて考えようとする例 V 1 統一的発展的

小学生 y.y 知能偏差値56 社会学力偏差値59 

(1) 信長は比えい山のえんりゃく寺が大きなけんみをもっていて，いっき左ど会としたので天下を統一

するためVては対立者を殺さなければ自分がやられるのでとういうととをしたと思う。とういうとと

はそのとろのぜんど〈時代では， しかたの念かったととだと思う。( 4 7 11 18⑮)  

(2) そのとろ，外国のすすんだ文化をと り入れて対立者をやっつけるのがいいので宣教師をだい じにす

れば宣教師Kよってすすんだ文化がはいって〈るのでとのよう念ととをやったんだろうと思う。そ

りとるのせんとく時代ではζのようなことをして文化をとD入れ対立者をやっつけるのが，いちば

んいいと思ってやったのだと思う。( 22 26 31 @ @ ) 

中学生 K .M 知能偏差値70 社会学力偏差値71 

(1) 延タやすぐ寺は普から強い勢力をもっていて信長の全国統一のじゃまになった。ー授が全匡酌K広

まるとやは!?，全国統ーのじゃま Vてなる。全国統ーに反抗する者はなんであろうと殺してしまうと

いう考えでやったのだろうが， しかし，あ主!?(ICざんとくすき'ると思う。( 9 11 12 13 18 

19 ) 

(2) ポルトガノレから鉄砲や火薬がどんどんはいってきて，信長の手Kはいれは.新じい戦術なので全国統

.ーが早 〈 行なえゐキリスト教は全国統ーの じ ゃま K左ら7をい。全国統-~!(鉄砲を使えば有利のうえ

全国統ーのじゃにならない。( ~8 21 28 @ ) 

f 年表を関連的に見て.信長の性格.考え方と時代の条件から統一的に考えようとする例

小学生 Y .K 知能偏差値 60 社会学力偏差値71 

(1) 織田信長の力がだんだん強〈友ってきたが延Dゃ〈寺の僧があまり強いけん力をもっていばってい

たり ，いっきを訟としたbしたので信長がなとったのだと思う。紙田信長はヨ-Cl:;lパの文化を早

くとタ入れたのでだんだん強くを)?，全国をはやく統一しようとしたのでとのよう Kむどいととを

したのだと思う。( 7 9 12 13⑪@  31 30) 

(2j (1)のよう念むどい乙とをした信長がキリスト教をほどしたわけは信長が外白のととKたいへん興味

をもったからだと思う。キリスト教に興味をもったし，すすんだ文化をと D入れると，それによっ

て戦争K使う鉄砲などがったわるのでキリス ト教をほどしたのだと思う(@ 33 34 @ 36 @ 

22) 
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中学生 T.K 知能偏差値75 学力偏差値 75 

，. )残とく左ょうVても思うが，焼きうちし投げれば，また反抗するかもしれない。信長のやbかたはと

の場合しかたがなかった。少k残と 〈左点もあるが，ζの〈らいし左ければ完全K平定する ζ とは

できなかったと患う。(9 10 16 18 19 ) 

(2) 外国貿易というものもだいじだし本願寺のような勢力のある宗教をなさえるためにもつどうがよ

か去のだと思う。信長は外国lζ対しきょうみゃあ乙がれのよう左ものをもっていたと思う。そして，

勢力のある仏教をお唱えた信長は践のよい人だと思う。(9 11 23 38 @ @ ) 

@ 小学生と中学生の思考態勢の相違

表 12 
，x =25，96 df=5 

Pく 0，0 1 

V1 の項目 明瞭な差なので検定せず !の項

目CR=2，38

Pく 0，0 1 

全体として，中学生とづ学生では思考態勢K

差がある。その内容を検討すると，年表を関

連的にみて，時代性から(1)と(2)の事象を統一的陀把握しようとする者が多い。

冷ぞ 11 日 lV V i V2 計

一 ト一一一一一
小学校 26 1 8 39 1 4 2 100 

中学校 1 3 21 33 7 23 5 1 00 

合計 39 39 72 21 25 4 200 

@ 研究授業群と普通授業群の相違

a 小学校
表 13 

~ーを 計 |
E 目 日 V1 V2 

普通授主義群 1 8 7 1 0 4 。
研究授業群 6 8 20 6 。。40 

合計 24 15 30 1 0 1 C 80 

2 

x=10，76 d f = 4 

P<  0， 0 5 

!の項目 C，R=2，94 

Pく 0，0 1 

自の項目 C， R=2， 31 

P<  0， 0 5 

普通授業群と研究授業群では全体として思考態勢K差がある。授業研究群は，普通授業群K比べて，事

象を現象的(fCみて内容に左右される者が少な<， (1)と(2)の事象に対ナる思考が累加的VC7J:る者が多い。

3
 

p
h
J
V
 



b 中学校

言下ご E IV 

普通授業群 8 12 18 4 

研究授業群 5 9 1 5 5 

合計 33 7 

V 1 V2 

7 1 

16 2 

23 、玉d 

表 14 

合計

50 

50 

1 00 

2 

%=5，28 df=5 

P> 0， 0 5 

V 1 の項目 CR=2， 14 

P<  0， 0 5 

時代の動きを年勤彰式で提示した場合， 年表を見て思考の発展のさせ方は普通授業群と研究授業群では

全体として差がない。しかしt V 1 の項目だけ Kついてみると，研究授業群は年表を関連的にみて， (1)と

(2)の事象を時代性から統一 しようとする者が 5%の有意水準で多い。

(8) 調査Aの結果と調査Bの結果との関係

① 両者の相関

調査Aで， (1)と(2)の事象のみで思考の発展のさせ方を考察したのであるが，調査Bでは，時代の動きを

年野彰式で与えて，考察させ，その結果を検討してきた。調査Aの結果と調査Bの結果とではやや異念))，

情報が与えられた場合~'L11j:，時代性からみようとする者も多くなるようである。そζで，両者の関係を次

ページの表14表w:ょ b規約得点を与え係数を算出してみると Eえのよう Kなる。

小学校 r = O. 4 4 中学佼 r = O. 4 6 1 

情誌を年表形式で提示しない前の思考の発展のさせ万と提示したあとの発展のさせ万は相関がか念bあ

る。とのととはZえのことを意味しているといえよう。

a 情報を与えても思考の発展のさせ方は与えない前と大きな変化がな<，先行経験Kよって生じた ι構

えが後続経験陀影響を辛子よぼしている傾向がみられる。

小学校
表 15 

~と 血 lV 1 JV2 V 合計

2C 。 5 C 。 26 

11 5 13 2 。 。 。 1 8 

E 10 4 1 2 1 2 。 39 

IV 1 4 。 ? 。 。 1 4 

IV" 。 C 。 。 2 

V 。 C 。 。 。 1 

計 38 1 8 1 5 27 2 。 1 00 
』
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中学 校

訟¥ミ H 目 JV 1 V 合計

4 6 。 5 。 。 I 3 ・

11 
。 1 3 2 6 。 。 21 

目 7 8 4 4 6 4 33 

W 。 5 。 。 7 

lV 。 4 3 4 5 9 23 

V 。 。 。 5 

言十 12 32 10 29 ? 14 

b したがって，情報として，歴史的知識を与えたからといって見方や考え方が変わるという保証は

左い。歴史的知識はたしかK思考の発展のさせ方K大きな影響をなよほす要因であるが，それだけが

E佳ーのものでなく，針'i'il1輔定十亡とらわれな(，史実VC~Pして考えようとする構えがなければなら7まい。

具備告にとの実験のもとでは，年表をどのように見て，どのようK考えようとしたか，というととを

さら陀検討してみる必要があろう。

@ 思考 態勢と年 表の読み方の関係、

調査B(2)の設問に対ナる児童生徒の年表の見方，考え方と思考態勢の関係を相関表によ b検討してみ

る。

中学 校 表 16 

44 56 100 

時空
l浮動型 その他

~コ'- 計
U固定型 m IV V 

傍線が主 a ※ 25ム ※ 1 0 35 

そのイ也bcde ? 56ム 65 

正口当‘ 言十 34 66 100 

関連係数q (cofficient of assoeiation)もとめると次のよう K念D関連がきわめて

小学校 q = O. 7 5 2 中学校 q = O. 8 7 9 

また※印の人数の差を検定すると，ともK有意の差がある。

R
U
 

R
V
 



イ件全佼 x =7.04 df=1 p=0.01 小学校 x = 6. 4 2 rl f昌 1 p< O. 0 5 

以上の意味する ζとを考えると一般的Kに次のような傾向があゐといえよう。

・年表の見方が傍線のととろだけでな〈他の事象も広くみた者Kは浮動型ゃ固定型の思考態勢が少f.t:< . 

年署長の見方が狭〈傍線のととろだけみた者は浮動9固定的左思考態勢の者が多い。

次VC6印の小浮佼29人と 44人，中学佼の25人と 56ノ¥.(rてついて調査Aの結果と比較すると小学校

:: 9人中 25人は酷査Aで 1D型で. 4 4人中42人は mlV裂である。中学校では2守人中 19人は In 

裂， 5 e人中 50人は IIIIV V型であるので，調査Aでの見方，考え方が年表の見方に影響しているといえる。

b *'t一的発展的左思考態勢と年表の見方の関係

統一的発展的な忠三考態勢V¥ V Z の君と年表を横に関連的にみたdの者，時代の動きを広(， しかも関

連的十てみたと忠われる eの者との関連を相関表KよPみると次のよう Kなる。

小学佼 中学校 表 17 

思考態勢 lヤ1.V紋」 その 他
合計 |

年表の見方 的発展的 lualV1 

思考態勢 lV 2 V統一 そ の他
ぷ口泊、 音「

年表の見方 的発展的 I U m N I 

d e 関連的 w・~.・3 ※1c  13 d e 関連的 ※ 26 ※ 21 47 

その他ab c 。 87 87 その他ab c 。 53 53 

fコh 言十 5 1 00 fコh 富十 26 74 ，r jOD 

年表を関連的にみるという ととを rv2 Vの必要条件として分析したのであるから当然， _y....主..V2はde， --A.........-:出合.，折F星通 目許可邑.'ミゅr. _ 

の年表を関連的にみた者だけである。しかし， との場合は明らかK年表を関迦9~てみたからといって， 思

考態勢が発展的統一酌であるとは限らない。小学生はむしろ年表を関連的t'C見ても，解釈は累力目的であっ

たt，道徳的情締的であったbする。中学生も約半数は年表の史実と信長の行為を関係づけて解釈してい

るわけで念い。そとで， ζの小学校の 10人，中学校の21人を調査Aの結果と対照してみると，小学校

1 L人中守人，中学校21人中 13人までは間変Aの反応とほとんど同じ反応を している。つま P年表は

関連的Kみても解釈するときは先行経験の見方， 考え方をあてはめて. ~表の史実と信長の行為を関係づ

けた解沢はしないというととに左る。また統一的発展型の思考態勢I~ 2 Vの者も調査Aではd学佼5人中

1人，中栄佼 26人中 13人は統一的発展型で ある。とのようにみると年表の見方は必要条件ではあるが，

充分条件でえい。先行経験にしばられず史実t'CElPして考えようとする態勢が必要である。

以上から，釘査Aの結果と調査Bの結果(宅相闘があるのは，調査Aで経験した見方，考え方で年務彰式

の情報を見たり，得釈したタして年表K記載された史実と信長の行為を関係づけて，よ く考えなかった者

が多かったからで&るというととができょう。
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19' 継続的な刺激に対する思考態勢のはたらき

とれまで分析した結果を ζとでまとめて考察してみたい。借長の現象的κ異なる行為の(])をθ，:2)をー

@とし，との刺激κ対応する関係づけの枠ぐみのはたらきを会析的Kみると次のよう Kなろう。

白リ 倣J (関係づけの枠ぐみのはたらき) (認知傾向〕

a 行為vc対する道徳的情緒的

調査ー (1) 信長の行為θ

A 司 (2) 信長の行為@

枠ぐみ

b 信長の人閥的イメージ《説

覚{象)

c 時代の動きについての歴史

的知識

d 先行経験』てよって形成され

た構え

e 先行経験bてしばられず両者

を統一的Wみて=考えようとす

る携え

Af-・: i十・;

R: - ・~:.ー (吋 ・J

ぜc(二-占〉鍾参

D霊童参

以上， とれまでの分析や百機などをとおして推測|される枠ぐみの要因でいろいろ次元の臭ったもので

あ不。もちろんもっと細かく介析すれば他の要因も財たらhているであろうがととでは，との程度vcし

か分析で去ない。前述のごとく，とれらを総称しイメージという人もいあが， との場合は関係づけの枠

ぐみと同じ意味であると考えている。 ζf1-らの要因は，だわだでもはたらぐが，どれが強 ぐはたら〈か

は個人Wよって鎚〉なる。刺激K対応して，Iオたらく要因が，ある者は cとeが，ある者はaとbが，あ

る者はdとeとが強〈はたら、-という力動的な関係構造で事象をみ，考えるので図の cにうな認知傾旬が生ず

る。すなわち規覚における図と土佐のような関係で，A， H， Cの 一部などでは現象としての行為κ

観点があてられ，とれが図となり道徳的，情緒的な枠ぐみが地となり解釈される。 Gの一部およびDは

信長の性格という斜線の部分が地となるので，EDEめ図はやや鍵なって解釈される。 Eは時代の効きと

いう巣の部分が地となり，それでθ.tDを解釈する。したがって，いっぽうではわるいとしても他の者

はやむをえないとする。とのよう附止となるものとモ治の行為という図との関係において意味ずけが異

なってぐる。関係づけの枠ぐみと伐とのよ うな図κ刻する拾の役割りを果たすものであり，そのげたら

ぎには個性的なものがある。さらに分析すればそれを構成してhる要坦の力関係，どれが強〈はたらく

かという帰途である。そζ で，との場合の態勢としてはDEを併合する信長の性格と時代の勤きという

復合的見方で解釈するととが好ま しいわけであるが，とのよう な態勢が形成されるには一つは正しい歴

史的知識が必袋であるといえよう。また，小学生がさほど知識がないのに信長の性格という点から解釈

するものが比較的多いのは，一部の生徒に面接で聞ぐとテレビの影斡がある ζ とがわかった。テレヒヌE

どVてよる視覚[撃が関係づけの枠ぐみとして強くはたらくととを考えると，よい視覚教材Kよる視覚i象の

彬成も重嬰でるるととがわかる。 しかし歴史的知識があればよいというのでな(，それは必要条件であ

るというのでるって，とのよう K継続的K刺激が与えられる場合には先行経験Kしばられず，それも含
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めて後続経験との対比の巾で新しい意味を発見してい〈柔軟な態勢沙可半わなければ充分条件とMたら

ーないといえよう。

次K年表形式で守幸日を与えて，同様の調誌を謝奇'Rで行なったが;架'TJ考察v-li吹のようvcいえよう。

〔刺激〕

(1) VC関係する1精1

年表 { ト
'(2) ，-C関係する欄 f

信長の行為G

a 年表の見方

{ t 年表の角1f.

広〈問削 ←{225号.3君主能
性I象vcwpして多間附κ関係づける情え

栢査B{ 1.:~W_'.~4"Y~ ~ 
信長の行為@

{呂 調査Aの先行鮮験Kよる構え

b 先行持tl喰にしばられず年表と事象をよ〈見て考えようとする実

証的で軟性.のある械え

月 bは cdとからんで，調査Rの思考態勢のまH型的な柑i唱となっていると考えら.れる。年表vcXiして

関連的にみるか，広〈流れをみるか，傍線の付近だけ令みるか付，次の指導C条件で述ぺるが一つは年

表の見方の訓練をとおして形成される技能と構えである。もう一つけ，調査Aの先行鮮験κよって形成

きわた構えであり，その基民Vては時代の動さ Uてついての知識があろう。さらK ， とのよう vc~違的rc 見

ても解釈の設階で最初に経験した見方考え方を適用して必らずしも史実vc則して関係(t-}VC考えない傾向

があるととは分析したとお bである。したがって年表を広〈関連酌にみると hうととは， ζ の場合，発

展的統一的vr考える必要条件であるが充分条件とはいわれない。先行経験vcとらわれなし信長の行為

と年表の史実を多断的に関係づけて考えようとする鱗えが絞ましい充王子条件であろ。上記の表Vていうな

ら，年表に対する bの構えと，信長の行為K対する bの組み合わせである。

とのようにヨ考えてぐると， ζの調査Vておける努ましい発I時的統一的な思考1f~勢の存国としては，視覚

[札知識，実証性，多[百件，柔軟性，技能Jなどが考えられ，ζれらが仏HJlj.(七されてはたらぐ ζとが!慌史認

識を深めるために必要である。また，第一印象，先行経j検などは事後のf李総vo在宅な隈係づけの枠ぐみ

としてげたら〈ととあ指摘で含る。

ijQ) 年衰の読み方の傾向

(I) (11の信長の行為に対する年表の読み方の傾向

乱 年衰の続み方を分析する視点、

年表の見方 年表と事象の解釈のしかえ 年淡の見方 年表と事象の解釈のしかた

a 現有史的にみる a I 信長の行為を道徳的情 シ性格考え方を客続的VCI

信長の統「且程の 緒的κ否定する。 ぷナ為。

仰の傍線のととるだ a 2 戦国時代という意識も b 夜j警が11ぷ凶をみお

けが考えの根拠とな るるがより現象面を重 年表の傍線付近だ bl 年表VC~IJさず，現象約，

る。 視し符定する。 けが考えの棋拠と 事会格的Vζぷ考えて否定す

a 3 位指考え方を単純κ考 なる。 る。

え否定《ノ b2 年表VC!!Dさず信長叫絡

をやや客観的vc考える。
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年表と事象の解釈のしかた

b2年表の事項κ民flしてわ

原因という面から考え

る。

b.年表の事項と信長のf

c 広〈時代の動き 格という面から考える。

をみる。

C 1年表に即さず，現象的，

性格的にみて否定

C2年表。て即さず，性格ーや

考え方をやや~鋭的l乞

考える。

C3時代の動き rr位霞づけ

て考える。

c‘時代の動きと信長の性

A 年ま更を関連的K 格という商から考える

冒巨 d1年表(ILji!IJさず現象的，

性格的VC考えて否定。)"

d 小学生と中学生の年表の読み方

a b c d 

a 1 b1 I b3 Cl C 3 d1 d3 el 
. 

a‘ b 2 I b. C2 c‘ d2 d‘ 
，e l 

小学校 34 25' 13 1 1 5 2 。
中学校 28 1 4 14 4 27 。2 

合計 62 39 27 15 32 2 5 1 

年表の見方

年表の見方 年表と事象の解釈のしかた

?年表K即さないが性格'1
考え方をやや客観的V亡

考える

d 3 年表VC，~P して関連的に

考える

.e 
I d.的事項と働性

年表を広ししか 格で考える

も関連的κみる

メ1 e 1年表κ即さず現象的，

「川
v 性格的に考えて否定

e2年表VC即さな凶が性格，

考え方をやや客観的κ
fー

) 
¥、a・ 考える。

e3年表VCiWして，時代の

動三量を関連的Kみて位

¥ム乙ノ
，置づける。

e. 広(， 時代の殻I~R位

f 年表の見方がでた 置づけながら信長の性

らめ。

表 18 

e f 

合計
e3 

e.; 

2 7 1 00 

8 2 100 

1 0 ? 200 

年表の考え方

格も考える。

年表の見方

耳 2 = 1 3.4 

d f = 5 

年表の考え方

官 2 =.3官~ 6 

d f = 9 

P<  0.0 1 

pくo.0 1 

eの項目 2と9 C .R= 2.17 P< 0.05 e3 e，の項目 2と8 有意差なし

cの項目 16・と31 C_R = 2，6 pく0.01 C3 C ‘の項目 5と27 pく0，01 

bの項目 38と28 C.R = 1. 5 p > 0.0 5 

ア づ、学生と中学生とでは年表の見方でも，それをみて解釈する考え方においても明確な還がある。

イ 内容を検討すると中学生は，年表を広(，関連的Vてみようとする eの者や，・年実を縦に広〈見ょうと

する cの者が多h。
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ウ aや bの者は，全体κ対する比が，小学生と中学生κは差がない。中学生でも傍線のととるだけやそ白

の周辺しか見ない者が多〈年表の見方が不じゅうふ'んの者"が多いど~えよう。

エ 小学校だけでみると，年表の見方と して，傍線のととるやその付近だけしか見ない者が 70%をとえ

るから，広〈時代の動さκ位置づけて考えたり，関連的K考えようとする榊えが乏しいといえる。

オ 中学佼では，時代の動きに位置づけよ うとする Cの者が多〈なる。しかし， 50%.t.t上が傍線のとと

るやその付近た'けしかみないから，やはり，時代の動きや他の事象と関述づけて考えようとする縫えが

と I~ しh と いえよう。

カ ζれらの ζ とは，掲示された(1)の事象があまりにもなまなましい叙述であるため年表より，事象の現

象面Vて強〈ひかれたというととも影響 していると考えられる。

c 僻究授業群と普通授業群の相違

ア 小学校では普通授業鮮と研究疫現群Vておいて年表の見方，考え方vcおいて差はない。

イ 年表の見方の時代の動きを広〈みる cの 3人と 11人の比を検定すると有意水準 5%で長会がある。し

たがって，研究投業群のほうがやや時代の動きに位置づけてみようとする傾向が多いといえよう。

ウ しかし，時代の動き K即して考える者となると， C a C. で 1人と 5人になるからもちろん有意の護

はえI:~。便業研究群のほうは広〈見るが， 考える場伶[之主観的K解釈する傾向がるる。

ヱ 年羨の傍線のととるだけを考えの線拠とする狭い先方は普通授業群が多いようであるカZ検定をすると

C R = 1. 4， P > O. 0 5で差は々い。

小学校

a b c d 

a. 0'. I b3 C) C3 d. 

a
‘ 

b. I b. C. C. d2 

普通畏業群 1 6 1 1 4 2 

研究佼業群 9110 7 8 5 

合計 25121 1 1 1 0 4 2 

中学校

い一そ¥群¥¥X号考見¥X  ;方方¥ 

a d c d 

a1 b) 'b'3 Cl C3 d 1 

a. b2 b. C2 c. d. 

普通授業群 1 9 81 1 0 2 81 0 

研究袋業群 9 6 4 2 19 。
合 計 28 14 14 d 27 。

表 19 

f ノG-コ

d3 
. 計

d. 

。5 40 

。2 40 

。7 80 

表 20 

e f 

d3 e， e3 

d‘ e2 も‘。
7 1 

2 8 2 
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年表の見方

1(2 = Z56 d f = 4 P> 0.0 5 

年表の考え方

官 2 = 1 3.0 2 d f = 6 p < O. 0 5 

cの腹自について

見方 3人と12人

C.R = 2. 3 .tく0.05 

合

与百i 

50 

50 

100 

年表の見方

，，'冒1Z32

d f = 5 

pくO.0 1 

年表の考え方

1(2 = 2 1. 3 

d f = 8 

pく0.01 



年表の見方，考え方(1(2群の聞に明瞭な差がある。その内訳を検討すると長業研究若手は傍線のととる

だけをみる者が少なし縦K広〈みたり，広<l-かも関連的VLみる者が多い。

• aの度目 C.R=2.2 pくD.0 5 ・cの項目の見方 C.R= 2. 2 芳え方C.R= 2.5 

とも VCpくO.0 5 ・eの項目の男方C.R= 2. 5 8 8 p < o. 0 1 考え方pく0.05 

② 調査B[2)における年表の読み方の傾向

分析の視点その 2VLi君主づいて年表の見方，考え方をみると次のようになるn

a 小学生と中学生の年表の読み方の相違

a b e 

h実a1....， b， b1"" l王 b.. bs C l -c~e.. c5 1 d 1 -白山~ d6 el"'"匂 e.. e 

小学校 42 1 9 5 5 7 3 7 。 2 

36 ? 3 2 1 1 8 1 1 2 1 4 

表 21 

f 

1 0 100 

4 1 00 

守合計 78 28 8 7 18 1 1 18 2 1 6 141200J 

年表の見方

1(2 =‘2 0.5 6 

d f = 5 

pく0.01 

年表の考え方

1(2 = 2 3. 2 8 

d f = 9 

p < 0.0 1 

Eの廃自の見方，ヨ考え方とも K

p < 0.0 1 

ア f2lの事象 Vて対する年表の読み方佐見方考え方とともκ小学生とL.j.J~学生にけ差があろ。

イ 各項目の比の検定すると中学生は， bの傍線の付近だけを見方向，考えたりする者はのなぜ

c p < D. 0 5)年表を広ししかも関連づけてみ，考える者が多い。

ウ (1)の事象では関連的。て年表を見る者がのなかったカ口)で機κ関連的K昇る者が多〈なるのは，設問v-r，

[LVL対して，と凶う指示がある ζとや， (1)の先行経験の影響があろう。

b 普通授業群と接業研究群の相違

小学校 表 22 

民: b c d e f 

b b へ|ム d e e 
合計

c 
2戸、-， 5 t 、~ ， 4担、_6 真-3 4戸、-6 

普通長業群 22 8 。 2 。 。 2 。 。 ι 40 

研究授業群 ? 9 4 2 d 3 6 。 。 5 40 

合計 31 17 4 4 4 5 
よ

8 。 。 ? 80 
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年表の見}j 年表の考え方 3，のI買日 2 2人と 9人 dの属目見方 2人と 9

官 z ~ 1 4.0 4 官 2 = 1 呪~ 4 8 Cs=208 CR=215 

df=4 df=7 pく0.0 5 P< O. 0 5 

pくO.0 1 p < 0.0 1 

ア 授業研究群は普通授業群と年表の見方，考え方が明瞭K異なる。

イ 項目的に検討すると授業研究群は，傍線のととろを狭〈みる者が少な し 年表を関連的Vてみる者が多

い。また，年表に却 して考えようとする者も多い。

中学校 表23 

ロミ宅
a b c d e 

合計a b b c c d d e e 
1 -、， . 1 戸、-. s 1 ，、，‘ ‘5 A 内 】‘ S ‘1 ，、~ . 1 ，、J 3 . ~. 

普通授業群 24 4 2 4 5 4 。 3 5 50 

研究授業群 1 2 5 y 5 7 2 1 1 50 

合 計 36 9 5 2 1 1 8 11 2 14 4 100 

年表の見方 年表の考え方 aの項目

l{2 = 1 1. 92 官 2 = 1 4.0 4 2 4人と 12人

d f園 5 d f昌? CR = 2.5 

p < 0.0 5 p> O. 0 5 p < 0.0 5 

Eの境目 見 方 3人と 13人 C.R = 2. 7 pく0.01 

考え方 5人と 11人 C.R = 2. 3 p.く0.05 

ア 壬f-き慢の見方は研究長業群がややよいが考え方と!なると有意差はない。

イ 研究授業鮮は広〈関迷的κみる者が多<，傍線の引いたととろだけみる者が普通授業K比べてのなh

(参考文献，注は Vの終わりκ記す)
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V 忠考除多少を形成する指導の条件

1授業研究群と普通授業群との思考態勢の相違

(1) 調査結果からみられた相違

これまで考察してきた，思考態勢につlρ て，授業研究群の普通授業群K対する相違を整玉里すると下表の

よう 1([左る。 表 24 

思、 考 態 勢 中 年表の読み方の傾向 中

" 

① 歴史事象vr対する客観的見方の強 統一的発展裂が多い L:::. 。
正:>. L::斗

さ ④ 年表の読み方の傾向(見方のみ〉 。L:::. 

② 歴史事象を継続的K提示し?と:場合 。。 (1)の場合

の思考態勢一一調査A- (内訳)縦K広〈みる見万が多い 。。
〔内訳)浮動型が少なiハ 。L::与 広<..関連的にみる見方;ウZ多

6. 。
固定型;が少ない t込 。 v、
発展型が多ν、 乙=ミ。@ 年表の読み方の傾向(見方のみ) 。。

@ 年表を提示した場合になげる思考 (2)の場合

態勢の相違一一調査B一一
。£三訟

(内訳〉現象的Kみる者が少ない 。。I

(内訳)固定型が少ない 。，c，. 関連的tてみる者が多い 。L与 l

ー ー ー 一

@I 男三加裂が多い 。L::注 広〈関連的Vζみる者が多加 6. 

多い，少ないは授業研究群 ムld有一意差なし Oは有意水準5%，@は 1%の差を示す。

(2) 学力備差 値の 変化 一一中学校一一

1学期の学力偏差値に対し 2学期の学力偏差値が， 2以内の増減の場合は変化なしとし， 3以上低下し

た場合をマイブてス， 3以上向上した場合をプラスとして，その人数を比較すると次のようKなる。

応同| J刻六学。~期1 ; 5 0 ~6 4 6 5以上

+ 

普通授業群 4 6 5 20 4 5 4 

授業研究群 6 4 6 8 12 4 7 2 

ぷロ>- 雪ロ牛』 10 5 32 8 12 6 
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ムロ 言T

。

? 1 1 3D 

16 19 15 

25 3D 45 

「一寸

合計

50 

50 

100 

X=1.1，03 

d f =2 

pくD. 0 1 

+の項目

C.R=1，6 

P>  0， 0 5 

ーの項目

C，R=玉. 0 

Pく0，0 1 



以上をみると，見方，考え方の変容は知識，理解と異なり容易に有窓1差をもつほど変容しない傾向があ

る。学力偏差値は小学校の診断学力検査が学期単位に診断するには必らずしも適切でなかったので実施し

なかった。中学伎の場合は学刀偏差値の低下する者が金体として多いのは 2学期の指導内容以外の問題を

含むからであるo授業明究群は低下する看が少な<，向上する者が多いが，向上した者は有意差，タない。

そζで，とのような相違をもたらした指導仮設と実践上の問題点を以下K考祭したい。

2 思考態勢を形成するための指導仮説

私たちが指導計画とか指導案というものはいかなるものであろうか。授業をみれば実力がわかる，とか

授業は教師の創造活動であるなどともいう。とのようにいわれるゆえんは授業祭，授業には教師の教材解

釈と児章生徒の活動の予見とがーイ本とな った考えが具体的に示されているからではなカ当ろうか，指導案と

はとのような教材解釈Vて基づ〈客体としての努E材を提示する側面ととれを認識する児草生徒の活動の側面

との刀動的な発展開係について具体的にえがき出したものと思う。いわば児童生徒の学3蔀盈程VL闘する教

師のピジョンを具体的Kえが〈というととである。そとで思考態勢の形成K調係あると思われる学習過程

の諸説を概観してから指場過程を構成する基本的視点VLついて述べるととV亡する。

(1) 学習過僅の構唾VCt謝する諸説

①広岡亮蔵氏，信大附属松本ヰ学校の態度形成の学習過程

ζの研究Vてついては!の学習態度に沿いてふれたが，ものどとを原因や結泉の閥係をなって考えたり，

独創的に感受したり ，<ふうし，創作した t，協刀してなしとげようとする高次で総合的能力を行動的態

まとしてとらえてWる。さらにとれを教科，分野の領域κ則して具体的K分析し，歴史的分野では「歴史

的事態K凶心をもち，史実に則して多面的K究明し，因柴閥係をとらえ，よりよい歴史的事態のあり万を

きわめようとする態度十lp酬をねらいとする。との形成を図る学習過程は次のようであるo すなわち，

いっぽうで問題意識を，問包の所在を求める一一く ・状態，変化過程を求める・条件や闘係を求める

・特色を求める〉一一意味を求める，の過程K分析し，いっぽう問題解決の過程を，巨祝的VL，問題をつ

かむ一一究明し理解する一一問題がわかる，の過程V亡介析し，そのクロスする点から，学習返程を感性的

把握一一本質的把握一一刻実的把握の三段階Kとらえ，さらl吃との各段階を分析している。
(2) 

②小川正氏の学習構造

客体としての教材内容と ζれを認識する主体としての児童生徒の理解構造との間VL会りる刀動的な対立

関係を桔抗性と してとらえる，:学級集団としては，意見の主流，反主流の措抗があるし，さらに，教師の

指導性と学習者の主体性との措抗闘係がある。とれらの対立の統一とよ り高次な問題意識への発展過程を
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学習過程と考える。 ζのような立場から，学習過程としては，まず(1洋習前の子どもの実態把観2)導入段

階1'(;1;'ける筒題意識(3)問題意識の焦点化と共同化(4)展開ーー分析と総合<事実認識(何が，いかなる場で，

どんなし〈みで〉一一関係認識の段階(事実認識の疑問から要因の概述，要因の機能の因呆関係を総合的

κ認識する)一一惰造認識の段階(主体的に構造化し意味づりる段階):>(5)終末段階になげるより高次攻

問題意裁の究見の過程K分析する。

@木戸保氏の学習構造

史実はその時代K存在した事実として(静的存在〉把握するのでなし迫続する流れの中で次代をつ〈

りだす機能をもつものとして把握するべきであり ，それを学習する子どものものの見方，考え方を形成す

るものと して重要な価値をもつものである。したがって，学習の主体者である子どもは積極的K史実には

たらきかげなげればならず，そのためには課題が左ければならな勺あとし，学習時の終わりK既習内容

G昼去)をふり返らせ，次時への発展の予想Aをたてさぜる。その予想、K対して史実(主として教科嘗)

B-一一一一A を提示する。とれに対して児童生徒は.¥ハつ，どとで，だれが，何を，
~ .，/ 

・予f.!!'1¥一一一一一つ史実 といういわゆる 5Wの問いをたて分析する。とのようにしてとらえらえ

・線認識¥μ一一般 た認識が事笑認識であり ，とれをと念目 新しい問題意識が児童生徒に

問題意識 ¥ / 起きて〈る。そとで，さらK史実をつ念ぐ意味を理解するととをと*し

・法員IJ認識B，__'~' て法則認識が成立する。 ζのような段階でさら1'(，過去をふり返らせ，

・新しいこ予想、"1:'ι一次時へ 次時への発展を予想させる ，(: v>うさ学習構造であ~。

以上に共通する点は学習過程の 1つの側面を認識の発展と してとらえているとと，もう 1つの側面は教

材との対立K制 1る課題意、裁のより高次念発展という側面でとらえているととでるる。そして，とれらは

学習過程を考えるうえVて合いて重要な視点であるといってよかろう。さらK 教材という客観的外在的世

界と認識する主体との対立κ訟げゐ課題意識の発展は，認識する主体の関係づげの枠ぐみのはたらかせ方

vc関する問題であり，思考態勢そのものといってよいであろう。とのような点から以下K認識過程と思考

態勢の関係を考察したいと思うc

(2) 認誠過寵と思考態措

lの学習態度の理論的考察にないて，認識するという内面的，媒介的なはたらきを主として心理学的側

面から分析した。との分析した過程と，いわゆる学習過程K問題とされる事実認識，法則認識念どの関係，

さらにそれらと管、汚態勢との関係を本年では一応次のように想定し?と。
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関係づ(')の枠ぐみ +一一 知識 ・理解・1霊験情緒など

〆 い¥
媒介過程 状況}→吻l激→感覚 → 知覚一一思考一一認知一一遥動中継一反応

一1 / ~~倒)
認識の発展 事実認識〈表面的把握一一分析が汁包髭)一一関係認識(変化・閃呆・関連)一一意味杷振(時

(学習指導と川点から)/ ‘ 代性・ 発展)

表面的Kとらえるのでな¥i (史実を前の時代と比較して

思考態勢 |分析的K基本的なととをみ I I変化をとらえる， 他の史実

(学習過程|ょうする， またi広識や既成ト→|との因果関係，他分野の史

'VC辛子げる|の考えと〈いちがう点を追I I実との関連を考えようとす

課題意議)l究しようとする意識 ) ~る意識

'史実を時代の動さに位

宜づげて，その意味を

とらえようとする意哉

特殊の中K時代性，発

展を見る・

認識過程を心理学的K分析すれば，感覚，知覚， 思考，認知などのはたらきに分析でき ょう。そしてと

れまでも考察してきたどと し ζの過程をと診して形成され，し7J'も，との過程の方向を規制する大きな

役割を栄しているものの一つは知識，理解，経験，情緒，規範意識，などの体制化されたものとしてはた

ら〈闘係づげの枠ぐみである。そして刺激の次元，内容の相違と，認識する主体のもつ闘係づりの枠ぐみ

の中の構成要因の力闘係K より ，個性的K異なった多様念反芯を示す己ある者はば〈ぜんと，あ

る者は表面的Vζ，ある者は歴史的にみて，道徳的な枠〈・み，あるいは情緒的な枠ぐみ，あるいは歴史的念

枠ぐみに闘係づげて解釈する。そζで，学習指導とwう意図的な教育活動としては，認識を意凶的に正し

〈発展ぜしめる必要がある。とのよう な点から提示された教材K対して著書実認税，I鍋係認識をとま訴して史

実を時代の動きに位置づげてその意味をとらえる意味把握という発展過程を想定すると とは必要なととで

あろうと，思う。このそれぞれの段階Kなげる認識のはたらきとしては( )の中K示したような要因を考

えたい。したがって思考の主たるはたらきを関係把握であると考え，と¥VC歴史の場合は変化，因米，関連

の把援に重点をかけたい。

との認識を発展せしめるものは教師の指導であるが望むべきは児章生徒がこの過程K沿いて第三段に示

したような思考態勢をもって認敵を発展せしめることである。そこで第三段のよ うな思考態勢を形成する

には次のような指導の条件が必要であろう。

a 児童生徒が教材との関係Vてないて問題意識を発展させながら認識を深めてい〈学習構造の原員IJをのみ

とんで指導過程を構成する。

b その中で，と ¥VC教材提示，それK伴う発問助言を思考態勢の形成κ重点をはいてくふうするo

c 児童生徒の教材K対する停車え〔基本的習慣といってもよい)を形成する。

ζれらKついて，以下に考祭してみたい。

(3) 学習構造からみた指導構成の基本的視点

①歴史認識を深める学習構造
存.

生学習は認餓の対象となる客体としての教材ととれを認識しようとするま体としての児室生徒との相互作
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用tてよる刀謝悦発展l期係である。 ζの両者の発展辿程，方向をつらぬいているものは指導のねらいであ

り，ねらいK向かつて能翠的K学習が行なわれるようK指導するのが教師の指導活動である。そとで教材

として提示する史実の即函ととれを学習する児童生徒の認識との関係構造は次のよう Vてなろう。

教材提示 中心的史実一一-1掲連史実一一一一+歴史的意義

教材但)と児童生側~の
対立関係の発展

G認故の深まりと楳必

意識の発展〉

¥
J
 

¥一¥一¥一

指

導

の

認織過程

事実泌氏 → 樹係認識 → 意時把援

(表面把握一介析的(fC) (変化，因呆関迫) Q時代性発展〉

とのような構造が成立するには，教材提示，発問助言，児窓生徒の出えといった側面では次のような条

件が必要であろうと考える

②教 材提示の側面

教材とはさ学習場面Y(j訟いて児竃生徒が直面する具体的な存在形式をもった指導勾;fl.である。したがって

ある意味内容をもち，しかもある表示形式(具象的(直観教材)，グラフ，年表，記述文，説話など)を

もっている，これをまた教具的側而からいうなら教科書，資料プリント .年表，掛図，スライドなどK分

げるとともできょう。とのような教材は学習の場Kお‘いてどのようなはたらさをすゐものか理解して教材

提示を考える必要がある。

a 教材のはたらき

ア 児童生徒の問題意識を方向づけ発展さぜる。

教材のもつはたらきの 1つは児童生徒の学習の方向づげをし，問題意、救をある方向に発展させる契機を

生みだすζとである。したがって教材のもつ意味内容は指向性をもたなげればならない。それでも 12単

去の例でみられるようK着根点が異なり問題意識の方向も異なるであろうから教師の指導が必要Vとなって

〈る。

イ 児童生徒の既有知識，理解を再構成し技能を形成する。

紀要 42集にまFりる研究結呆を例として説明するなら 6年生の児童K百姓一様の絵図を見せてわかった

ととを書かせると「農民が〈わ，かま，竹やりなどをも ってて武士と戦っているJと嘗いてρ る。次K教科

書の「際に凶する説明文を提示して，絵図について同様Vて書かせると「年貢が重いので下げて〈れと頼ん

だが聞いて〈れないので戦った」と嘗〈。次K説明文の中の年買が重い，ききんなどの機子を資料として

提示し説明を加えると 「年貨がた〈さんとられた!J，不作やきさんが続〈と百姓の生活が濁り百姓が団体

で武士(fC去三貢を軽〈するよう善要求したJときいとの変化をみる，と対象に対する視点が表面的現象的なもの

から現象の背後にあるもの，その複合的なものへと変わり ，それI(C伴って判断の結合様式7?t変わって〈る。

とのように視点を転換させ理解構造を変えてい〈はたらさを教材はもっている。また教材のもつ表示形式

の相違，年表，絵図，地図などは，虫学習をとかしてとれを読む技能をたかめるととはいうまでもない。
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ウ 児童生徒の歴史的イメークを形成する。

知識理解が再構成されるととは主観的なイ メー ジを客観的(fC.単純な イメーヅを複雑な分化されたもの

にする ζ とになろう。さらK教材の表示形式が具象的な視聴覚教材，または具体的資料の場合は印象を深

め，イメ ーヅを鮮明にするととになろうし，内容によっては情緒的，道徳的なものをも含んだイメークと

してやきつげられるととKなる。そして，とのような歴史的イメークが歴史事象を認識するK際して関係

づげの枠ぐみと して大きなはたらさをするととはこれまで述べてきたととろである。

b 史実の提示

以上のような教材のはたらさを考えて認識を深める過程に即して教材を提示するわげであるが，指導の

ねらいから，いかなる史実を中心的な史実とし，どれを関係史実としてと bあげ，その歴史的意義をどの

ようにとらえるかという問題は教師の教材研究K基づ〈教材解釈Kよら左げればならない。

との樹オ解釈に基づ〈史実の選択と配列は指導過程を左右する基本的な問題といってよかろう。しかし，

これは具体的場面で問題にされるととで，とζ では思考態勢の形成という面から一般的な指導仮説を述べ

ると次のようになろう。

ア 中心的史実

その時聞に仔げる認識の中心となる史実である。必らず最初Vて提示されるとは限らな加が，認識を深め

るため(fCは前(fC提示されるのが原則であろう。 これは

・指導のねらいに対して，なるべく典誕的な史実を選ぶ たとえば開国に対しては黒船来航など。

。児童生徒の学習意欲を換起するため(fC，できるだげ意表をつ〈ような内容，または表示形式をもっ。

。イメ ージ形成の基本は第 1印象防甘いわれる。ねらいKそったイメークが形成されるような配慮が

必要，たとえば古代になりる天皇，豪族の威刀を理解させるものとしての古墳など。

。イ メー ジ形成Kも謀題意識の発展のためにもできるだげ具体的な資料も し〈は具象的な視聴覚教材を提

示する。また意味を豊富K含んでいる多義的な教材はいろいろ左見方，考え方の対立がでて問題を発展

さぜやすい。

イ 関連史実

闘連史実は中心的史実の原因，影緯，関連する史実であるc ますと前時代の比較される史実も含む，教師

の中心史実V亡対する解釈の相違によって何を選び，どと(fC重点をしぼるか.(広岡亮蔵氏は解釈の中心的視

点を中心観念、とよんでいる)vてよって異なる面があろう。をた子どもの発達段階によって深さと広が'.!?は

異なるであろう。とれについて原則として

。 中心的史実をその時代K位置づげるには，調達史実は時代の動きの特色を示す史実が望ましlハ

. いっぽう的念立場からのみでな し 多面的に考祭して史実を選択する

前時代からの変化をとらえさせるために既習の史実を重視し活用する

読めば答がでる教材でな〈できるだげ，ヒントになる教材，考える手がかりとなる教材を使用する

つ 歴史的葱義

新しい内容というより ，中心的史実，関連史実が憐進化され，その時代の動きがわかり ，中心的史実が

それに位世づげられるととKより，とれに対する認識構造を転換させるための教材である。主として小集

団の話し合V>，発問，説話などの学習形態による場合;が多い。
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③児童生徒の問題意識を発展させる発問，助言，説現

上記の史実に対する認識を深めてい〈思考態勢は Wで分析したように史実K即して客観的に考えようと

する実証性や，固定的でなく問題場面K即して考えてい〈柔軟性，現象の背後にあるものを考えようとす

る追究性などの構えが必要である。しかし，とれらの要因も具体的な教材K対する学習場面K即して{ } 

の中のようK分析され，意図的K発問や助言などにより指導される必要があろう。

('l:t心的史実) (側通史実〕

+↓ ↑↓ 

f・分析的Kみようとする。 (・前時代の既習の史実と比万

全並習得 :・信機や既成の考えと〈い ; 較しようとする。

話事vc幸子 a ちがう点を追究する。 ・間接的K影響している史

会也容内る

。

す

み
k

味

す

意

と
の

う

ば

よ
と

え
と

考

思

勢
る

態
げ

考

実も考えようとする。

・史実と史実の関係を多面

形成の ・具体的せない点を明らか

ねちい ! にしようとする。

I .背景となる時代の動きと

¥閥係づけようとする。

|↓ 

的K考えようとする。 I
-異なった介野との関連を|

I考えようとする。 )

↑↓ 

(歴史的意義〕

↑J 
( .関連する史実を累カけ

i るのでなく統一的問

! 援しようとする。

ィ・史実をその蒋代の動き

に位置づげて考えよう

; とする。 ! 
・史実を変化発展するも!

ご して考えよ うけ

↑↓ 
具体的，分析的 多 面的 統→旬発展的

ー一一一一一(柔軟な枠ぐみで史実に即して実証的に追究する〕ー一一←一一一一

@教材の表示形式K対応する学習の基本的習慣を形成する

教材はそれぞれ表示形式が異なるので，ぞれに対応して主主習する場合，調べ方として( )の中のよう

なととK注意する，あるいは実施させるようK努力する。

a 記述文用腎(どういう意味か) 変化(-が~になった) 因呆(ので~だ) 関連(いっほう ~

と~とは) 包摂 (ζれを~という)

b 年表 授業を担当した教諭の問題もあり，と〈に中学校ではとの指導が重点的に行なわれた。

年代(いつ) 期間(-から~まで約何年) 変化(-から~へ) 因呆，関逐(自主的K線で結ぶ，

矢印をつげる，白本と外国など欄が異なっても関連づげてみる) (教師の作成した年表の場合は，史

実の闘連，歴史の流れの大筋をとらえるととに注意する〉

C 地図 (歴史の時間でも必らず地図帳を持参する) (;重要な地名がでてきたら必らず地図帳を開。

d 絵図，スライド (感銘，受げた感じをたいぜつVとする，どんな時代の，どふな人だの，と闘係づげ

て見る1

以上の中で，中学校ではと〈に年表と地図帳VC，小学校では教科書に重点がなかれた。
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(4) 学習指導改善の努力点、

との指導仮説は，そのまま実践されたわりでない。最初の観祭期間ではむしろ， ζれまで述べた授業の

考えとは相反する授業であったといってよい。授業研究は授業担当者の授業に対するイメ ークと実践をT上

記の方向へ変えてい〈営みであったといってよい。具体的な学習指導改善の努刀点は次の諸点であゐ。

a 児童生徒の課題意識を発展さぜてい〈ように指導過程を構成するとと

b 教材は伺を理解さぜ，どんな問題意識をかとさせるのか提示ナる目的を明徳Yてするとと

c その時間にあ‘げる重点的思考場前を明確にし，思考を深める指導を意図的に行なう ζ と

d イメージを形成しやすいようK具体的な資料を使用する ζと

e 生徒;ウE異なったいろいろな意見を述べるうような機会を多〈もっとと

る指導過椙の改善と思考態勢の変化

1で授業研究群と普通授業群との思考態勢の相違を見ると情報を与えない場合は授業研究若手のほうが小

中学校とも K明瞭によい結呆を示し，情報を与えた場合Kは小虫学校がよい傾向，年表の読み方Y亡関しては

中学校がよい傾向を示している。以上の傾向の他に学習指導の前.j邑程などで実施した結呆も考察して改

善されてきた点を検討してみたい。

(1) 兜童の記述文K対する構えの変化ーー 士農工商一一

指導仮説として，教材を提示するととは，わからせるととだげでな¥.課題意殺を発展させるととにも

重点をないた。 ζの点に闘する担任教諭の努万は後掲の授業案を参照していただきたいが，乙の結呆，児

童の教材V亡対する構えがどのようK変わってきたか，考察してみたい。

最初の観察期間中では児童は活発ではるるが，教師の説明とか教科書などの権威ある教材となると，わ

からな〈ても，それをうのみにし，制まえようとする傾向が強かった。そこで，指導過程で教科書の言出
、、、 、、、、

文を提示するときは，前記の読み方の指導とともに，わかったこと，わからないととを区別し，わから乏

いととや自分の考えと合わないことは質問するよう意図的に指導した。とのような指導を約 2週間ほど統

げたのち指導の過程の中で次のよう念調査を行なった。

教材 士農工商 1時間

調査のね 教科書の記述文を利用し?と際，それK対ナゐ児童の問題意識の発展を選択肢を使って説べ

らい る。

きびしい身分制度， 幕府が圏内を長 〈治める ことができたのは土 (武士〉と農，工(職人)蕗(商

人)という身分布Ij度をきびしくさめていたととVてよります。武士はいちばん高い身分とされ， み ょう

じをなのり，両刀をさし，百姓 G紙〉や町人強人，商人)を支配しましたo l 
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幕府tt，~量民や町人を診さえるためKとったし〈みがよ〈わかりましたか。

1 とれでよ〈わかる 7人

2 よ〈わから乏い忠もあるがとれ以上深〈しらべる必要はない 7人

3 とれではよ〈わからないととろがある 2 5人

理由

1 教科書KどのようKしたかというととが書かれている。 4人

2 深〈しらべるより，教科書に書いてある ζとをかぼえるととが重要だ 1 3人

5 もう少し，しらべないと，その方法がよ〈わからない 2 4人

5につりた人は，どんなととをしらべなげれば念らないと思うか。(自由記述)

※①どうして身分制度をつ〈ったのか 5人 @土産工商以外の人はいないのか 2人

必@武士がどのように支配したか，具体的陀 5人 @武士はどうして名字を使うのか 1人

※農民や町人はどのようなし〈みだったか 2人 ⑦どんな武士でも支配できたか 2人

~<<@身分制度というととば 1人 ③武士が農民の子になるときどうするか 1人

@無記 5人 となる。さらK学習を進め，上記の記述文VL続〈次の文を提示する。

日本では，むかしからi送業がたいぜつな注業と考えられてきたので百姓は，武士Kつぐ身分とさ

|れました。道具を作ったり ，品物を売b買いしたりして刺益をえる町人は，否姓よりもひ〈い身分

lとされましねとのような土決工尚の身分はかえることができ叫んでした。

との文で農工商の中でitEをいちばん上Kし?と王罪白がわかりましたか。

1 とれでわかった 2 '2人

2 不じゅうぶんだがζれ以上深〈しらべる必要がない 4人

3 不じゅうぶんだと思うからもう少ししらべる必要がある 1 3人

理由

1 事土手4舎に一息白が舎かれている 1 6人

。2深〈しらべるより，乙れをお吋まえたほうがよい 1 1人

5 もう少ししらべないと理由がわからない 1 4人

3 Vてつげた人は，どん念 ζとをしらべなければならないと思うか(自由記述〉

※①商人や職人だってだいじなのVてなぜ決民だげいちばん上Kしたか010人 ④無記 2人

②武士が上のようすをたしかめたい 1人

③商人や職人のようすをもっとはっきりさせたい T人

とれをみると，まだ表面的Kみて，わかったとする児童や調べるよりま?ぼえるととが重要だと考える児

童はいるが，教科書を考えながら読もうとする児童が存在しだしたようすがみられる。そして何を調べる

必要があると思うかという聞いに対する答として※印のような追究してゆげば本質的なもの陀退る考え方

をもっ児童がいるととK注目したい。小学校の場合には，授業研究がすす一むにしたがって，じばしば直観

的ではゐるかもしれないが鋭加疑問が提出された。むしろ教師のほうがとれを生かしきれなかったといっ

てよlρ。

たとえば，江戸，大阪の繁栄の生学習』てないて「京都やその他の都市はどうかJiζのよう K商人の刀が
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伸びたのVL幕府，大名は何もしなかったか」などと次々κ質問がでる。教師が乙の質問を取りあげず自分

の予定したコ ースK強引Y亡すすめるといったような場面がかなりあった。とのような疑問をとりあげて集

団の問題意識とする努力を払ったらさらK効呆があがったと思う。しかし， 反面児童/);学習場面で刀動的

に思考を発展させる備えをもってきたととは指導過程改善の 1つのあらわれであったと考える。

(2) 生徒 の資料に対する 講 え と 指 導 過 握 の 播成一一百姓ー楼一一

中学生は小学生ほど活発な発言はしない。そのようにするのがとの研究のねらいの 1つではあるがそこ

まで到達させるととはできなかった。しかし，内面的な思考態勢では何らかの変容をきたしていると考え

られた。そのような考えから学習で使う次の資料在使ってき学習前K調査してみた。

越後質地殺到(，ぴき物語よ!J)

内容の構成 C文章略)I C )は設聞の意味

調査問題(1) 調査問題(2) 調査問題(3)

ζの /幕府の財政務乏 ~I 代官
1 一一_-::f:=~

現象 1 享保の改革 fー_~J ロ、、一~一一ー質地条目 ー 富燥
百姓の非合法な乱暴一歩 i -~ ""-~ ~-~ '~. ~r_~~ 

の背 |重い年貢 土地の 貧農の増加 、 百姓の不法 の不 探

索 ¥不 作 質入れ 富最長償受人〉な拡大解釈 承認

(1) (どう思うか)(2) (土地を失なった理由 .吉宗が条目をだしが里由)(3) (どう思うか〕

調査(1X2)(3)は解説文をきり離し，読んでやってから記入さぜる方法をとった。

(1)の百姓の非合法な乱暴く→奨>vc対して 普通授業群授業冊究若手合計

現象的Kみて百姓の行動は笥暴で悪い 否定 1 9 1 0 2 9 

2 現象的Kみているが困ればしかたないと動機を霊〈考える 肯定 1 8 1 4 32 

5 社会生活の秩序を守らない百姓が惑い 否定 3 3 6 

4 代官は年貢を多〈とったのだから当然だ 肯定 3 6 1 1 

5 そのころの生活[ζ困った百姓の気持ちを具体的に考える 肯定 4 3 7 

6 ば〈ぜんと時代条件からみる(年貢，身分制度，困窮) 肯定 1 4 1 5 

χ，z=14，68 Pく0，J 5 合計 5 0 5 0 100 

(2)の→擦の背景を提示して設問した結呆，省略

(3)のー撲の直接的原因，百姓の不法な拡大解釈についての設問 普通授業群授業研究群 合計

生活が由ればゃなをえない ー擦の背景を提示

年実が主主:怖からという既有知献にエる判断}しても笈わらない
固定的 2 3 ヲ 3 2 

2 百姓の不法解釈だけを背景ときり離してI切の肯定から否定に変わる 浮動的 6 6 1 2 

5 背景ーをとがして前の肯定的ヨ考えが具体的vcなD視野も拡大する 向質的発展 3 7 1 0 

4 竜王象の非合理性と時代条件からの必然、性とを統ーできずに手l障する 累力日的 1 2 1 1 2 3 

5 時代の条件を鮒見した解決策で妥協しようとする 妥協的 5 6 P 

6 時代の条件からみながら，百姓の解釈もずうずうしいと批判する 批判的統一 2 3 

7 百姓の解釈の非合法を問遁にし，そとから時代の条件を考える 発展的統一 1 0 1 1 
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-ど=16，32 Pくに o5 合計 50 50 1.00 

以上をみると，事象に接したとき，授業研究群のほうは，現象的Vてみてよいわるいに関係づげようとす

る者が少なしば〈ぜんとしているが時代条件K闘係づげようとする者が多い。そして，次Vて→突の背景

や直接的原因でるる百姓の不法な解釈と代官，質受人の不承認の史実が提示されても前の見方や考え方と

変わらない固定的な者が少なし現象の非合法の中に時代性をみようとする者が多い。

普通授業群との比較にか加ては，とのような差異をもつよ うになってきたが，まだ見方，考え方を深ま

っていない生徒がいる。とれを教材として次のような指導過程を慨成した。

本時 百姓ー授

ねらい 具体的な郷土の事例から百姓ー撲の様相や原因を理解させ，百姓一擦の多様院にふれながら

時代の発展vc伴って封建制度の基盤;が動揺してきたととを把握させる。

「問題意識J C教材) (知識，恕解，謀j題意識発展の契機)

制I時 商品経済の発速に伴って武士が窮乏し農村が変化してきた〉

白鶴質地騒動の百姓の非合法な集団行動(くびき物語よりプリン ト①)) 

-------- (享保年間， 直江津付近のできごと，金持ちの家をかそう=やむをえ~い， 悪い〉

「どうして，とのような行動をとった」

〔質地騒動の背景と直接原因(，びき物語より プリント②)と〈に直接原因K着服させる〕

@~侶姓が不的解釈をして土地を取り返そうとした=土地のない百姓が多い)

「どうして土地のない百姓が多 くなったか」

(質地騒動の背景(くびき物語よりプリント②)) 

/幕府の財政務乏→吉宗の改革→年貢の増加1土地の
[ ト →流れる→

〆~ ¥_ もともと恥特，不作 j質入れ

「なぜ，吉宗は百姓に土地をもたぜょうとしたのかl

〔プリン ト②の解杓

ぞとで， 吉宗を¥

質地条目をだす /

。_____-c農民統制のたて直 し，年貢の確保， 単Yとかわいそう ，救なうではない)

「とのようvc不法な解釈をした根本の原因になっているものは何か」

〔プリント②の解釈，既清知識〕

/商品経済の発達4財政窮乏 ¥ 金持ちの百姓 土地を¥i 、¥. ， ~ J'~ .._.， --......，........ _'_''-o，:;< tJ- '¥  

____------人身分制度，年貢制→ 重何年貢不(ドポを売るー貧農の増加= とり返)

「このよう念さわぎは直江津地方だりか」 。 したい

(ー授の年代別発生件数のグラフ，幕政改革，ききんも記入，原因，形態の多様性の説明〕

@ 』 /J//F(享保のとろから多くなる，きさんのとき多川幕末ほど多くなる=武士は因る)

「ー艇が多 〈なるとなぜ武士は困るか」

〔グラフの解釈〕

(武士の収入の基礎は良業，良民の反抗は封建制度の基本的なしくみをぐらつかす)

@印は重要な思考場面で他の史実との関連，その意味をとらえさせようとする思考場面で生徒の見方を

転換させるうえK重要な場面である。ととで謀凶IE欽は生徒が淀起するのか教師が問題として投げかげる

のかという問題があろう。理想的Kは生徒が提起するととであるが との研究ではそのように固定せず数

- 7 3 -



師の提起であ ってよいと考える。重要ii.点は教師が問~~提起してもよいような契機が往みだされている

ととである。すなわち組長さぜたlハ間組意此の方向に，注意，嗣心，感銘，理解，知識が向いている状態

をつくりだすことである。そのためK必援な指導の条件は務柑K対する着服点を指導する発問や助言であ

る。しかし，ζれは一応、一予定されたコ ースといってよいが，その他に毘妥なととは予定しない子どもの発

言から生まれる発展の勢機である。とれに対しては教師が臨機応変Vてとりあげ全体の詞題意識として深め

ていくととが重要である。しかし，あとで例示するようにしばしばそういう発言を無視して予定のコース

Kのぜていとうとする場合が多いので高度の指導技術を~する点であろう。

(3) 年衰の読み万の指叫一一中学伎の場合

刊で分析したととく授業研究群と普通授業若手とでは年表の読み方たかなりの相違がある。との相違は調

査後，授業研究群，普通授業群より 15人ずつ選んで面接した際Vて最もよく見られた。面接ω際，生徒の

ーーも I I 棋にならんで，質問K応じて年署長を読な生徒ρ視線，眼の動きK法意してみで

@ 

叶十@

ていると次のような相違がある。すなわち畏築研究鮮のほぼ半分程は①のよ

うに倹をずっと見る。次に@のように縦に見る。しかし普通授業群のほうは

傍線の引いた時雨となっているL事象の付近を@のようKしかみない。成績上

位の生徒で①の横K見る程度である。そとで，とれはどうかと指摘すると，

ぞれも関係づげてみる必要があると答える見方が多かった。とのような相違

をもたら した指導の条件は担当の教諭が当校育研究所の 「教育実践研究発表会」で発表した「年表の読み

かたの傾向とその指導J(.研究集録 C3) )を参照していただきたい。乙の指導で重要と思われるととを

録音再生の中から拾いあげると次のよう念ととである。

a 年代のみかたを機械的vcOCむ埠と答えるだりでなく巾のあるみかたをさぜる。※印

例開国 T9 C英，仏，露，米がアク7VC進出したという生徒の答K対し)それ仕いつどろ，P7 18 
終

世紀 T10も?少し説明すると 九 18世紀から 19世紀附川てです0 ・・…・さらKよ

資
〈みさせる，孤T2818世紀のwつどろから P28 1 8世紀の終わbどろから 1<;世紀の中

どろ。

b 年表を点としてみるのでなく線として見させるようにする。※印
、./

例りリカの位 T33独立戦争はいつどろ PZS1875年から 83何で奴T
34何年間同る

災 P298年 型式P
30

1 0年間，約 10年間です。 ・・ ・・T36イギリスの市民革命は いつどろ終わっ

たの P31 1 7世紀の末です。※T37アメリカの独立と約何年聞の差;がある。※P32約 10 0年慌

の差(i守口年間Ji約 1世紀だ」の声)

'0 年表の読み方の劣る生徒のためには，説む綱を指示して年表に対する着服点を指導し，縦と械に統む

穣度を形成する。※印

例 アメリカの独立 T35 1 0年間という長い戦争でアメリカはやっとイギリスから独立した。いいで

※ 
すかo P 口々 Vていいですo "'''T36では，本国のイギリスとアズリカ植民地との闘係をみていとう。

.~~ 
P
31 

1 7世紀の末です。机T
37アメリカの独立と約何年の差がある(年表はアメリカの欄とイギリ

スの欄とは分かれている。
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d 年表を縦，横Kみさせて，0る時代の動きを把伝さぜるようにする。※印

例 アメリカの独立， T
46

とのようにだいたい同じ 17世紀から英，仏人が中心になってアメリカ大陸

V亡 概地をつ〈って，いりば次Kどういう ζ とが起とって くるだろ うo P38争い P39イギ リスとフ

ランスはぶつかる T その争いはいつどろ P._ 1 8 5 5年の英仏植民地だと思、います。
JL 47W40  ・1
補 T

48
ぞれだりでいいかね P

41
・・…品、T

49
アメリカの楠だり見てはいりないよo イギリス，フラ

ンスやその他の欄も見ないと P 口kl'LP年戦争というのがあるJIイギリス……フランスI'L

5」※T5日両方附 lじものがあるという ととは， P40イギリスとフランヅ:戦争をした。

市 P43アメ リカの植民地の争加で，イ ギリスとフランスは戦争をしたo 7.'P44その他の欄のプラ y

提
シーの戦いがそうだ， P インドでも争っていたのだ T そうだよ，年表を縦，横Yてよく見る45 ，- ~ v ， ~ ~. ，---，- -51 

ょうKなったね。

e 年表V亡空欄を主fき，それV亡書き ζませたり ，史実と関係する人物とを視で結んだり，着色させたり作

業するととをとかして，縦と械から読む訓練をする。

例 ヨーロッパ人の来航から鎖国主で

ー，・寸 一』 一一ーーー+ーーー 「 吊
...・

'8 7キリス ト教禁止( 明ポ 秀家秀 'EB i川雄隊れ
Iν 

ト
ガス 吉康 田申M・
ルベ

'90 イ

19 2朝鮮出兵朱印船( ン
e 
. 93太閤検地

， 
9 7朝鮮出兵

， 
。。 関が原の載い

， 
00東インド会社設立{1600 リー7デ号到来{オ)一一一 ーー 『 -;;4 

7 
， 
02東インド会社{

ン
， 03家康笹夷大将窓になる '04束インド会社(

I 0 ~ 朱印船 〔 ￥ 

家

10 
'0 9 に 趨館を凶〈

光

， 
1 3支倉常長ローマへ(-)ー ーー
， イギリス船来る イ 'lS武家語法度
1 6外国飴を に制限 ギ

~I 6後金 ( )おとる
， 
1 9キリスト教徒を火1111にする ス

，~ -・回'・・-・ー・・圃--帽園開'

(4)地凶帳 の 使 い 万 の 変化

との努力点も観察をと会して明瞭Vて認、められた。歴史の授業のときはほとんど全員が地図様をもってくる

るようになったとと，重要な地名がでると生徒が自から地図帳を開いてみる傾向がみられたからである。

例 開圏 第 2限 T
33

日本の圏内では閏宮林被が樺太を探検して間宮海峡を発見したね。
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P とのとき地図I隈をだして開いてみた者 11人

第 3限 T
25和親弘約を結び下回と函館の 2港を開いたね。

P とのとき地図帳をだして開いてみた者28人

教科書の文挙Kついては中学校では調査しなかったが，とのような指導よの努刀は恕変形成上からいっ

ても学習の効翠をた7がめるうえでもきわめて重要である。そのためVては教師が教科書を読むときにはとの

よう Kして読むのだとか地名がでてきたら必らず地図帳を開げ左ど，いわゆる調べ万をよく教えて，きび

しく実施さぜる，訓練するととが必壌である。地図帳K対する陪えも，担当教師が地理の専攻である闘係

もあって，日常きびし 〈実施させていた結采に他ならない。

4指導過程Kみられた問題点

(1) 事例 小 学技ふ年一一 揃 国一一

との授業は非常Vて多くの問題点をもっていると思われるので，とれを検討してみたい。

計画の概要 1時世の中のいきずまり 2時新しいさ学li~ 3時開 国(本時) 4時 倒 幕1霊訪

ねらい 欧米器国の変化発展に基づく黒船来航と，圏内の移り後わりとの闘迩のも とで開国;が行なわれ

?とととを理解させる。

「問題意識JG教材) (知識，理解，問題意識発展の契機) 指導案の概要

1 _____ (武士の生活;が苦しく ，一俊も多くなり ，幕府がだんだん念とろえてきた)

「外国との闘係はどのようK変化してきたかJ

(主主手ヰ舎の黒船来航の絵図)

2 ________ (ペリーの浦賀来航，海岸の醤備体命11，(:1本ぢゅう大さわぎ=アメリカヵEきたのが故初か〕

「ペリー来航の前後Kどんな国;ウl日本Kきているか」

〔教科書の外国との関係を示す年表〕

3@_______ (ロップ，イギリスがきている，外国船打ち払い令，オラソダカt開問をすすめている〉

「左んの目的で日本へきたか」

〔ヨーロァパ諸国のブヅブ進出の地図，教科書の記述文)

~(産業革命が行な'われて産業;が発達し ， 原料を仕入れたり市場をひろげるためにアジ7

@ ____~ vて進出してきた。日本へも進出しようとした)

4 rそれに対して，日本はどうしたか一一日本の国内はどうだったか」

(前に提示した年表と対照する日本国内の動きを示ナ年表)

_____ G幕府はだんだんなとろえてきたしかし，海岸を守らせ，打ち払い令をだした)

5 rペリ ーも打ち払ったのだろうか」

(教科書の記述文〕

(ととわるととができなかった。朝廷の許しを得ないで条約を結んだ，→次時〉
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①教材解釈と児童の学習レディネスの問題

開国を理解さぜるねらいで ， ζれを象徴する中心的史実として黒船をとりあげ， し7う訟も，そのIt~金を最

初Vて提示する構想は妥当と思、ぅ。しかし，関係史実として当時の欧対等者国のアジア発展という時代の動き

と日本国内の幕政の主?とろえという 2つのがtれをと Pあげ，この 2つの流れの中I(C位位づげて黒船来航と

開国を考えさせようとしている。 ζの解釈は正しいとしても 6年生の児童が 7時間でとれを消化できるだ三

ろうか，また欧米諸国のアヅア発展を完全Z主主呈解はまず望めないとしても，どの程度足解さぜるととがで

きるだろうか，単にとのように発展していたと事実を知らぜるだけでよいのではないか。

また，黒船来航を中心史実とするならアメリフりの発展I(CI到する史実を提示しな〈て，なぜ。アメ¥)カが

日本V亡きたのかという疑問K答える ζ とができるだろうかなど，.tvcわれわれが指導案を陪成するときに

なやむ教材解釈と児童の学習νディエトスの問題がつきまとうのである。

とのような問題を解決するみちは教師が自分のt日任する児童の学脅過程1([対して正しい予見をもちうる

だけ笑態を把握しているととがまず必要である。また，ブループが指摘するようK特定の教材について教

えるととが絶対K困難だと決めてかからーないととも必要であろうr との場合は，アジアへ進出した欧米諸en 
国の動きを出界史の流れに位i丘づげて理解させるととは絶対困難であゐ。しかし，産業革命をとかしての

発展は理解さぜるζ とが可能であろう。むしろ，4の日本の国内の勃さをはぶいてアメリカの日本へきた

わけを解説するほうが開国の背景を理解さぜるk主ですぢがとなりわかりやすかったと考える。

②教材を提示する意図の問題 ※印

1の外国との関係はどのようK変化してきたか，と教科書，黒船の崎絵を提示する。そζで，

T1わかる人から聞いてみよう T君，P1 アメリカからペリーが日本にきて，浦賀I(Cあらわれたときのよ

うす，武士がさわいでいる T2ほかKまだないか 九日本の武士が判齢、ら改めてくるのが惑いから

戦いの用意をしている T， M君 P 日本はまだ外国K行ったととがないのに黒鉛が日本I(C(る日本よ.5 ，_ .5 

h何倍も科学が進んでいる桶P4大きな船が外国の船で小さな船が日本の船，それを見ただげで日本が鎖

※T 
国している問医文化の遅れたととがよ〈わかる..."....， ~ Ll うん，日本の武士たちが海を守るため1([， ほら土

のうを作ったり，箪総を比べてみると小さいなあ，それから日本人はみわてて何かかずいている人大砲を

見ている人，いろいろあり玄すね。じ平あ，そのようI(C来たのはどこの船か左，どとの紛だげ君 九ア

メリカ合衆国，※T
5あっそうか，771jカの船は日本のどこへ来たのかな P全員浦賀 ※ 丸 心ぁ，

とのとろね日本;へきたのはブメリカの船ばっかりだったろうか，まだ別のものもあったろらか， 止=2の

年表提示Iてはいる。

乙の巡程で T.， 
T_ T の指導をみると，子どもの考えを深めていくより，教師が意凶する方向に

.4'-5 ' -6 

強引1([ひっばっている。もしT の方向へ子どもの意識を向げたげれば 柏絵の武士?とちのあわててい
6 -" ，. . ~ " -.~~'-~. .--"_--，， -._， 

る状態ゃ戦かいのしたくなどK着服させ，なぜ，との ようtてあわて，合戦のした〈をするのか考えさせ，

日本は鎖国をしていたとと，外国船に対して打ち払い令を出していたととを説明しょく理解さぜるととで

あろう。 ζのような理解状態に於いて，はじめて，なぜ打ち払い令を出したのか，という問題意識発展の

契機が生みだされ幕末の諸外国の来航という問組K発展してくる。教材を提示する場合(1[，前の発展を受
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げつぎ，次にどのように発展さぜるかという前後の関係から提示する意閉会明確Kしでかかないと児童の

諜遁意識を深めていくととKはならない。

③児童の提起する問題V亡命かまい左〈強引托教師の意図する方向K引っばってい

く指導 ポ印

2の年表を提示してからの問答の一部をみると次のようVとなる。 T12イギリスがきた.iちがいあり

ませんか P10ロシアの使いが北海道iて来たo T13
ロシアの船も来たってね，どとへ来?とね，P11北海道

T14そうか，日本の北海道K来光，そうか，その他V(，P12
オランダの国王が闘国をすすめた，T

15そう

か，オランダの国王が嗣因したらどうですかとすすめてきた，Kさん P13
わかり ません。※ P14先生，

鎖国をしているときも中固とオランダだげとは貿易をしていたのでしょう。それなのv(なぜオランダが関

※ー国をすすめたのです1か T16
オフンタ・がなぜ;開国したほうがよいと十すめたのか，という同組ですね。

その他I'LTさん，P
15わかりません T17注意書きみたいなととろも注意してくださいo どうですか

P16フランス 他の児童口 k V(いいです。※T18フランス，それからオラソダもきていたね，それでは旦

本へどんなようにしてきたのか.スライドがあるので様子をみてみましょう・・・と3の段階へすすむ。

以上の過程で※印P
14

の発言は教材をよ〈見て考えたよい発言である。 とのようVてヨ考える態勢を形

成しようというのが私たちの目的であるoそのためには，とのような発言念とりあげ完全体に投げかげ，

とのような疑問が実は重要な意味をもっているのだというととをJ:<教えていく ζとが重姿である。しか

し，教師はそれを無視して，自分の予定しているコースK強引Kもってい〈過程が※印のT'6 T
17 

T
18 

にみられる o P14の発言は，とれをとりあげて追究していくなら当然オランダ国王がなぜ勧告したのかと

いうととから，そのとろの欧米諸国の発展の様子h と教師の意図する方向へ学習が進むのであるが，との

場令は自分の設定したレーノレ『てのみのぜようとする固い指導態度がみられる。子どもだりでな〈教師自身

も柔軟な思考態勢をもたなげればなら念い。

④しかし，次の進め方は，前より余程よい発展のさせ方である。だが地図を提示

してからの発問がやや平板的である。 ※内j

3のヨーロァパ諸国が，アジアへ進出した様子を示す地幽を提示してからの発展を教師の発言だけを拾

ってい 〈と次のようKなる。

T19
ロシアはどのようK日本K来たのか，よく見て〈ださいね，T2日ロシア，ロシアってどとだ，T

21 

今のゾ速ととだね，T
22

イギリスはどとだろう ，T
23

フランス 見えるかな T
24アメリカはとう来たね

T25
日本のどとへ来たといったね T26r甫貸あ Lそうか T27ロシアはどう来たといったらいいだろう

T
28北海道から米たといったね，北悔道の役人や日本の人たちは長崎へ行って相談してくださいといって

帰しま した，そζ Kはでていないが長崎へ行ったんですo T
29それからイギリス，とζですよ，どとへ行

った T30
植民地つてなんだ T31インドからど乙へ行ったの，清，今の中国だね・~2 フランスはどう

した， T33とのあたbだね イン 卜γ ナ，インドシナから中国，それから日本ときてるね。 T
34

との地図

をみて，何かわからないところや，不思議K思ったととろがない ※ Pなぜ，イギリスみたい念遠いとと
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ろからわざわざ日本へきたのか，近〈のロツアなどと貿易していればよいのに ※T35そのわけだれかわ

からな加，君5う思う o T
36

わからない，では調べて加 〈必要があるかな ー.Eうするo p 口々K調べ

ていきます， ヘ7日本へ何しKきたんだろうな，どう してきたんだろうな，さて面倒!窓口町ったぞ，

先生もよくわからないね，闘ったな，教科舎を見るか，教科手干の 10 0ペーヅをみよう。

⑤発問するととだけ が 考 え さ せ る の で 衣 <， よ〈説明 してやるとともたい せつで

ある。

提示された教科書の記述文

・ーアジアに多くの植民地をつ(るようになってwました。とれらの国は産業革命力2行なわれて，新

しい工業が発達し，原料を仕入れたり，生産品の市場をひろげたりするため，アクアへやってきてい

たのです。

T
44

ぞうするとわからないととが 1つφるんだがな，先生 1つわからなlハととがあるんだが，とれ，産

業革命って，なんのことだ P38産業革命って，あんまりわからないけど手工業から機械の工業Vとかわる

とと T
45

その，と念り名前忘れたo P
39産業革命というのは今まで手でやっていたのを蒸気を使って機

※ 
械でする ことじ宇ないですか， T46今まで手でやっていたのま機J械で作るというような工業のやり方K

※ 
なり，変わったととを産業革命とい うんだと ，いいですか P40はい T47そうするとどうなるんだ，

これらの国々はみんな機械でやるようKなったんだよ，思ったととをいってごらん P41ゃっばり機械を

作るにも原料がいるでしょう。その原料がその国(1(1.r: (て日本Vてあったんでないですか，どうしても日本

vc..... 放 T48臼み:v亡原料があったのかな，機械を作る鉄なんかが P42なくてもあったと思ったんだ。

※
T
49 '鎖国をして口本のことは全然わからないか，東方見開録7j:んかによってあるんじゃあな怖かι思

ってやってきた。そういうこ となんだね。 P43アメりカ.イギリスなどは原料がなくて.アジアという所

はまだ文化が発達していな くて，原料が多 〈あるので少しの金で原料を買いKきたのではないですか。

※P44はじめKインドvcやってき予とんだがインドKもなかったから日本κ原料があったから，そのよ鎖国

※ 
をしてどとの固にも売っていないからLSくぞく と日本へきたのではな加か。 TS2ぞう思う入手をあげ

て〈ださい。それよりちがうと思う人，はい， P4S日本全向分の国の手下Vとして自分の国の刑益になる よ

うにするためにきたと思う o TS3そう加うのをなんていうの P46植民地 TS4植民地V亡しようとしてき :

たと思う人，…・・はい，まだ別の人ないか，P47植民地にして高いねだんで売りつけるためKきたんで念

己主主1J'，TS4そうすると品物を売りつげるためVてやってきたと思う人， …・はい，日本の工業は，その

ころ手で P48手で作っていたo T55だから品物がたりない，産業革命でマきた製品を売りにきたo市場

※ 
とするために臼本へきた PS6日本は鎖国をしていたでし ょう。そんなことアメリカやイギ リスが知って

きたんですか砿 P57そのとろ幕府は沿金がな 〈て品物なんか貿・われないんじキないですか，買うと したら

※ 
大阪や江戸の大商人ですか TS8そう ，そのとろ日本の国内も幕府が生活K困っーていたね，そのとろ日

本の圏内はどうだったかな… ・・白木の圏内のようすの学習へ，一一一一一 以上の学習をみると，教材は欧

米諸国がなぜアジアへ進出したか説明したものであるが，T47の指導をき っかげKして，なぜ日本にきた

のか，が問越の中心になる。そして傍線のようないろいろな主観此な意見が対立してでている。それらを

聞いてから次の学習K入っている。しかし，児童の主観的在意見Vて対する教師の指導がほとんどなされて

- 7 9 -



いないととろに大きな間idがあるo少念くとも， P41の発言をすぐとりるげ念いで，a，欧米諸国のアジ

ア進出の時代背景を解説する(完全な理解を要求するととは無理であろう)。次VC，b，なぜ日本Vてきた

のか，意見を言わ4全米国Vと重点をお，¥("¥て解説する。との二段階が必要であろう。むしろ解説のみでもよい

場合があろう。しかし，児童が ζの程度の意見が述べられる左ら，これらの対立点を明瞭vc指摘して考え

さぜる ζ とも課題意識を深めるうえK効呆;があるかもしれないo との指導では傍線の素朴な主観的意見1]1

客観的な史実K接するととな〈次の学習κ進んでいる。※印のT
46

T
47

はもう少し解説すべきであろう

し，T
56

も意見の相遣を明瞭Kして解説すべきであろう。児童の※印 PS7 PS8 のような質問はいかVCも

子どもらしい質問であるが，とれらにも答えてやる配慮が必袈である。

以上を児童の函からみるなら発展の契機Vてなる発言や応答;が比較的多いが教師の指導としてとれを客観

的な方向K深めていくという点では問題のある授業である。そして，その失点は， ζの場合，教材研究の

不じゅうぶんなため提示してもそれを素材として児童の忠、考を深めるほどK使いとなぜ左かったととろ』て

あるといってよかろう。

(2) 事例 中学校 2年一一開国 一一

単元近代日本の成立予定時数 13時間目標略

計画 日本の開国 3時間< 1日本Vてせまる欧米の国々 (本時) 2開国への歩み 3不平等条約〉

幕府の倒壊 5時間明治維新 5時間文明開化 2時間

本時 日本Kせまる欧米の間々

ねらい 臼本;が嗣闇をぜまられた背景となる国際情勢を理解さぜる。

指導過程の構成

「問凶意識J (制オ，活動) 伎口議理解，発展の契機)

1 r日本が鎖国をしていたとる，ヨーロァパではどのようなととがなきていたかJ

(年表と地図，く後掲>，既留事項の確認〕

2 _______ (市民革命，産業革命，海外進出一一植民地の獲得〉

「ヨーロ yパの国々はいつどろ，どのようにアジアへやってきたの刃サ

(年表と地図，作業， どとの国が，いつどろ，どのように)

3~(露， 英， 仏， 米刀. 1 8世紀から 19世紀にかけてアげに進出して枕)

「日本吋まどうか」

(年表と地酒，作業， どこの国が，いつどろ，どのようvc)
. 4~ (露，英，仏，米が 18世紀から 19世紀Kかげて日本K進出してきた〉

「ヨーロッパの国々がとのとろアジ7へやってきたのはなぜだろうか」

〔年表とI也図のflF業結呆〕←考察の視点(イギリスではどんな工業が発達したか，ぞうする

と何がいるか，大量K生産するのはなぜか，大量生産しただげでもうかるか，どんな考えで

海外進出したのか，植民地を多くもてば本国はどうなるか，本国は植民地をどう扱ったか，

どのよう念考えでやったととか，ロシアtt，太平洋に立ったアメリカは)
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5 _________ (原料供給J也，製品の市場，植民地，国刀伸長，ロップの南下政策p 米国の凶j隻〉

「アメリカが日本に強硬に同国を拍ったのはなぜか」

(黒船の写真，地球儀，教科書〕←考察の視点〔アメリカから臼本吋まどとを通ればよいか

ペリーはどちらの航路か， 速い商~り航路をとったのはなぜか， 太平浮を渡ってどこと貿易

しようとしたか〕

6@  _(黒船の性能，酋廻り育協，中国貿易への寄港地，北太平洋の捕鯨〉

「欧米諸国が日本;に開国を泊ってきたのは，当時の世界がどのように勃いていたから沙づ

(本時の岩手習内容の概指，パズ〕視点(市民革命，建築年命をへての変化は，どんな産業がど

のようVC，社会はどのように変化したか，そのような社会のしくみを何というか，産業を発

展させ園を発展させるためにどうしたか〉

(工業の努，遠に伴って資本ヂ義社会へ，海外発展へ，l正界の白色κまきこまれた日

本，臼本はどうしたか〉→次時へ

①指導過程の構成を左右する教材解釈

思考態勢は中心的史実を多面的VC;i号ー察し，その歴史的意味を把握する学習の積みQねをとおして形成さ

れるといってよい。しかし，何を中心的史笑とするか，その考祭のやま場をどζKするか，という決定を

左右する最大の袈因は数材解釈とρ ってよかろう。との授業は市内の中学校に対して公開された授業であ

るが授業後最もi制凶Vとされた，点は中心的史実，思考さぜるやま場をどこY亡するか，という問題であった。

その論点を上記の指導過程と対比すると次のようになる。

中心的史実 ヨーロyバ諸国のアゾア進出 | ペリ の来航

思考のやま場 4のヨーロゴパの国々がアヅアへ I 5のアメリカが日本に強硬に闘国を迫ったのはな

やってきたのは左ぜか | ぜか

意味把握ー 日本K開国を迫った乙ろの世界の | ペリーの来航をそのとろの世界の臼きK位置づけ

政き | て意味を考える

問題意識を発展させる順序 12345 I 順序の 1f71j 24135 

一般的κヨ考えるなら，むしろ右のほうが妥当と思われるコ ζれK対し指導過程1:織成した社会科部員の

発想、として，ここで再度欧米諸国のブヅア進出という時代の勤きをよ く珪解させる ζ とが，アメリカのア

ジア進出を理解さぜ，その 1っとしての黒船来航を位t_'tづける広い視野を与えるととV亡なるという考えと，

前の小単元のアジアの植民地化が配当時数では生徒の理解;タ不じゅうぶんであったとと念どの理由が説明

された。間越は日本の開国，という小単元で，伊iを中心史実と し，それを解釈するためVて何を則違史実と

するかという教材解釈が指導過程を左右する決定的意味をもっととをとζで指摘してま?きたい。そして，

との問屈は日本の開国を世界史の流れVて位置づはて考えさせようとする点では問機であっても生徒の問題

意識を発展さぜるKはどちらが大きな勃機づげとなり，方向をより明確にするかという問凶も含んでいる

といってよい。
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②中心的史笑を示す教材の表示形式，質の問題

舟導仮説で述べたように，中心的史実が最初I'L提示されるとは狼らないし，どのような表示形式がよい

と断定するととはできない。 しかし，できうる限り具象的な祝聴覚教材を刑期して生徒のイメージを形成

する ζ とは以後の認滋過程の方向を規定したt.史実を位ii:tづげるうえK大きな役割をよ長すととはとれま

で述べてきたととである・それとと もK生徒の意表をつくとか，衝撃を与えるという ような性格の側面を

もっととは生徒の諜A意識を強めるだげでな く， そのf:lJ設に対する態度認容を図るうえにきわめてn裂な

ζ とである。オルボー トは態度変容の 1条件として，ある γヨyゾを受けることをおげているが教材(i(接し

たときに生徒がもっ潟きとか感銘というおのを相当百;見すべきであろう。そのような意味で本時の中心的

「欧 米 の ア ジ ア 進 出と 日本」

日本の対外政策(空欄)
' 

' 1 ' 1 E ' t ' t 『

' 
1 850 180 0 1 7 5 0 1 7 0 0 

時
.代

，c// 
67 58 54 53 44・ 08 92 . . . . 

4 日
大日 日ぺ (7)天 l勝似) 室わ)る究 国 る享 冗本

米米リ 償保 をフ Vとラ 政 保

政遥和 l 球の 主fエ きy の
i{J，も

の
識と

商親浦 V亡改 そ 1 たク 改 時 改 時 の

Z長条条賀 く革 うト るス 革: 古車 ~I 
約約 I'L る ソ マ は 代 は 代係

還 τZヨコ ;/ じ じ
る Z史Z写 根 ;l: ま

77 61 53 42 40 . 89 75 . . . a 

V仁川 る的(7)仲I) ~中) 領“) Tlる(7)い/---..JイJ 十m 島炉)

すイ 南 ハ F毎ア ヅ フ 数〉フ"(7) て=A 占カ 名界.
るン 北 ワ京へ て/ フ rr ライ 州ギ 領ム

ド 戦イ政 y ガ ン 戦 成リ チ
のッユ/ 誉 |

を 争 を 策 戦 ポ ス さ毎 シ ド エLス ヤ E治
槌 は 併 争 大 は で 宅見 y 革

き
民 じ合 1(. 

. 
の会 北 カJレ

】

地 ま 占 命 ま 戦う 米 半 命

' 
、 1 ' ' l' ' f 8 1 1 E 

1 85 0 1 8 0 0 1 7 5 0 1 7 0 0 

一一 一 一 --一一 一 ← 一一一一一一 一
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欧米のアジア進出(1 8~ 19世紀〉

史実として散初I'C提示した年表と地豆!のうち地図は適切な配慮、であったといえよう。しかもアクアだけで

なく世界全国Kした点は生徒のイメ ージを世界的なものV亡するという点でよかったと思う。しかし，上の

対照年表は必要ではあるが，最初V亡提示する史実としては抽象的で必らずしも適切でない。披初vz:提示す

るものとしては当時の日本の先党者，ある加は国民が.とれは容易でない，という緊張した気持を伝える

史実が提示されるほうが，よ b自分をその時代Vて;かいて外国をみようという借えをもたぜる・でるろう。

とのような点ではとの授業が世界列強のアジア進出とその理由K重点をお噌，その中K日本音?位置づげよ

うという構想であるため，此初から地幽11(よる作業，年表でどとの国がどとへ進出したか，という進め方

になって，いわゆる動機づげがじゅうぶんでなかった点が惜しまれる。

その点では専問書でないかもしれないが，読売新聞社の「臼本の歴史」や中央公論社の「日本の歴史J

などの記述のスタイル，書きだしなどK注意してみるととは案外参考Kなる場合が多いと思う。

②教材提示の意図と教材内容の関係一一教材選択の問題

教材は前述のどとく生徒の知話器，理解を再構成したり .問題意識発展の方向づげ，契機を生みだすはた

らきをもってWる。したがって逆K教材として何を提示するかというととは，どんな理解をさぜどんな問

題意識を発展させようとするのかということによって決定されるといってよい。たとえば問題怠識の発展

4の「アメリカが臼本K強獲に俳j国を迫ったのはなぜかJvとないて，発問，説明，教材な戸の順序をみる

と次のようになる。く 〉は教材
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ペリーが浦賀~やってきたのはどとを通ったと思うか一一大西洋か太平洋かく地図を見させる〉ーーそ

の航路を池球儀で説明一一航海してきた船の説明く黒船の写真〉一一わざわざ長い航路をとった理由

は何か一一期初性能の説明ーーなぜ大西砕をまわったのか一一ペリ ーが強い態度で開国を要求した

のはなぜか一一清と貿易する船の寄港地と して一一北太平洋の捕鯨の要求

とい うl願Vとなり，黒船の性能から対清貿易のためK寄港地を必警告とした過程についてきめ細かな指導が

行念われている。し7ウミし，との教材提示の目的がペリ ーが強硬に阿闘を要求した理由を理解させ，ζれま

で学習した世界史的動向に位ιづげてその意味をととらえさせよ うとする左ら，もっと包括的なアメリカの

動き ，ペリーの個人的な見解などに関ナる資料を提示すべきではなかろうかoたとえば，大統領フイノレモ

アの親書の抜粋やペリーの海軍長官ケネデイあての手紙の抜粋などのほうが当時の米国の発展，闘国を婆

求する理由，ペリーの個人的見解などをよく示し，世界の肋きに問題意殺を発展させる ような内容を含ん

でいると思う。 ζのように教材選択の問越は，児童生徒の見方考え方を深める上K大きな影けをもっ !-U~'Jiゅ

条件の 1つである。そのために教材研究用と して，できるだり多〈の資料集を備えるとともにできるだげ

専問委とかくわしい通¥EXL目をとなしてb く乙とが必要である。

③史実 と史実 の闘係を多面的に考娯させる思考のステジプの問題

関係認織の段階では，変化，因米，関迩など史実と史実の関係を多面的K考えようとする態度が必要で

ある。乙の点K闘し， 3の段階の「ヨーロ ッパの国々がとのとろアヅアへやってきたのはなぜだろうか」

にかげる発閣と応答の関係は次のようである。

T…・・・ヨーロ ッパのIA々が左ぜ 18Cから 19 C¥'(かげて同じころブクアへやってきたのか P植民

地を広げようと思って，p私もそう思う n 1華民地をつくって貿易，商品を売り込む目的で Tそうす

るとさ…-イギリスを例にとると産業革命が行念われたあとどんな工業が盛Kなった P紡績業，

Tぞうするとアジアへ進出したのは何をもとめKきたのか P原料 Tもめんを!乍るには何を原料と

した P綿花 Tもって帰って{lilにするの P本国で製品にかえて，それを植民地K売り込な T売

り込むっていうねらいは P自介の収入をふやすため，原料を買ってきて作って売りだすにはな金を

高くして売りたいo Tだれが儲りるの Pイギリス Tみんなだれだと思う 商人……以下略

との過程が以後もかなり続t。これは産業革命以後の工業の発達，と国外への発展のむずかしい関係をと

らえさせようとするため意図的K細か〈ステ yプを〈んだのであろう;が，乙の問答では生徒が既習の知識

をはたらかして推理するなり，多面的に考えようとする余地がな〈なり機械的，断片的な応答V乙為、ちいる

危険をはらんでいる。問題は 18世紀から 19世紀にかげでなぜ発展したかという問題なのであるから他

の産業，文化，政治などの総合的な年表を提示して，考えさせゐという;上うに，手がかりとなる教材を与

えて相当大きなステッブの発問のほうが生徒の思考を発展さぜる学留に在ろう。

④思考させる同のと D方の問題

との点Yとついては披初の地図と年表Kよる作業医時間をとり，時聞が少なく在ったせいもあるが，発問

してから答えを要求するまでの問のとり万がきわめて短いことに気がつく。参観者のるる 1人の意見I'Lよ
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れば域も長くて 7秒ぐらいであっ7之?という批判もゐったが，封交的(1(いって，たしかK思考させる余裕

が少なかったとv.えよう。 fd、考態勢をのぞましい方向Vて変容させる点からも思考する余裕をある程度与え

るζとが必要である。しかし，霊裂なるの場面をパメにするなど慎重な配慮も払われている。

コ思考曜勢を形成する指導の条件

(1) 設業研究の反省

乙の研究にがりる授業研究の仮説は思考態勢形成のためにるる特殊な方法を用いるものでなく，学習過

程を教杭と児童生徒の相互作用に基づく力白的な発展開係として考え，ぞれを効投的にするための教材提

示，発問助言，教材の表示形式の相違に対応するさ学習の基本的習慣(構えといってもよい)の形成K視点

を合き授業改善K努めた。とれは態度形成を中核とするさ学習指導の基本的一般的な改善を図ろうとしたと

いってよい。との結以はとれまで分析してきたどと〈授業研究群が普通授業群に比べて，すべてにわたり

有意差を明瞭(そもつほど見方考え方;ポ深まったといラわげでない。しかし，調査や観察をとがして明瞭iて

いいうるζとは次のようなととであろう。

小学校では紛E調査でとらえられた児童の考え万の傾向はすでに述べたが学習場面にかける行動として

はっき Fとらえられるほど変容したのは教材に対する児童の取り組み方で，問題を発展させる疑問，意見，

対立する見解が次々に展i掃されたととである。そして，ζれは担任教諭があまり与えようという意識を持

たず，児童VL矛きえきせよう，発言させようという個性的念指導法とからんで形成された，といってよい。

し今し反面，自由に発言する主観的な見方考え方が，どとかで客観的な史実に接してきびしい転換を迫ら

れるといった場面が不足したととは問題点で分析したとかりである。

いっほう中学校では年表の読み方，地名がでてきたときの地図慢の利用など授業観察をして加て明瞭K

気づくほど態度形成がされてきた。ちょっとした解説ですぐ年表K線を引いたりメモをするという光与が

みられた。とれは担当教諭が地理専攻で需に地図の芳IJ用K気を使っていたとと，年表指導を本年は;研突し

ょうという問題意識があったととなどが大き〈影ザしている。反面小学校に比べて生徒が問題を発展せし

める発言や質問が少なく ，行tJ;的では受げ身の学習の域を脱するととはできなかった。

とのζとを考えると児童生徒の;湿度というような長期間にわたって形成されるものは，ねら仰が全部達

成されたわりでなし教師の個性的念指導，重点的に努力した点と合致したものが強〈形成されたといっ

てよいoその点では授業担当教諭の個性をじゅうぶん生かしながら，反面Ll改善すべき点への助言が不足

したととが反省される。また，研究員の学習指導論を授業担当者にιゅうぶん理解してもらい，さらK批

判してもらって理論を修正するという過程が足らなかったとと，指導仮説が一般的になりすぎたため鋭角

的な授業研究Kはなりえな7トったととなど反省される点である。

.しかし，指導の仮説が基本的なととであったiJ、ら，担当教師の授業VL対する基本的な儲えを変えた点で

は効公があったといえよう。その一つは教材研究を工り深めて悼とうょする姿勢で，基本的な参考文献へ

と指向する償えであり，もう一つは，子どもの討さを見つめる眼がより鋭くなり， 指導案作成にあたって，

子どもの悶きを複数として予想、して加くはえである。とのような指導態勢での指導期聞がもう少し長くと
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れれば子どもの足、考態勢もさらに変わったのではないかと忠、う。

(2) 思考窓勢を形成する指導の条件Kついて

以上の点から，思考連坊を形成する指導の条件としては基本的な:学習過程の原理に基づく指導の条件を

まず考え念りればならないG とれらの条件Kついて授業研究をとかして考えられる諸点は次のようなもの

である。

a 教材解釈刀を深める

ア 教材研究Vてあたって中心的史実として何を提示するか，それを解釈するにはどのような史実と関係、

づげて考祭さぜるか，思考のやま場をどとVとするか，など絶えず主体的K考えていく態度

イ できるだげ基本的な参考容により，史実K対す7る見方，考えJ与を深めてい〈 態度，よいポピュラー

な通史な ら幸子きだし，記述の慣序，使用している史料など(1[も注意する。

ウ 提示の昔、図?~)~明徳でも ， 過した資料が手もとになし材料を与.えないで考えさせた þ ， 不本意なが

ら適切でない資料を使うという場合がある。最近は資料集も多くなってきているので，できるだけ多

種類のものを備えてなさ ，自分の個性Kあった資料を作っていくととが望ましい。よい資料集があれ

ば，ぞれを子どもK個人どとK持たぜるのも一つの方法である。

b 児童生徒のさ学習のg;:hきをみる阪を深めて指導する。

ア 教材Vと対する反応を複数以上予想するととが必援である。予想、は教師自身の解答であって子どもの

ものでなく ，しかも，その路線Kのぜとうとすると，児童生徒の思考が生かされた形として発展しな

い。そして，見方，芳え方を形成する重要なきっかげを失なってしまう。したがって複数以上予想し

て，その意見の対立を授業Vζ主主かすととが考え方を深めるととになろう。

イ 見せたから，話したから意図するよう(1[見たb附いたりしているわけでない。 r見たいととろだけ

見てJr聞きたいととろだげ聞いているJのが感度の本質であるo したがって，重要な場前ならそれ

を言わぜにその相違を明確にして討議さぜるか，とのように見てもらいたい，というときは着眼点

を指導するζとが必要である。

ウ 児童生徒の先行経験Vてよるほえはプラスのl街とマイナスの面;がある。寸交的な予想を早くたてると

とはできるが，それを修正したり ，史実K即して考えるはたらさを阻害する点がある。ステレオタイ

プ G盟Vてはまった見方考え方);が予想、できるときは，意表をつくような教材提示が必要である。

エ 児童生徒の反応ti個人的にはよ〈考えて反応したり ，脈絡がついているわりでない。発問のステy

プをあまり細かく分析しすぎたり ，忠、云きする余裕をじゅうぶん与えなげれば， 機械~必訴片的な反応、Vと

なり ，見方考ーえ方を深めるというととKはならない。

c 内容だりでなく ，方法も基本的なととはよく教えて訓練するととが必要である。

ア 態度は自然と形成されるだげでなし教えて訓練するととによって形成され，非常に徹底すれば無

意識に行動する習慣となる。と((1[教科書の記述形成をよく説明してなさ ，記述順序が年代的順序で
。

ないから前の記述と比較対照するとか， ので。 で結ばれる文のときは，なぜ，その主うな閥係が

あるのか考えよ，などのような調べ方を教えて.訓練してい くととが必要である。教師が絶えず注意

し，きびしt指導していげば相当効執があがり，態度形成の電妥な条件となるといってよ加。

イ 観点を換えて考える訓練をする。 ζれも教えて，ある程度訓練するととができるであろう。政治の

ととを文化の面から考えさせる。民衆の立場から考えたら支配者の立場から考える。時代の勤きから
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考えたら人物の雨から考えるというととの必要性を説明し，控業で発尚，助言1'(注意する ζ とが重要

である。

以上は学習過程の指導という側面から授業研究をとなしての条件を述べたのであるが，子どもの思考態

》の分析をとかして，新し〈加えなければならない条件，また，、本年研究としてはとりあげなかったが他

D側而からの需要な条件をあげて合きたい。 ζれは三年次の研究として検討したい条件である。

ヨ 学習の導入段階にお・りあ第一印象を重視するo "i-lヒ.4 I 5時間程度の小単元では，その時代の勃き

K関するイメージを形成させる。とれらは以後の学習f'(紗げる関係づげの枠ぐみとして効扶的なはたら

きをすると考える。

イメージを広 〈解釈する人は感情，感覚，認知，1与えなど行動を左右する心的活動をイメーヅとして

行!功決定の最も大きな袋因としている。との場合は関係づげの枠ぐみとほぼ同じ意床V亡ととでは解釈す

ると初述した。そして，品初の経験lせよって形成されたほえが挙後の経験に大きな影響をもっととも分

析した。とのような点からある主題を学習するにあたって，スライト・，映画，学校放送，など1'(より ，

その時代の動きを視覚(象として形成してまずくととは，事後の学脅する史実を時代の動きK位置づけて，

とらえようとする枠ぐみを形成するととが予想される。しかし，昨年度の研究でお摘したどとく視聴覚

教材はドラマチックf'(1';';成されているため，ともすると非常K美化されたり，罪悪祝する形 aでイメーヅ

が形成され客観的な見方を妨げる場合があ訟ので慎重な配慮が必要である。

b 昨年度，指摘しながら本年の研究でふれる ζ とができなかった問題Kテストの改善がある。とれも，

関係づけの枠ぐみをほ成する要因と してはたらきながら，との研究では分析が及ばなかったものとして

欲求の問題に関係している。小学 6年生，中学2年生となるとテストに対する意識が強〈左り ，テス ト

に対応する学習態度が形成される。しかし，テストはともすると記憶中心のアテープメン トテストKな

りやすいので，見方ヨ考え方を深めるより ，まFほえればよいという際えを強 (もつようK在る。テスト問

題を改善して，教科r;!lを使って書かせる問題や年表の読み方， 問題解決の過程をみる問題が作成されれ

ば，児童生徒の欲求の方向が変わり ，関係、づりの枠ぐみが変わるととになろう。

c 集団意織の形成という側面も重要である。 エユーカムは態段変化の抵抗を克服するものとして集団的

支持，集団的決定をあげてい-9̂ '?学級集団として，あるいはさ学校経営として，教師の助言のもとで，たと
(9) 

えば「わからないととは必らず質問しようjというととが決定され，その方向で全体が努力したり，反

省したりするような集団意識が形成されれば態度形成は効来的になろう。その点については中学生のク

ラフ・参加の態度Kもよくみられるととである。集団意識の方向と形成という側面も重要である。

態度形成の指導条件は誌本的KはブJ動的な学習の発展出造を主Pさえて指導の努力をするととが必要であ

るが，さらに，それをとりま (諸条件を包括的K検討し，より広円観点から学習指導の体質改善を図るζ

とが必蜜・である。研究と しては，これらの側面を全部とりあげて実施することは必らずしも適切と加われ

ないが，教育実践ω場では.以上のような配慮が必要と思う。

参考文献

W 思考態勢の考察

注 (1) エコーカム 社会心理学 培風館 P，2 23 
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(21 鳥居直隆 イメ ーヅの心、王星空手 誇談役 P，1 2ヲ

(3) 飽戸弘 SD後とバメーク測定 子行弘調査守 0，9 1号 輿論協会

{4) 波多野完治編 ピアジエの認識心理学 国土社 P，1 83 

V 思考態勢形成の指導条件

注 (1) 広岡亮蔵 学習過程Vてなげる態度の評価 明治図書 P. 7 3 

1，2) 同上 P， 7 4 

(3) 小)11正 学習過程の~造 明治図書 P，2 3 J 

(4) 木戸保 小中生学校社会科学習指導は造の研究 愛媛県立教育研究所紀要

(51 鳥居直隆 イメージの心理学 講談社 P.1 4 9 

(61 ブルーナー 教育の過程 岩波舎庖 P， 4 9 

(7) 鳥居直隆 イメージの心理学 講談社 P，141 

(8) 歴史認識を深める学習態度の形成とその指導 (i) 新潟県立教育研究所紀要 49集

(91 エコー力ム 社会，心理主学 培!民館 P，253 

む すひ

工 学習態度研究の視点

との研究では態度を場面，対象念どによる刺激:K対して行動の方向を規制したQ，刺激の変化κ対応ナ

ゐ行動の発展のしかえを規制する内面的な構え (準備態勢 )とし，とれを認知過程の側面Uてついて考察し

た。 ζの認知過程では対象からの刺激に対して認識する主体は何らかの意味づけをし，その意味づけをし

たものK反応する。乙の意味つけは個人のもつ広い意味での経験を基Vとしたイメージ(心像)知識，情緒

鋭範意識，関心欲求左 どtてよって形成されている関係づけの枠ぐみのはたらきによるもので，ζの個性的

念相違が対象K対する字見長，解釈の相違となってあらわれる。との意味陀公いて，関係づけの枠("みは刺

激v(X'すする思考の準備態勢といえよう。そとで，ζれを思考態勢とし，との様態と形成の条件Kついて考

察した。分析の視点としては，研究のねらいから多様左考案を行なうととができょうが，との研究では歴史事

象に対して，その時代K位置づけて見ょうと する客観的危見方と現代の生活環境になける規範，人情，風俗，

技術などをあてはめて見ょうとする主観的見方の両者Kついて，その強さの関係を考察するととと継続的

な刺激K対する見方考え方の発展のしかたを考察するとと(モより，児童生徒の思考態勢の傾向を分析したo

z 児童生徒の思考態勢の分析の結果

(1)主観的見方と客観的見方

歴史事象とそれKますする意見を記戴し， とれに対する肯定，否定の評定尺度K反応させたがζの結果

は次のようでるる。

a 時代κ位置づけてみる客観的見方K対しては大部分の児童生徒が宵定ナる。しかし主観的見方の意

見lと対しては意見の次元の相違によ b肯定否定κーフの傾向性がみられる。ナまわち，現在の社会i政治
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規範K関係づけた見方や人物に対する人情的見方陀なると，肯定する者が多ぐ，いっぽうで肯定した客

観的見方と矛盾する時代錯誤的な二重構造を示すように念る。しかし，現代の技術的念水準K関係つけ

た見方は否定ナる者が多し事実認知が問題とされる次元では客観的見方が強 〈なる。 したがって政治，

社会の規範，感情の次元では時代を鎚越した主観的見方が強〈念り ，民主主義，人権尊重平和左どの概

念はステレオタ イプ(型にはまった見ノ])になりやす<.真の意味で歴史的K把握させる ζ とは容易涯

ととでは左いといえよう。

b とのような意見の次元の相違に対応してはたら〈関係づけの粋ぐみの要因としては規範意識，生活意

識，歴史意識念どが考えられるが，個人的Kはどれが強 〈はたら〈か異念 11.追跡調査，個人面接で客

観的見方の強h児童生徒を事例的に検討すると，歴史的知識，時代的変化の意識，時代の流れのイメー

ジ(心像)念どがはたらhているととがわかった。したがって歴史感覚を養左うととは正しい歴史的知

識，変化発展してきたという意識，時代の流れの把握などを基礎にした感じ方も含む広い意味での歴史

的イ メージの形成1;;重要である。

C 予定した処理方法によD測定値を算出し，小中学校を比較してみると有意の差が念い。とれは中学生

は知識，思考力は増しでも，反面，常識が豊か陀なり，規範意識，感情も強〈左るため，ステ レオタ イ

プが相当強〈なってくるからでは左かろうかと推定される。

ζの測定値と診断学力テス トの結果との相関係数を算出してみると，中学校は相関が高ぐ小学校もか

左bある。したがって学力偏差値の高い者ほど客観的lて時代に位置づけてみようとする傾向がある。

(2) 継続的な歴史事象の提示に対する関係づけの枠ぐみのはたらきについて

調査を二つK分け，調査Aで織国信長の現象的Yては相反する行為を次，次Vて提示し，自由記述で意見を

書かせ，調査Bで，その時代の動きを年表形式で提示 し，同機(tC信長の行為に対する意見を書かぜたo

a との結果，児童生徒の思考態勢としては，浮動型(視点を現象面(tC;j(;.き，よいわるいに関係づける)

固定型 (:最初の行為K約する否定的構えで次の行為をもみる)累加型(異なった考えで累加してい() 

統一型 1(信長の性格という点からみる)統一型 11(時代の動きという点からみる)複合的視点tてよ:る

統一型(信長の性格と時代の動きの複合的視点でみる)念どのタ イプがみられ，小学生は浮動型が多〈

中学生は閏定型が多〈先行経験の残存・効呆が大きい。

b 言語Aの結果と調査Bの結果の相闘をみると，相闘があり ，調査Aの先行経験の影響が年表の見方や

その解釈に影響している・傾向がみられる。とのような点、から，ある特定の学習内容K対して意凶的Vてあ

る構えをもたせて指導するには，最も)](tC提示する教材を検討するととが重要である。

c ζの思考過程κ;j(;.1ずる発展的統一的な思考態勢にはたらぐ要因を分析的に考察すると，情緒的，道徳

な感じ方を含みながらも，それが中心でなしむしろ，時代の動きK関する気韻，信長の人間像いっぽ

うの行為Kζだわらず両者を対比して考える柔軟性，年表を見る技能，年衰の史実と信長の行為を関係

づけてみようとする実証的，多面的左思考態勢左どが考案される。

自上の言者調査の介析をと公して，肢史的見方，考え方を形成する安因としては歴史的知識はきわめて重

要な要因である。しかし，それは必要条件であって充分条件ではない。先入観Kとらわれず史実に即して

考える態度や，史実在受けとめる情緒，規範麗哉の層Kおける歴史的な感じ方が伴わなければならなh。

Z 思考態勢を形成する指導の条件

思考態勢を形成する条件は多〈の側面から考えられるが本年は指導課程の側面から考察した。

- 8 9 -



授業観察K基づき，思考を深める条件とじて教材提示，思考;煽』印'のとり方，それVLj;.ける発問と助言，教

材の相違K支J応する学習の基本的な技能構えの形成などを努力改善ナる授業研究をした。 ζれは，仮説

としてもった綬業を笑施ナると いう より，そとへ到達ナベ〈授業を改持ナるプロセスであったといえよ

う。

(1) との結果として，学力偏差値，知能偏差値のほぼひとしい授業研究群と普通授業群の問には次のよ

うな相違がみられた。

a 歴史事{象代対する客観的見方の強さという点では小中学校とも陀両群に有億の去は念かったo

b 継続的vc提示された事象vc対する思考態勢tl.調査Aは小，中学牧，調査Bでは小学校の授業研究群

がより 好ましい思考態勢を示した。

C 年表の見方はとぐに中学校の授業研究群がすぐれ，小学校も佼業研究群がややよい。

d 診断学力検査の学力偏差値の変化を中学校Vてついて比べてみると授業研究群のほうが低下する者が少

念ぐ向上する者が多い。

また.j;受業観察をと診してみられるととは，小学校では教科書，資料などに対する疑問，意見たどを比

較的活発K発吾・し，学習を発展させる契機を生みだすようK左ってきた。中学校では活発念疑問，意見を

:iAべる外面的行動となってあらわれないが.資料に対ナゐ調査では明瞭な差を示し，年衰の見方，地凶帳

の使用の しかたなどについては外面的に観察しうるほどの変化を示すようになった。

(2) ζの持業研究を と;t.して，思考態勢を形成する指導の基本的条件として次のような ζ とがあげられ

る。

a 教師の教材解釈力を身代つけるとと，子どもの見方，考え方を深めるには教師の史実代対する解釈を

深めることは最も重要であるととはい うまでもない。そして，とれが指導過程の構成を左右するととK

念る とと は分析 したと ルりである。

b ねらいに即して，自由K思考場面を設定する ととができるようKするには資料集，スライ ド， 学校放

迭の録音テープ，絵凶念どでき~だけ登;富念資料を準備してなぐととが必要である。

c 子どもの学習Vt:;t.ける動きを予想できる限を主主なう。子どもの反応を複数以上予想し，意見の対立す

る場面をお喝さえるととが重要である。

d 子でものステレオタイプ，先入観が明瞭VC予忽できるときは意表をつく よう左教材提示， 観点を換え

て考えさせる発聞が重要である。

e 教材内容だけ教えるのでな<.教科書.年表，資料集を使つての調べ方，見方などを教えて，訓練し

ていぐととが態度を形成する蓋縫的条件となろう。

f 指導仮設と してはもた乏かったが，調査結果をと合して，I.r.いうる重要なととは，時代の動き K関す

る イメージとか， 時間の最初に提示する教材などtてよって ， 短期間の学習K~訟ける関係づけの枠ぐみが

形成される と とである。したがって， 最初~L . あるイメージを形成するとか，第一印象で視点をもたせ

るととは，事後の学習V(対する構えとして効果的Kはたらくといえよう。

認識過程Vてはたら 〈関係づけの枠ぐみは，とれまで考察してきたどと 〈史実を凶としたとき，地の後者j

Pを果たすものである。凶を位置づけてみるほど地と左ゐ歴史的背景をもたないか，不じゅうぶんである

ときは，現在の生活環境により形成されている枠〈・みに関係づけようとする。その意味では児童生徒の埼

合，歴史的知識が不じゅうぶんなため，史実を現在の見方K関係づけて解釈しようとするいわばグあては
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め史観H といってもよい者が多い。したがって，正しい歴史的知識を身につけさせるととが歴史的左枠〈・

与を形成するうえKきわめて重姿である。しか し，それは必要条件ではあるが充介条件ではないのであっ

て，感情的次元や規範的次元vc;1;..ける H感じ方 H も深まらないと知識の層では客雛句であっても，それと

矛盾するステレズタ イプやl謝青をも った2重構造の認識を生みだす恐れがある。また，先行経験の影響を

受け，史実を先入観をもって解釈する傾向もみられるので，いっぽうでは ρ概念 ぐだき wが重要であるが，

函，ζの傾向を利用して，最初の印象，最初の経験をとb して望ま しいイメージを形成する ζとKより，

以後の学習に対する構えを形成する ζとも考えられる。

とのように考えると ，歴史認識を深める態度と しての見方，考え方を形成する指導の条件は正しい知識

をしっかり身Kつけさせる指導過程の〈ふうのみでな(.lii&じ方の訓練とか導入段階にお・ける イメージ形

成，さらK記憶中心のアチープメシ トテス トの改善陀よ 9.暗記すればよいという考え方を変えるなどを

含めた包括的左指導仮説が必要と思う。したがって第5年目以知識の次元だけでなぐ感情，規範意識の腐

を含んだ，歴史的イメージの形成や学習K対する考え方を変えていぐ指導の研究VL重点、をお・きたいと思う。

ζの研究は，下記の教職員各位からと協力をいただいた。執絡を終わるにあた担 ，心から感謝の意を表する

ものである。

新潟市立沼霊小学校 高地賢治教諭

同 上 松山 正 男 教 諭

新潟市立入舟小学校 新井田 玄 道教諭

新潟市立東山ノ下小学校 高島 廉 平 教 諭

新潟市立烏星野中学校 本田六郎教諭

同 上 藤 井昭厳教諭

新潟市立舟栄中学校 佐 藤哲夫教諭

ζの研究を担当し，執筆した者は 大久保正司である。
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